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令和４年度 調査研究（最終報告） 

＜研究主題＞  

 ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／ＢＹＯＤ環境を活かしたＩＣＴの活用  

                                ～各教科のねらいに迫る効果的な活用～   
 

 キーワード：「資質・能力の３つの柱の育成」、「個別最適化された学び」、「協働的な学び」 

「創造性を育む学び」、「各教科等における見方・考え方」、「学習評価の充実」 

  

１ はじめに 

平成 29・30・31 年告示の学習指導要領において、情報活用能力が、問題発見・解決能力、言語能

力とあわせて、学習の基盤となる資質・能力として挙げられた。 

文部科学省により令和元年６月に公表された「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最

終まとめ）」において、これからの学びの在り方や、ＩＣＴ環境を基盤とした先端技術や教育ビッグ

データを活用することの意義や課題が示された。また、研修を通じて教員のＩＣＴ活用能力を向上

させることが不可欠であることも示されている。令和２年６月に公表された「教育の情報化に関す

る手引－追補版－」においても、教師に求められるＩＣＴ活用能力の向上について示された。同手

引では、教科等の指導におけるＩＣＴ活用の意義と必要性にも触れられており、学習場面に応じた

ＩＣＴの効果的な活用の分類例も示された。併せて、各教科における具体的な活用方法についても

校種ごとに提示されている。 

学校では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、令和２年３月から休校措置がとら

れた。そのような中で各学校では様々な工夫を凝らし、オンラインによる双方向型の授業や、作成

した授業動画を配信するオンデマンド型の授業などが行われる例も見られた。奇しくも休校措置に

より、児童生徒の「学びの保障」の観点から、学校におけるＩＣＴ活用への注目度が一層高まるこ

ととなった。 

このような状況下で、埼玉県教育委員会では、「ＩＣＴ教育ガイドライン」を作成した。また、総

合教育センターにおいても、「ＧＩＧＡスクール構想」時代のＩＣＴ活用ガイドとして、小・中版、

県立学校版それぞれの「ＩＣＴ活用レシピ」を作成し、県内の学校に向け、ＩＣＴ活用事例を示し

ている。これらを受けて、本調査研究を教育の情報化が目指す教師のＩＣＴ活用指導力の向上につ

なげ、各教科等における児童生徒の資質・能力の育成を目指すこととした。 

 

２ 目的 

 資質・能力の三つの柱の育成に向け、環境に応じたＩＣＴ活用に関する課題解決に資する実践的

な調査研究を行う。 

 

３ 目標 

（１） 児童生徒の資質・能力の育成に向け、ＩＣＴの効果的な活用による授業改善に資すること。 

（２） 当センターが「未来を育てる知の拠点」としての研究と実践を行うことで、研究協力委員の指 

   導力向上に資するとともに、学校現場が必要とする事例を提示すること。 

（３） 本調査研究で得られた成果や知見を、県内のみならず全国へと発信し、ＩＣＴ活用に関する課 

     題解決の一助となること。 

⑴ 各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラルを含

む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，

各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。 
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４ 研究の方針 

（１） 児童生徒の資質・能力の育成に向け、学習指導要領等で示された「ＩＣＴ活用」に則した実 

     践を行う。 

（２） 研究協力委員会を通して、当センター指導主事と研究協力委員が、国や県の最新の動向や学校 

     現場の課題を共有し、協働しながら課題解決に向けた実践を行う。 

（３） 児童生徒の「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」を 

   育成するための指導における活用方法の開発と実践を行う。 

（４） 本調査研究で得られた成果や知見を、年次研修等に活かすとともに当センターのホームページ 

   に掲載することで、評価される機会を得ながら研究の改善を図る。 

 

５ 研究の方法 

以下の（１）～（３）の教科等について研究協力委員を委嘱し、所員と協力して調査研究を行う。 

なお、研究協力委員は、小学校２名、中学校２名、高等学校３名を原則とする。調査研究協力委員 

会（年５回予定）における、研究内容についての確認や作業分担、協議、進捗状況の確認、検証授 

業等を通して研究を進める。 

（１）小学校：国語、社会、算数、理科、音楽、図画工作、外国語活動、体育、 特別の教科 道徳 

（２）中学校：国語、社会、数学、理科、音楽、美術、技術・家庭、外国語、保健体育、 

       特別の教科 道徳 

（３）高 校：国語、地理歴史・公民、数学、理科、保健体育、外国語、家庭、情報、工業、商業 

※研究協力委員会について 

  ア 会議は原則として、午後１時 30 分から午後４時 30 分で実施する。 

イ 夏季休業中は、全日の実施も可能とする。 

ウ 会場校で、研究授業、研究協議等を行うことも可能とする。 

エ 教科部会については、オンラインで行うことも可能とする。 

 

６ 研究概要（実施計画・報告） 

２ヵ年の調査研究とする。 

  １年目は、単元等のまとまりにおける、環境に応じたＩＣＴの活用事例を充実させる。県が作成 

 した事例集を参考にして、より実践的な事例に改善していく。 

    ２年目は、１年目の実践を基にして、教科のねらいに迫るための、より効果的な活用場面や活用 

  方法を探る。２年間の実践的な調査研究を通して、ＩＣＴの効果的な活用による授業改善につなげ 

  ていく。 

 

【令和３年度日程】  

 ４月 26 日（月） 教職員研修担当調査研究担当指導主事学習会 

 ５月 27 日（木） 教職員研修担当調査研究担当指導主事学習会・情報交換会 

 ５月 31 日（月） 第１回研究協力委員会・全体会（高等学校） 

          ・基調講演 「ＧＩＧＡスクールで実現する新しい学び  

                 ～１人１台環境での児童生徒の資質・能力の育成～」 

             講師 玉川大学教職大学院 教授 久保田善彦 氏 

                                       （文部科学省 ＩＣＴ活用教育アドバイザー活用事業） 

          ・教科別分科会  

 ６月 １日（火） 第１回研究協力委員会・全体会（小学校、中学校） 

          ・基調講演 「ＧＩＧＡスクールで実現する新しい学び  

                 ～１人１台環境での児童生徒の資質・能力の育成～」 

             講師 柏市教育委員会教育研究専門アドバイザー 西田光昭 氏 

                                       （文部科学省 ＩＣＴ活用教育アドバイザー活用事業） 
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           ・教科別分科会  

 ６月～12 月   第２～５回研究協力委員会（各教科部会） 

  ９月 ６日（月） 進捗状況報告会（各教科部会より）① 

              11 月 12 日（月） 進捗状況報告会（各教科部会より）② 

  ２月 25 日（金） 教職員研修担当調査研究担当内発表会 

  ３月 14 日（月） 調査研究所内研究発表会 

 

【令和３年度成果物】 

          【中間報告】            【ＩＣＴ活用事例集】 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和４年度日程】  

 ４月 25 日（月） 教職員研修担当調査研究担当指導主事学習会 

 ５月 30 日（月） 教職員研修担当調査研究担当指導主事学習会・情報交換会 

 ５月 31 日（火） 第１回研究協力委員会・全体会（小学校、中学校、高等学校） 

          ・基調講演 「ＧＩＧＡスクールで実現する新しい学び  

                  ～一人一人を主語にした学びづくり～」 

             講師 柏市教育委員会教育研究専門アドバイザー 西田光昭 氏 

                                       （文部科学省 ＩＣＴ活用教育アドバイザー活用事業） 

           ・教科別分科会  

 ６月～12 月   第２～５回研究協力委員会（各教科部会） 

              10 月 20 日（木） 進捗状況報告会（各教科部会より） 

              10 月 31 日（月） 進捗状況報告会（各教科部会より） 

  ２月 21 日（火） 教職員研修担当調査研究担当内発表会 

 ３月 13 日（月） 調査研究所内研究発表会 
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 【令和４年度各部会のテーマ】 

校種 部会 研究テーマ 

小

中

学

校 

国語 
ＩＣＴを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び ～ＩＣＴ活用の

選択場面を設定した授業実践による児童生徒の思考の考察～ 

社会 
「個別最適な学び」と「協働的な学び」を往還する社会科の授業デザインを構想

する 

算数 

数学 
１人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追究する 

理科 理科の資質・能力の育成に向けたＩＣＴの活用方法の研究 

音楽 
主体的・対話的で深い学びを実現するためのＩＣＴの効果的な活用 ～児童生

徒が「音楽的な見方・考え方」を豊かに働かせる授業実現を目指して～ 

図工 

美術 

自らの学びに気付かせるための、振り返り場面や、発表場面におけるＩＣＴの効

果的な活用の方法 

技術 

家庭 

各学習場面で、知識・技能習得やそれらを活用した思考・判断・表現による課題

解決活動を個別最適化するためにＩＣＴを活用し、生徒一人一人が自ら学びを

選択できるよう、学習環境や指導方法を研究していく 

外国語活動 

外国語 

外国語における言語活動の充実を図るＩＣＴの活用 ～主体的な学びを促し、

思考力、判断力、表現力等の育成を目指して～ 

体育 

保健体育 

体育・保健体育の学習において、育成すべき３つの資質・能力の育成のためにＩ

ＣＴ活用目的を明確にした効果的なＩＣＴ活用の仕方について 

道徳 道徳的価値を自分との関わりで捉えるための効果的なＩＣＴの活用 

高

等

学

校 

国語 ＩＣＴを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び 

地歴 

公民 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 ～主体的・対話的で深

い学びの充実に向けた授業改善～ 

数学 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けたＩＣＴ活用 

理科 探究の過程を踏まえたＩＣＴ活用 

保健体育 
保健体育の学習における一層の充実を図るためのＩＣＴを用いた効果的な活用

の方法 

外国語 ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の取組 

家庭 
家庭科の資質・能力の育成に向け、個別最適な学びと協働的な学びに関するＩＣ

Ｔ活用方法 

情報 情報科における新たな授業展開と手法の研究 ～環境を最大限に生かす取組～ 

工業 １人１台端末を利用した工業教育の充実に向けた研究 

商業 
ＩＣＴを活用しながら「個別最適な学び」と「協働的な学び」を同時に考える授

業の研究 
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令和３、４年度 教職員研修担当 調査研究 [概要]～各教科のねらいに迫る効果的な活用～

誰一人取り残すことのない「個別最適化された学び」、
「創造性を育む学び」を目指し、ＩＣＴを効果的に
活用した学び方や指導法を開発する。

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用

目的

令
和
４
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

先行研究
コロナ禍における、子どもたちの「学力保障」と
「新たな学びの創造」の視点から、急ピッチで作成。

『「GIGAスクール構想」時代のICT活用ガイド』作成

『ICT活用レシピ（小/中/高/特）』作成

GIGAスクール構想実現のための環境整備
コロナ禍の中、国・県・市町村の財政支援で実施

✔「オンライン学習環境の整備」

✔「児童生徒の端末整備支援（１人１台端末）」
✔「学校ネットワーク環境の全校整備」

学校現場の実態に対応した、ICT活用による授業改善

育成したい資質・能力や各校の教科指導の課題を踏まえたICT活用の実践を通じ
て、環境に応じたＩＣＴの活用事例を充実させる。

単元計画等の作成のほか、多くの学校で活用できる活用事例集を作成する。

中間報告

『活用事例集』の作成

教科のねらいに迫る、効果的なICT活用

１年目の研究・検証から得られた成果や課題をもとに、より教科のねらいに迫る、
効果的な活用場面や活用方法を探る。

２年間の研究・検証に基づいた単元計画や、研修資料等を作成する。

２年目

１年目

最終報告

研究・検証に基づく

『単元計画』等の作成

研修資料等の作成

２年間の研究・検証に基づく

資質・能力の３つの柱の育成

『単元計画』等の作成

多くの学校で活用できる
・単元計画
・活用事例集

令
和
２
年
度

より教科の
ねらいに迫る
・単元計画
・研修資料
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７ 研究協力委員 

 （１）令和３年度 

 

  校種 教科 学校名 職名 氏名 担当指導主事 

1 
小学校 

国語 

熊谷市立新堀小学校 教諭 青木 大亮 

中村 ひとみ 
2 深谷市立豊里小学校 教諭 田部井 訓子 

3 
中学校 

戸田市立新曽中学校 主幹教諭 廣川 隼志 

4 加須市立大利根中学校 教諭 落合 陽介 

5 
小学校 

社会 

川口市立鳩ケ谷小学校 教諭 堀 祥子 

大谷 直紀 
6 日高市立高根小学校 主幹教諭 有山 和宏 

7 
中学校 

所沢市立狭山ヶ丘中学校 教諭 長谷川 義博 

8 久喜市立久喜中学校 教諭 駒田 哲朗 

9 
小学校 

算数 

数学 

秩父市立花の木小学校 教諭 平澤 貴志 

中井 美貴子 
10 蓮田市立平野小学校 教諭 田口 賢一 

11 
中学校 

寄居町立寄居中学校 主幹教諭 阿久津 佳永 

12 加須市立昭和中学校 教諭 中川 雄介 

13 
小学校 

理科 

鴻巣市立松原小学校 教諭 内野 皓輝 

古畑 隆憲 
14 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭 関根 達也 

15 
中学校 

草加市立谷塚中学校 教諭 福世 一平 

16 入間市立野田中学校 教諭 浅見 浩佑 

17 
小学校 

音楽 

久喜市立久喜小学校 教諭 稲上 こず恵 

佐藤 太一 
18 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭 三橋 博道 

19 
中学校 

飯能市立奥武蔵中学校 教諭 鈴木 美登里 

20 白岡市立篠津中学校 教諭 福田 千鶴 

21 
小学校 

図工 

美術 

所沢市立和田小学校 教諭 原田 諒子 

矢島 俊 
22 深谷市立上柴東小学校 教諭 横塚 久美子 

23 
中学校 

深谷市立花園中学校 教諭 吉田 賢彦 

24 加須市立大利根中学校 教諭 北山 奈津美 

25 
中学校 

技術 

家庭 

志木市立宗岡第二中学校 教諭 石川 航 

林 裕人 
26 熊谷市立大里中学校 教諭 横田 真澄 

27 
中学校 

久喜市立久喜中学校 教諭 浅川 有樹 

28 埼玉大学教育学部附属中学校 教諭 大関 さわ子 

29 
小学校 

外国語活動 

外国語 

上尾市立今泉小学校 教諭 佐々木 雄亮 

秋元 政康 
30 久喜市立東鷲宮小学校 主幹教諭 服部 正史 

31 
中学校 

久喜市立鷲宮中学校 教諭 平田 恭兵 

32 坂戸市立千代田中学校 教諭 大熊 勝光 

33 
小学校 

体育 

保健体育 

伊奈町立小針北小学校 教諭 結城 光紀 

野中 拓二 
34 行田市立東小学校 教諭 中野 翔太 

35 
中学校 

熊谷市立妻沼東中学校 教諭 林 克 

36 行田市立埼玉中学校 教諭 北島 歩 

37 
小学校 

道徳 

新座市立東北小学校 教諭 武口 つかさ 

原 卓範 
38 狭山市立柏原小学校 教諭 池端 美希 

39 
中学校 

川口市立芝中学校 教諭 新井 亮佑 

40 吉見町立吉見中学校 教諭 飯島 友里香 
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  校種 教科 学校名   氏名 担当指導主事 

41 

高等学校 

国語 

栗橋北彩高等学校 教諭 西村 紗菜 

松下 奈緒子 42 川越高等学校 教諭 佐瀬 正伸 

43 入間向陽高等学校 教諭 松永 千希 

44 

地理歴史 

公民 

春日部高等学校 教諭 長谷川 輝 

菅野 祥憲 
45 朝霞高等学校 教諭 大澤 諒 

46 和光高等学校 教諭 松本 悠 

47 浦和第一女子高等学校 教諭 佐々木 千春 

48 

数学 

越谷北高等学校 教諭 石垣 優 

本城 朋文 49 越谷南高等学校 教諭 平原 雄太 

50 滑川総合高等学校 教諭 北谷 勇介 

51 

理科 

越谷南高等学校 教諭 金木 隆彰 

平野 正人 52 川越女子高等学校 教諭 桑原 博俊 

53 川越南高等学校 教諭 井上 尚 

54 

保健体育 

宮代高等学校 教諭 萩原 育未 

雪野 啓介 55 浦和第一女子高等学校 教諭 望月 みづほ 

56 進修館高等学校 教諭 梨本 雄太 

57 

外国語 

越ヶ谷高等学校 教諭 大槻 幸脩 

柿澤 康明 58 三郷工業技術高等学校 教諭 林 忠 

59 大宮光陵高等学校 教諭 小林 智行 

60 

家庭 

蓮田松韻高等学校 教諭 池垣 陽子 

木塚 綾子 61 浦和第一女子高等学校 教諭 青山 奈央 

62 浦和西高等学校 教諭 柴﨑 千佳子 

63 

情報 

三郷高等学校 教諭 小林 秀輔 

島村 睦 64 所沢高等学校 教諭 宇賀神 大輔 

65 ふじみ野高等学校 教諭 北澤 綾香 

66 

工業 

春日部工業高等学校 教諭 熊谷 祐 

高橋 秀夫 67 児玉白楊高等学校 教諭 目仲 哲矢 

68 熊谷工業高等学校 教諭 田中 将介 

69 

商業 

狭山経済高等学校 教諭 宮下 剛幸 

木村 敏規 70 浦和商業高等学校 教諭 梶原 朋子 

71 皆野高等学校 教諭 千島 拓実 
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 （２）令和４年度 

 

 

 

  校種 教科 学校名 職名 氏名 担当指導主事 

1 
小学校 

国語 

加須市立北川辺東小学校 教諭 田中 崇亮 

中村 ひとみ 
2 深谷市立豊里小学校 教諭 田部井 訓子 

3 
中学校 

戸田市立新曽中学校 主幹教諭 廣川 隼志 

4 加須市立大利根中学校 教諭 落合 陽介 

5 
小学校 

社会 

川口市立鳩ケ谷小学校 教諭 堀 祥子 

中村 駿 
6 三芳町立唐沢小学校 主幹教諭 長谷川 慎 

7 
中学校 

久喜市立久喜中学校 教諭 駒田 哲朗 

8 北本市立宮内中学校 教諭 多田 悟 

9 
小学校 

算数 

数学 

秩父市立花の木小学校 教諭 平澤 貴志 

竹内 桂太 
10 蓮田市立平野小学校 教諭 田口 賢一 

11 
中学校 

本庄市立児玉中学校 教諭 井上 凌亮 

12 加須市立昭和中学校 教諭 中川 雄介 

13 
小学校 

理科 

上里町立賀美小学校 教諭 松井 裕太 

古畑 隆憲 
14 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭 関根 達也 

15 
中学校 

草加市立谷塚中学校 教諭 福世 一平 

16 入間市立野田中学校 教諭 浅見 浩佑 

17 
小学校 

音楽 

久喜市立久喜小学校 教諭 稲上 こず恵 

永井 基生 
18 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭 三橋 博道 

19 
中学校 

飯能市立奥武蔵中学校 教諭 鈴木 美登里 

20 志木市立宗岡第二中学校 教諭 田中 理己 

21 
小学校 

図工 

美術 

所沢市立和田小学校 教諭 原田 諒子 

鈴木 彩子 
22 狭山市立入間川小学校 教諭 児島 綾子 

23 
中学校 

鶴ヶ島市立藤中学校 教諭 熊谷 里香 

24 加須市立大利根中学校 教諭 北山 奈津美 

25 
中学校 

技術 

家庭 

志木市立宗岡第二中学校 教諭 石川 航 

加藤 敦 
26 熊谷市立大里中学校 教諭 横田 真澄 

27 
中学校 

久喜市立鷲宮中学校 教諭 落合 さやか 

28 新座市立第四中学校 教諭 大関 さわ子 

29 
小学校 

外国語活動 

外国語 

上尾市立今泉小学校 教諭 佐々木 雄亮 

秋元 政康 
30 久喜市立栗橋南小学校 教諭 恩田 早苗 

31 
中学校 

坂戸市立千代田中学校 教諭 大熊 勝光 

32 埼玉大学教育学部附属中学校 教諭 蓬澤 守 

33 
小学校 

体育 

保健体育 

伊奈町立小針北小学校 教諭 結城 光紀 

野中 拓二 
34 行田市立東小学校 教諭 中野 翔太 

35 
中学校 

熊谷市立妻沼東中学校 教諭 林 克 

36 行田市立埼玉中学校 教諭 北島 歩 

37 
小学校 

道徳 

幸手市立幸手小学校 教諭 瀧田 俊介 

小久保 理恵 
38 入間市立藤沢小学校 教諭 細渕 成実 

39 
中学校 

川口市立芝中学校 教諭 新井 亮佑 

40 吉見町立吉見中学校 教諭 飯島 友里香 
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  校種 教科 学校名   氏名 担当指導主事 

41 

高等学校 

国語 

栗橋北彩高等学校 教諭 西村 紗菜 

佐瀬 正伸   42 入間向陽高等学校 教諭 松永 千希 

43 熊谷高等学校 教諭 齋藤 真未 

44 

地理歴史 

公民 

春日部高等学校 教諭 長谷川 輝 

菅野 祥憲 
45 朝霞高等学校 教諭 大澤 諒 

46 和光高等学校 教諭 松本 悠 

47 浦和第一女子高等学校 教諭 佐々木 千春 

48 

数学 

越谷北高等学校 教諭 石垣 優 

大澤 忠就 49 越谷南高等学校 教諭 平原 雄太 

50 滑川総合高等学校 教諭 北谷 勇介 

51 

理科 

越谷南高等学校 教諭 金木 隆彰 

平野 正人 52 川口北高等学校 教諭 藤澤 弘明 

53 川越南高等学校 教諭 井上 尚 

54 

保健体育 

宮代高等学校 教諭 萩原 育未 

塚本 卓司 55 浦和第一女子高等学校 教諭 望月 みづほ 

56 進修館高等学校 教諭 梨本 雄太 

57 

外国語 

越ヶ谷高等学校 教諭 大槻 幸脩 

佐藤 勉 58 三郷工業技術高等学校 教諭 林 忠 

59 大宮光陵高等学校 教諭 小林 智行 

60 

家庭 

蓮田松韻高等学校 教諭 池垣 陽子 

木塚 綾子 61 浦和第一女子高等学校 教諭 青山 奈央 

62 浦和西高等学校 教諭 柴﨑 千佳子 

63 

情報 

三郷高等学校 教諭 小林 秀輔 

島村 睦 64 所沢高等学校 教諭 宇賀神 大輔 

65 ふじみ野高等学校 教諭 北澤 綾香 

66 

工業 

春日部工業高等学校 教諭 谷島 聡 

大橋 亨 67 浦和工業高等学校 教諭 吉岡 鉄馬 

68 熊谷工業高等学校 教諭 田中 将介 

69 

商業 

狭山経済高等学校 教諭 宮下 剛幸 

剱持 幹子 70 浦和商業高等学校 教諭 梶原 朋子 

71 皆野高等学校 教諭 千島 拓実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体報告 -９- 



 

 

８ 成果と課題 

（１）成果 

  ア 目的に応じたＩＣＴの活用や活用場面を意識した、児童生徒の資質・能力の向上に資する単 

   元計画の作成やＩＣＴ活用事例の充実 

   ・ ２ヵ年にわたる各教科等の全 20部会の研究により、目的に応じた多様なＩＣＴ活用実践事 

    例が報告され、成果や知見を広く収集することができた。特に２年目においては、１年目の 

    成果と課題を踏まえた、ＩＣＴ活用の質の向上を図る事例が多く報告され、学校におけるＩ 

    ＣＴ活用の一助となった。 

   【主な活用の事例】 

   （具体的な活用方法や成果、得られた知見の詳細については、各教科部会の報告による。） 

    〇教科の見方・考え方を働かせ、深めるための活用 

    〇図形の作図や操作、データのグラフ化等による思考の深まり   

    〇ＩＣＴを活用することによる授業の効率化と思考のための時間の確保（手順や安全、ポイ 

     ントを動画で確認等） 

    〇カメラ機能を活用した、自らの動きや学びの確認（動きや表現を撮影し自身の現状や良さ・ 

     改善点を把握等） 

    〇個別最適な学びの充実（習熟度に応じた個別学習、興味・関心に応じた調べ学習、紙とＩ 

     ＣＴ等の学び方の選択等） 

    〇協働的な学びの深まり（意見や考え等の共有による話合い活動の充実、共同編集による思 

     考の深まり等） 

    〇表現する力の向上（プレゼンテーションや発表資料の作成・表現等） 

    〇指導と評価の一体化（児童生徒の意識や考えの集約、習熟度の把握と指導等） 

    〇事前録画やリアルタイム配信による外部機関との連携 

    〇授業の効率化による思考時間の確保（効率的な意見集約や提示、グラフ化等） 

    〇学びの蓄積（考えや振り返り、写真・動画等の蓄積等） 

  イ 当センター指導主事と研究協力委員による、課題解決に向けた協働的な研究の実施 

   ・ 第１回研究協力委員会では、昨年に引き続き文部科学省ＩＣＴ活用教育アドバイザーであ 

    る柏市教育委員会教育研究専門アドバイザーの西田光昭氏から基調講演をいただいた。西田 

    氏からはＧＩＧＡスクール構想の基本的な考え方や国の最新の動向だけでなく、本研究の１ 

    年目の成果と課題を踏まえた研究の方向性を示していただく等、幅広い知見を得た。 

・ 当センター等で集合して研究協力員会を実施するだけでなく、オンラインによる研究協力 

 委員会を実施するなど、多様な形態を用いて指導主事と研究協力委員が連携しながら研究を 

 進めた。 

   ・ 多くの教科等で研究授業等を実施し、実際の授業におけるＩＣＴ活用の様子を参観しなが 

    ら研究を深めた。小中学校及び高等学校国語部会では、校種を超えた授業参観を実施し、情 

    報交換や情報共有をしながら、連携した研究が行われた。 

   ・ Google Classroomや情報サイトを活用し、最新の情報や学校現場の課題等を共有しながら 

    研究を進めた。 

   ・ テーマ設定に向けた情報交換会や進捗状況報告会、研究成果発表会等、指導主事間での情 

    報共有により、教科等横断的な連携を踏まえながら研究を進めた。 

 ウ 本調査研究で得られた成果の発信 

   ・ ２ヵ年の成果や知見について、中間報告書、最終報告書及び、ＩＣＴ活用事例集として当 

    センターホームページに掲載した。 

   ・ 本調査研究１年目で得られた成果や知見、２年目の研究内容や事例等について、指導主事 

    は各年次研修等での情報提供等を行った。また、研究協力委員については所属校での研究授 

    業や研究内容の報告等を行った。 

   ・ 本研究を研修や学校での報告等に活用しやすいよう、各教科等の研究をポンチ絵形式でま 
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    とめた。次年度以降の研修で活用するだけでなく、当センター内にも掲示して来所者へ発信 

    を行う。 

（２）課題 

ア ＩＣＴの活用場面や方法のさらなる精選 

 ・ ＩＣＴを活用すること自体が目的化しないようにすることに留意し、育成したい資質・能 

  力の向上や各教科等の特性に応じた活用の研究が進められ、多くの成果が得られた。今後は 

  さらに規準を明確にした見取りの仕方や評価方法等、指導と評価の一体化を意識した研究が 

  望まれる。 

 ・ 個別最適な学び、協働的な学びにおけるＩＣＴの活用方法の事例も多く提示された。教師 

  がＩＣＴ活用方法を工夫し、活用場面を精選するだけでなく、児童生徒自身が学びに応じて 

  ＩＣＴや紙の使用等、道具やツールを自己決定できるような個別最適な学びの実現を目指す 

  ことも重要である。 

イ ＩＣＴ環境等に関する課題 

   ・ 小中学校においては、市町村によって使用する端末やＯＳが異なり、使用できるソフト等 

にも違いがある。引き続き、学校の様々なＩＣＴ環境に対応した研究成果を提示していくが、 

各学校の実態や課題に応じた支援が必要である。 

・ 児童生徒のＩＣＴ活用能力の違いが学習活動の差につながることがある。また、児童生徒 

 への適切な利活用の指導やルール設定、そのルールに関する教育が必要な状況がある。ＩＣ 

 Ｔの運用に係る課題の解決に資する研究成果の提供も意識したい。 

  ウ 教科等横断的な活用 

   ・ ２ヵ年における研究で、各教科等の特性に応じた多くの事例が提供された。そして、意見 

    共有や共同編集による思考の深まり等、どの教科等でも共通して活用できる方法も見出され 

    た。今後、さらにどの教科等でも活用できる事例の充実や教科等横断的な学習の実施につな 

    がるＩＣＴ活用についての研究が求められる。 

 

９ おわりに 

 令和元年１２月以降、国は「これまでの我が国の１５０年に及ぶ教育実践の蓄積の上に、最先端 

のＩＣＴ教育を取り入れ、これまでの実践とＩＣＴとのベストミックスを図っていくことにより、 

これからの学校教育を劇的に変える」ことを目的に、「児童生徒１人１台端末」と「高速大容量の通 

信ネットワーク環境」を一体的に整備する「ＧＩＧＡスクール構想」を推進してきた。そして、令 

和３年１月中央教育審議会（答申）において示された「令和の日本型教育」においても、個別最適 

な学び、協働的な学びの実現にはＩＣＴは必要不可欠なツールであると示されている。 

  本調査研究は２年にわたり、当センター教職員研修担当が研究協力委員とともに、資質・能力の  

 三つの柱の育成に向け、環境に応じたＩＣＴ活用に関する課題解決に資する実践的な研究を行って 

 きた。それによって、各教科等 20 の部会が各学校の実態や環境を踏まえ、教科等のねらいに迫る 

 効果的なＩＣＴ活用事例を見出し、成果や知見を広く収集することができた。そして、得られた成 

 果を発信し、学校におけるＩＣＴを活用した授業改善の一助となった。 

 今後はさらに、当センターの研修や、研究協力委員の支援の下、本研究の成果や活用優良事例を 

一層普及させていく。併せて、より質の高いＩＣＴ活用に向けてＰＤＣＡサイクルを働かせ、教師 

の指導改善や児童生徒の学習改善、学習評価の充実を図り、多様な児童生徒を誰一人取り残すこと 

のない、公正に最適化された学びを本県の学校現場で持続的に実現させていきたい。当センターが 

「未来を育てる知の拠点」として、今後も学び続ける教職員の支援を行い、学校の教育力向上を図 

っていく。 

  令和３年度、令和４年度の本調査研究に携わってくださったすべての皆様に、心より御礼申し上 

 げます。 
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「ＩＣＴを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」
～ＩＣＴ活用の選択場面を設定した授業実践による児童生徒の思考の考察～

研究テーマ

令和４年度調査研究

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴ活用 ～小中学校国語科～

研究概要 研究の成果

〇言語活動「デジタル紙芝居を作る。」
〇様々なICTを活用し、生徒自身が音読の仕方を探して練
習し、スライドに音声を吹き込む。

古典の学習における個別最適なＩＣＴ活用研究１

〇言語活動「グラフや表を活用して意見文を書く。」
〇記述、推敲場面において、手書きと端末入力の選択
→アンケート調査（選択の理由・学びの実感について）

小学校：ＩＣＴ活用の選択場面（書くこと）研究２

〇言語活動「文章の内容を補助スライドや発表原稿に再構
成して伝える。」

〇補助スライドや発表原稿の作成時において、手書きと端
末入力の選択

中学校：ＩＣＴ活用の選択場面（読むこと）研究３

場面で

◎ＩＣＴの活用は、学習内容に苦
手意識をもつ児童生徒の意欲を
高める一助となる。

★児童生徒が紙やノートの使用と
ＩＣＴの活用をよりよく選択で
きる授業づくりが必要である。

令和３年度の研究から（成果・課題）

ＩＣＴ活用の選択場面を設定した授業
→児童生徒の思考と学びを考察
【研究２・３】

学習意欲を高める個別最適なＩＣＴ活用
→児童生徒の学習意欲と学びを考察
【研究１】

場面で

◎課題解決に向けて試行錯誤する
過程で、児童生徒の主体的な姿
や対話的な学びが見られた。

◎課題解決の方法に幅があり、実
態に応じて児童生徒が選択する
ことができるため、個別最適な
学びにつながった。

課題

場面で

場面で

◎手書きと端末入力の選択場面を
設定すると、安心して学習に取
り組むことができ、学び方への
意識も高めることができる。

安心感

主体性 学習意欲

学び方への意識

個別最適な学び

ＩＣＴ活用の選択（自己決定）

★児童生徒が、よりよく自己決定す
ることができるようにする手立て
の工夫

・紙は書きやすいよ。
・推敲はタブレット
の方がよかったな。

小学校 中学校
紙 9.7%

タブレット
90.3%

・間違いが直しやすいね。
・他の人のコメントがす
ぐに見られるよ。

①補助スライド使用ツール ②発表原稿使用ツール

紙 10.0% 紙 56.7%

タブレット
90.0%

タブレット
43.3%

※目的や内容により、
使い分けていた。

ＩＣＴ活用の選択場面と児童生徒の思考

※自分の選択を振り
返り、よりよい学
び方を考えていた。

小中学校国語 -1-



ロイロノートに
ロイロノート
Google スライド

戸田市立新曽中学校 第１学年

「蓬莱の玉の枝」

学 年 古典に関しては、言語の違いから抵抗感をもってしまう生徒がいる。
１学年では、はじめに古典について知ることを念頭に置き、抵抗感を取り除きたい。
そこで、ＩＣＴを活用して古典を身近なものとして捉えさせるとともに、古典の世
界観を知ることで、新しい感覚を獲得するきっかけとしたい。

研
究
内
容

〇従来の音読中心の授業に比
べ、主体的に音読する様子
が見られた。

〇生徒たちが自ら情報を収集
し、古典の世界観に対する
想像を広げて学習に取り組
むことができた。

〇アンケートでは、ＩＣＴを
使用した方が「作業に適し
ている」、「意欲的に取り
組める」という肯定的な意
見が85％を超えた。

●アンケートでは、「紙に書
く方が頭に残る」という意
見が多かった。ＩＣＴは効
率化という点で優れている
が、それをどう学びにつな
げるか検討が必要である。

「ＩＣＴを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」 戸田市立新曽中学校 主幹教諭 廣川 隼志〔国語〕

単 元

現状と課題

〇音読に必要な文語のきまりを知り、古文を音読し、古典特有のリズムを通して、
古典の世界に親しむことができる。 ＜知識及び技能＞(3)ア

〇相手の反応を踏まえながら、自分の考えをわかりやすく伝わるように表現を工夫
することができる。 ＜思考力、判断力、表現力等＞(1)ウ

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

研究テーマ

〇目標を確認し、学習
の見通しをもつ。

〇グループになってそれぞれの
アイディアを持ち寄り、「デ
ジタル紙芝居」を作成する。

〇「デジタル紙芝居」を鑑賞し
て、自分の学びを振り返る。

＜本単元の言語活動＞

古典に親しむ 「デジタル紙芝居」を作成する。

・古典の基礎知識を確認
する（仮名遣い等）。

・読み方についてはＩＣ
Ｔ等を駆使して生徒自
身が見つけることとす
る。

・ＩＣＴを活用してグループで画像の
検索や音声の録音を行う。

・資料作成、資料の交換についても
ＩＣＴを活用する。

・「伝わりやすさ」を意識して工
夫するようにする。

・自分たちが意識して取り入れた工夫
が、うまく表現できているかを確認
する。

・個人で、もう一度内容を捉えながら
音読する。

第１時 第２時 第３時

＜課題＞
古典特有の言葉のリズム、
古典の世界観に触れる。

デジタル紙芝居を作ろう。

ＩＣＴを活用し、内容に適した画
像を探したり加工したりして作成
し、音声をその画像シートに吹き
込んで紙芝居形式にしたもの。

（授業中の様子）
〇生徒が自分で教科書内の二次元
コードを活用し、イヤホンで何回
も音読を聞く様子が見られた。

〇読み方の注意点を自分で見つけ、
友達と伝え合う様子が見られた。
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小学校 第５学年

心を動かす意見文を書こう

「グラフや表を用いて書こう」

学 年 「文章を手書きすること」や「書き終えた文をもう一度清書すること」
に抵抗を感じる児童が見られる。さらに、推敲は「修正箇所を見つける」「清書す
る」等、手順が多く、児童が文章を練り上げる時間が十分取れない。ＩＣＴを活用
して書くことへの抵抗感を減らし、児童同士が十分に推敲し合える環境を整えたい。

Google ドキュメント
ミライシード「オクリンク」

研
究
内
容

○手書きかＰＣか選択できるよ
うにしたことで、手書きの児
童は文の書きやすさに安心感
をもって学習を進めることが
でき、ＰＣを選んだ児童は推
敲や修正がしやすくなった分、
より文章を練り上げようとす
る意識が向上した。

○お互いの意見文を推敲する中
で、文章を書いた児童に意図
を質問するなど、自然に児童
同士の対話が生まれ、推敲へ
の主体性が高まっていた。

●推敲する際、ＩＣＴを活用し
て修正箇所を示したところ、
相手に伝わらず、直接友達に
説明する必要があった児童も
見られた。

「ICTを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」 加須市立北川辺東小学校 教諭 田中 崇亮〔国語〕研究テーマ

単 元

現状と課題

〇引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫することができる。 〈思考力、判断力、表現力等〉B（１）エ

〇文章全体の構成や書き表し方などに着目して、文や文章を整えることができる。
〈思考力、判断力、表現力等〉B（１）オ

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成 果

課 題

導入 展開 まとめ

○Google ドキュメン
トや手書きで作成し
た自分の意見文を読
み返す。

○意見文を書く相手・
目的を確認

○推敲の視点を確認

グループ内で意見文を推敲し合う。

○コメント機能で、
修正箇所を示す。

○付箋に直し方を書い
て、修正箇所に貼る。

Google
ドキュメント

手書き

作成方法に合った推敲の仕方を設定する。

○他の児童のコメントや付箋をもと
に自分の意見文をさらに練り直す。

○本時の学習のまと
めをする。

○本時の学習を振り
返る。

〈本単元における言語活動〉
グラフや表を活用して、６年生や先生たちを納得させる意見文を書く。

〈本時５／６（推敲の場面）〉

【個別最適化】
「手書き」か「PCに打
ち込む」かを選択でき
るようにする。

クラウド上に毎時間の
児童のふり返りを蓄積
できるようにする。

〈意見文の作成方法の割合〉

手書き
9.7%

PC
90.3%
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〇文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係などについて叙述を基
に捉え、要旨を把握することができる。 〈思考力、判断力、表現力等〉C⑴ア

〇文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができる。
〈思考力、判断力、表現力等〉C⑴エ

中学校 第１学年

「１年１組野鳥学会で研究結果を発

表しよう」

学 年
文章の大まかな構成や内容については多くの生徒が理解することがで

きる。一方で、本文に書かれた情報が事実か筆者の考えなのかを注意し
ながら読むこと、必要な情報を抜き出して活用することが課題である。そこで、Ｉ
ＣＴを活用して、事実と意見を区別しながら必要な情報を取り出して文章の内容を
再構成し、事実と意見を区別すること、文章の構成や展開について、根拠を明確に
して考える力を身に付けさせる。

ミライシード「オクリンク」
ミライシード「ムーブノート」
Googleドキュメント

研
究
内
容

○原稿やスライドの作成を「紙」
か「端末」かを生徒自身に選択
させることにより、意欲を高め、
各自に合った学習方法で取り組
ませることができた。

○選択したツールで原稿を作成す
ることを通し、文末表現に注意
する等、書かれた内容が事実か
考えかを区別しながら内容を再
構成する姿が見られた。

○発表後に、ＩＣＴを活用した評
価を行うことで、発表者は即時
に発表内容等について振り返る
ことができた。

●発表に対する評価を見ると、ス
ライドの出来映えに対するもの
が多かった。評価の観点を発表
前に念押しするなど、指導を重
ねることが必要であると感じる。

「ＩＣＴを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」 加須市立大利根中学校 教諭 落合 陽介〔国語〕研究テーマ

単 元

現状と課題

育成を目指す資質・能力使用アプリ等

成 果

課 題

＜本単元における言語活動＞
文章に書かれた内容を発表原稿や補助スライドに再構成し、発表する。

＜第１時＞
本文を通読し、文章の構成

を理解する。
＜第２時＞
本文を５つのまとまりに分

け、グループ内で分担をし、
担当するまとまりの発表原稿
と補助スライドを作成する。

＜第３時＞
同じ部分を担当する生徒同

士でグループになり、発表し
合う。
＜第４時＞
発表練習をし、気付いた部

分をグループ内で伝え合い、
必要に応じて、修正をする。

補助スライド・発表原稿を紙

で作成するか、タブレットで作
成するかを生徒に選択させる。

選択した割合 青：紙 赤：タブレット

補助スライド使用ツール 発表原稿使用ツール

【学習後の生徒アンケートより】
〇補助スライドのツール選択理由
＜紙＞
・タブレットよりもレイアウトを自
由に考えられるから。

＜タブレット＞
・写真やレイアウトの変更がしやす
いから。

〇発表原稿のツール選択理由
＜紙＞
・タブレットにはできないメモや、
不意に言われたことも書き込め
るから。

＜タブレット＞
・誤字脱字の修正が早くできるから。

＜第５時＞
「１年１組野鳥学会」を開き、

補助スライドを用いて発表をする。

発表に対する聞き手のコメントは、
発表終了後にミライシード「ムーブ
ノート」に入力・送信させ、発表者
がすぐに振り返ることができるよう
にする。

←発表の様子
モニターに補助
スライドを映し、
タブレット画面
で原稿を確認し
ながら発表した。

←補助スライド
（手書き）
手書きのスライ
ドは完成後に教
師がスキャンを
し、オクリンク
に取り込んだ。
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 小中学校 社会

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を往還する社会科の授業デザインを構想する研究テーマ

研究の成果
研究の概要

〇 外部機関との計画的・継続的な関わり
〇 「個」/「協働」の繰り返し→学びの自己調整へ。

児童の関心が高まり意欲が向上する

〇 既習知識の活用・応用
〇 他者評価→不足している視点の見直しへ。

生徒が社会参画の意識を醸成できる

〇 自身の考えの表出・他者の考えの可視化・共有
〇 他者の考えの共有→自らの学習の支援・担保へ。

生徒が自身の意見や考えを深められる

〇 学習の見通しや追究方法の共有
→「主体的な学び」を進めるための安心感や自信へ。
〇 的確な課題把握

児童の学びの主体性が向上する

▲社会的事象を自分事に引き寄せる質の高い問いや資料等を精選すること。
→個別学習の機会を意図的・計画的に創出。主体的に学習に取り組む態度の向上。
▲必要感や実社会とのつながりを意識できる「協働的な学び」の場を設定すること。
→効率的・効果的な共有・課題解決による「協働的な学び」の在り方の構築。

課
題

Ｒ３年度の研究を受けて

〇キーボード入力する際に児童生徒に技術の差がある。
〇調べ学習で児童生徒が自らの興味・関心や適性に応じた資料収集
や学習過程を組むことができなかった。

〇 ＩＣＴ活用を通してより豊かな学びにしていく視点をもつ必要がある。

〇必然性を意識したＩＣＴ活用の場面を設定したことで、児童生徒が自らの興味・関心
や適性に応じた資料収集や思考・判断・表現を行いやすくなった。

〇データ蓄積・共有機能を適切に活用したことで、児童生徒が学びを振り返りやすく、
仲間との協働を通して、自らの学習を調整し、主体的に取り組むようになった。

成
果

単
元
全
体
に
か
か
わ
る
も
の

社会参画を意識した授業デザイン

〇 オンデマンドを生かしたパフォーマンス課題の設定
〇 主体的に社会に関わろうとする態度の育成

研究２

ＩＣＴ機能を効果的に活用した授業デザイン

〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の円滑な往還
〇 思考力・判断力・表現力の育成

研究３

社会的な見方・考え方を働かせた授業デザイン

〇 ＩＣＴでの協働を通して主体的に取り組む児童を育成
〇 資料提示と問いの工夫

研究４

研究１,研究２,研究３－⑴

研究３－⑵,  研究４

大単元を見通した探究的な授業デザイン

〇 事前録画やリアルタイム配信での外部機関との関わり
〇 課題の把握/追究/解決を通した情報活用能力の育成

研究１
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・コロナ禍における「学校の壁を超えた学習」の減少
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の推進

「 ＩＣＴを効果的に活用した個別最適な学びと協働的な学びの往還の推進」 （研究１）
三芳町立唐沢小学校 主幹教諭 長谷川 慎〔社会〕

小中学校 第５学年

社会「わたしたちの生活と工業生産」

学 年

科目/単元

現状と課題

「社会的事象の見方・考え方」を自ら働かせ、
課題の把握・追究・解決に取り組むことができ
る情報活用能力の育成。

育成を目指す資質・能力◆Google Classroom
◆Google Meet
◆Google Jamboard
◆Google フォーム
◆ミライシード（オクリンク）

使用アプリ等

輸出チーム・輸入チームに分かれて調べ、伝え合う。
使う資料は予めオクリンクのカードBOXに「輸入」
「輸出」に分けておく。児童が必要な資料を選び、
スライドにまとめていく。

１くらしを支える工業生産

Google Jamboardに
て、日本の白地図を
児童一人一人に配布。
工業地帯・工業地域
についてそれぞれ調
べてきた事を共有し
理解を深める。

２自動車をつくる工業

教科書の内容を教師がデジタル
教科書で説明。児童は、自分の
関心のある事柄（働く人の工夫
や努力、詳しい工程等）につい
てさらに調べ、発表し共有して
いく。

３工業生産を支える輸送と貿易

４これからの工業生産とわたしたち

地元の工場とオンラ
イン授業を実施後、
実際に工場見学をし、
防犯カメラのビス留
め体験・出荷作業を
行った。

自分がビス留
めをした防犯
カメラの出荷
先を知り、そ
の地域の工業
生産について
調べる

研究テーマ

◯個別学習と協働学習を細かく繰り返すことで、自分に
あった調べ方やまとめ方を調整する児童が増えた。

◯オンライン授業後に工場見学（体験学習）を設定した
ことで、児童の工業生産への関心を高められた。

単元のはじめに
調べる視点を説明

本研究の詳細

▲深い学びの実現に向け、さらに効率的・効果的な協働
学習の在り方を探っていく必要がある。

課題

成果
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中学校 第３学年

社会「私たちの暮らしと経済」

学 年

【現状】既習知識を基に「ビジネスプラン」の考察・表現をしようとしている。
【課題】既習知識について、活用できたもの／不足しているものの判断が個人では困難。

◆Google Classroom
◆ Google フォーム / Google スプレッドシート
◆ Google ドキュメント
◆テキストマイニング

研
究
内
容

○感想を入力することで、
自分が獲得した視点の認
識を深めることができた。

○他者評価を通して、不足
している視点を確認する
ことができた。

「 『個別最適な学び』をより豊かにするための、『協働的な学び』に関するＩＣＴの効果的な活用」 （研究２）
久喜市立久喜中学校 教諭 駒田 哲朗〔社会〕

科目/単元

現状と課題

「ビジネスプラン」について、ICTのもつ「発表→感想の即時共有」という特性
を生かして改善を行い、公民的分野の見方・考え方を働かせながら考察・構想し、
主体的に社会に関わろうとする態度を育成する。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成果

▲感想入力の際に観点を
選択式にしたり、簡明
な記述を求めたり、工
夫の余地があった。

課題

まとめ第２次 経済における福祉の追求第１次 市場経済とは導入

感想入力

入力内容を
テキスト
マイニング
にかける

研究テーマ

【単元を見通した学習過程（流れ）】

ビデオメッセージから直接の「依頼」

【パフォーマンス課題(P課題)】
「久喜市ビジネスグランプリ」に応募する「ビジ
ネスプラン」を、中学生ならではの視点で作っ
てほしいと久喜市長から、依頼が！

パフォーマンス課題の提示とともに
「プランの様式」を配布 (協)

①ドキュメントによる共同作業
②毎授業で学習した知識を活用し、追記
③他班のプランを参照し、高め合う

〇何を商品・サービスにするか
【生徒の考え】
主にスーパーの機能を有しながらも道の駅的なコーナーを設けて地産地消も
行っていこうと思っています。下の図のように久喜市では久喜市産の野菜に
野菜結束テープをつけているので結束テープのついた野菜だけを取り扱って
いるエリアを設けます。スーパーの機能も有しているので食材やお弁当の朝
ごはんになるパンなどもおいていきたいと考えています。

(久喜市ＨＰより)

発表

【商品】

指摘事項をグループで検討・改善 (協) グループで共通する改善点を可視化 (協) ※ Googleフォームに感想入力し、Googleスプレッドシートを共有する
[メリット] ①生徒への指示が簡明になる。／ ②感想の即時共有（協）が出来る。

③「他の生徒の記述を消してしまう」などのトラブルが起きにくい。
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中学校 第２学年

社会「近世の日本 江戸幕府の成立と対外政策」

学 年 ＩＣＴや思考ツールを利用して、用意された資料から情報を収集したり、活

用したりすることはできるが、インターネット上で必要な情報を得ることは難しい。社会
的事象についての問いに自身の言葉で答えられる生徒もいれば、難しい生徒もいる。

◆ Google Classroom
◆ Google Jamboard
◆ Google フォーム
◆ Google ドキュメント

研
究
内
容

「ＩＣＴを活用して協働的な学びを生かして、学びを個別最適化させるために必要な工夫 」 （研究３－⑴）
北本市立宮内中学校 教諭 多田 悟〔社会〕

研究テーマ

科目/単元

現状と課題

ＩＣＴの活用で探究結果を共有・可視化し、課題に対する答えを思
考・判断し、自分の言葉で表現する力を育成する。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

単元を貫く問いに対して個と全体(協働)を往還し学習をまとめるICTの効果的な活用

単元：近世の日本 江戸幕府の成立と対外政策

単元を貫く問い：江戸幕府はなぜ約２６０年間も続いたのだろうか

展
開
例

毎時間、本時の課題に対する予想立て個 別①

１授業の終了ごとに【単元を貫く問い】に対する考えを作成
※ Googleフォームの回答を閲覧しながら解答させる
→自己評価シート(Google ドキュメント)に入力
※ Googleスプレッドシートにエクスポートし、ワードクラウド
で表示することも可能

協 働
(個・
全)

③

各個人が作成した【単元を貫く問い】に対する答え
を集約・全体共有し、複数人を指名し、確認する
(一般化する)

個 別
(深化・
一般化)

④

毎時間、授業のまとめをGoogleフォームで送信する②

課
題

個 別
各授業のまとめを提出させる

各自で閲覧できる設定にする

閲覧しながら問い
の解答を作成する

事後の
活用

☆

成
果

一 衣類は,模様のないものを着ること。
一 雑穀を食べ,米はむやみに食べないようにせよ。
一 田畑をよく手入れし,草も念を入れて取るようにせよ。

不届きな百姓は,取り調べて処罰する。
一 独身の百姓が病気になったら,五人組や村全体で助け

合って田畑を耕作し,年貢を納めるようにせよ。(部分要約)

〇Googleフォームを活用することで、前時までの学習内容の共有をスムーズに行うことができた。
〇他の生徒の考えも閲覧できるため、低位層の生徒も自分が納得のできる考えを選ぶことができる。
〇捉え違いがあっても、実際に話合い（深化・一般化）を行うことで、【単元を貫く問い】の答え

に個々でたどり着くことができた。

【教師】
・評定に用いる評価の材料として活用可能である
・授業中の指導が適切か、指導に生かす評価とし

て、授業後すぐに確認することができる

【生徒】
・授業後、自分のタイミングで授業内容の確認が

可能である
・様々な視点の答えを見て、自身の考えを深める

ことができる

▲【単元を貫く問い】の答えが、単に授業のまとめ
を繋げるだけにならないように、端的にまとめたり、
追加の問いを投げかけたりする必要がある。

▲情報量が多いため、情報を適切にまとめるための
時間を十分に確保する必要がある。
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中学校 第２学年

社会「日本の諸地域～中国・四国地方～」

学 年 ＩＣＴや思考ツールを利用して、用意された資料から情報を収集したり、活

用したりすることはできるが、インターネット上で必要な情報を得ることは難しい。社会
的事象についての問いに自身の言葉で答えられる生徒もいれば、難しい生徒もいる。

◆ Google Classroom
◆ Google Jamboard

研
究
内
容

〇ICTを活用したことにより、協働的な学びと、個別の学びを往還するこ
とで、生徒の学習活動の切り替えがスムーズに行えるようになった。
〇協働的な学びと個別の学びを往還することで、低位層の生徒でも自分
の言葉で表現することができた。

「ＩＣＴを活用して協働的な学びを生かして、学びを個別最適化させるために必要な工夫 」 （研究３－⑵）
北本市立宮内中学校 教諭 多田 悟〔社会〕

研究テーマ

科目/単元

現状と課題

ＩＣＴの活用で探究結果を共有・可視化し、課題に対する答えを思
考・判断し、自分の言葉で表現する力を育成する。

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成
果

１単位時間の授業の中で、個別学習（個別）と全体（協働）を往還し探究を行うICTの効果的な活用

単元：日本の諸地域 ～中国・四国地方～ 「交通網の整備による影響」（③／４時間）

本時の課題：本州四国連絡橋が整備されたことで、どのような影響が表れるだろうか。

展
開
例

本時の課題に対する予想立て

個 別 Google Jamboard を活用して、自分の考えをYチャートに可視化する
※Google Jamboardは事前に各生徒へコピーを配布する

S
T
E
P
1

小グループで話し合い、１つずつ意見を全体用YチャートにUPして全体で共有する
Point：班で意見が多かったものを全体に載せるように指示し、色分けは個別と同じにする

※Google Jamboardは全体共有用を事前準備し、協働的な学びの際に【編集者】とする

協 働
(全体)

S
T
E
P
3

全体共有用Google Jamboardを見ながら、個別のＰＣで本時の問に対する答えを作成する
※【編集者】としていた全体共有用のGoogle Jamboardを【閲覧者】に指定にする

Point：全体を見たときに色の違いが偏っていることを解答作成時のヒントにする

個 別

S
T
E
P
4

各個人のＹチャートを小グループで共有し、複数の意見をYチャートに可視化する
協 働

(小)

S
T
E
P
2

▲最後に多面的・多角的な視点をもたせるためには、最初の個別の作業の際に、
良い視点をもつ生徒の意見を予め教師が把握しておき、貴重な意見を全体に反
映させるよう助言する必要がある。

▲思考を深めるには、働かせるべき見方・考え方を提示しながら、少数意見にも
目を向けて議論させる必要がある。

課
題

黄色：【視点や立場】(多面的・多角的)
桃色：【良い影響】水色：【悪い影響】

全
体
の
意
見
を

共
有
・可
視
化

一
人
一
人
活
用
し
て
思
考
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小学校 第６学年 社会

「明治の国づくりを進めた人々」

学 年

・社会的事象の見方・考え方を働かせられるような発問を教師がしていない。
・主体的に授業に参加できない児童がいる。

◆ミライシード
（オクリンク・ムーブノート）

【１単位時間の授業において】

研
究
内
容

〇教師が社会的事象の見方・
考え方を働かせられるよう
な問いを意識しながら資料
提示することで、課題を把
握できる児童が増えた。

〇社会的事象を調べる際ＩＣＴ
を活用し、個々の予想や調
べ方を見合える環境をつく
ることで、主体的に取り組
む児童が多くなった。

▲ＩＣＴの活用により、それ
ぞれの児童の思考が可視化
される反面、タブレットに
打ち込む時間がかかるので、
まとめの時間が短くなって
しまった。活用する場面を
精選する必要がある。

「社会的事象の見方・考え方を働かせるためのＩＣＴを活用した資料提示と問いの工夫」 （研究４）
川口市立鳩ヶ谷小学校 教諭 堀 祥子〔社会〕

科目/単元

現状と課題

児童が社会的事象の見方・考え方を働かせ、我が国の歴史や伝統と文化を通して、社会
生活を理解するとともに、様々な資料や調査活動通して情報を適切に調べ、まとめる技
能を身に付けるようにする。

育成を目指す資質・能力使用アプリ等

成果

課題

つ
か
む

年代が進むにつれて赤くな
っている。東南アジアは外
国に支配されていった。

経済力もつけて、豊かな国
づくりをしていくべきだよ。

外国に負けない軍事
力のある国づくりが
必要だと思う。

船の大きさも違いす
ぎる。日本との国力
差がありすぎだよ。

調
べ
る

ま
と
め
る

児童がオクリンク上
で予想を見合うこと
で、個人で調べる、
または共通の仲間と
調べるなどの選択肢
が増えた。
意見の相違もわかる
ので、ピンポイント
で聞きに行くことが
でき、意図的な対話
が増えた。

米で納める年貢にかえ、土地の価
格(地価)に応じた税(地租)を現金で
納めさせた。

【児童のムーブノートより】

地租改正

明治政府は廃藩置県などの新しい国の
骨組みを作ってから、学生や徴兵令、
地租改正や官営工場の設立などをして、
欧米に負けない軍事力や経済力が高い
国づくりを目指した。

研究テーマ

このPowerPointの資料から、
年代が進むにつれて、東南
アジアの様子はどのように
なりましたか？

２つの船の大きさを比べると
この後、どのようなことが起
きると予想できますか？

当時の日本にとって、どの
ような国づくりが必要です
か？その予想を基に調べ、
資料とともにムーブノート
で提出しましょう。

学習したことを基にすると、
どのようなまとめになりま
すか？
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１人１台端末は、拡大提示や比較検討場面での一斉学習、一人一人の習熟度に応じた個別学習、対話場面での協働学習等
において有効である。（※一年次ＩＣＴ活用レシピ集）その中で、タブレットのよさ（タブレットが可能にした指導法）
を活用する場面を追求することで、よりよく児童生徒に資質・能力を身に付けさせることができるであろうと考え、本研
究テーマを設定した。

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 小・中学校 算数・数学

１人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する研究テーマ

〇タブレットが可能にした
指導法の発見
「B図形」
・図を重ねるなどの具体物の
代わりにすることや、点を
動かすなどの変化を視覚的
に把握することできる。
「C関数」
・紙面上では座標を取りにく
い値でも瞬時にとれ、時短
にもなる。反比例などの曲
線にも活用の幅が広がる。
「Dデータの活用」
・資料の整理やヒストグラム、
箱ひげ図などの作成に効果
がある。

○「A数と計算」
領域における、効果的な活

用場面の追求。
【今後研究したい活用場面】
・小学校：計算のきまり 等
・中学校：方程式、

正負の数等

研究テーマ
設定の理由

研究の成果

今後の課題

研修の概要

「小５ 図形の角」MetaMoji ClassRoom

「中１ 比例のグラフ」GeoGebra

「小６ 拡大図と縮図」PowerPoint

「中１ 作図の利用」ミライシード

活用場面
四角形の内角の和
を思考する場面

期待される効果
三角形の内角の和
を基にして考える
ことへの気付き

線を引く、点を動かすタブレットのよさ１ 図形を重ねたり、拡大したりする

座標を入力し、点を表示する 多様な考えにふれる

タブレットのよさ２

タブレットのよさ３ タブレットのよさ４

活用場面
図形を重ねて、拡
大図、縮図のかき
方を思考する場面

期待される効果
頂点を一致させて
かくことへの気付
き

活用場面
最短の道のりを見
通す場面

期待される効果
他者の多様な考
えに触れ思考を
広げる

活用場面
𝑥が小数値の座標
をグラフに表示す
る活動場面

期待される効果
点の連続が直線で
あることへの気付
き
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小学校 第５学年

算数「図形の角」 ※資料１

学 年

考えを深める段階になると一部の児童の話合いになってしまうこともあり、一人一人の考
えが生かされたという実感をもつまでに至らないことがある。

MetaMoJi ClassRoom
デジタルコンテンツ「Ｄマーク」
（東京書籍）

【研究内容について】

ある一つの四角形の内角の大きさの和が３６０°と求めら
れたことで一般化せず、そこでの考え方を基に、他の四角形
でも適用できるか考えるようにした。

①まず一つの四角形を例に挙げ、既習の三角形の三つの角の
大きさの和を活用させることで、３６０°であることを導
き出していく。

②次に、四角形の対角線を用いて、三角形二つに分ける方法
が最も簡単な方法であることをおさえる。

③そして、その方法がどんな形の四角形でも用いることがで
きるのかを考えるよう促した。

実際には、MetaMoJi ClassRoomで配付したドット図を使
い、児童に任意の四角形をつくるよう促しながら、確かめる
活動を行った。この活動を通して、対角線によって、いつで
も二つの三角形に分けられること、また、四つの頂点の中で
隣り合わない頂点は一つだけであることから、必ず二つの三
角形に分けられることに気付くようにした。

研
究
内
容
（手
立
て
）

〇四角形をつくる様子が全員で
共有できるため、友達のつくっ
た四角形を確認しながら自分が
つくった四角形を修正しつつ多
様な形の四角形をつくることが
できた。
〇様々な形の四角形を比較する
活動を通して、条件や数値を変
えても見つけた性質が成り立つ
ことを理解させることができた。

〇MetaMoJi ClassRoomを用い
た図形等の操作は、複数回の練
習が必要と思われる。単発的に
MetaMoJi ClassRoomを使うの
ではなく、児童が操作に慣れる
まで、日常的に授業の中で操作
させていく必要がある。

「１人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する 」 秩父市立花の木小学校 教諭 平澤 貴志〔算数・数学〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

自分や友達がつくった様々な形の四角形を比較する活動を通して、次のような多様な見
方・考え方ができるようにする。①頂点を二つ選んで対角線として結ぶと二つの三角形に
必ず分けられている。②条件を変えたり、数値を変えたりしても見つけた性質が成り立つ。

期待される効果

使用アプリ等

成 果

課 題

手立て
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小学校 第６学年

算数「拡大図・縮図」 ※資料２

学 年
・図形を固定されたものと見てしまい、動的に見ることが難しい。
・問題場面から課題を発見し、主体的に問題解決できる児童が少ない。
・発展的な問題は教師が提示しがちで、児童の思考から生まれることが少ない。

〇PowerPoint
〇SKYMENU

【本時のめあて】
「一つの点を中心とした拡大図のかき方を考え、
説明することができる」

【タブレットの活用場面】
「問題発見の場面で１人１台タブレットを使用」

【手立て】
①条件不足の問題提示をすることで、「図形を重ねたい」という
児童の意欲を高める。

②図形をタブレット上で自由に重ねることで、「この２つの三角
形が拡大と縮図の関係だ。」と気づくかせる。

③一つの三角形をタブレット上で拡大させることで、三
角形が拡大していく過程を動的に見せる。

④児童全員の画面を一覧で見ることにより、「一つの頂
点を重ねている人が多い」と本時の課題に児童主体で
気づかせる。

⑤終末場面では、「一つの頂点から拡大図をかくことが
できる」というまとめを拡張、統合して、「中心とな
る点が図の内部にあっても拡大図をかくことができる
のでは…」と発展的に考察させる。

〇教科書で与えられた図形か
ら問題を解くのではなく、
児童の思考に沿って図形を
操作し、動的に見ることが
できた。

〇全員の図形の重ね方を見る
ことで、課題を児童主体と
なって見付け、問題解決活
動に入ることができた。

〇図形を動的に見る見方は一
朝一夕で身に付くものでは
ないため、様々な学年で図
形を操作する活動を継続し
ていく必要がある。

「１人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する 」 蓮田市立平野小学校 教諭 田口 賢一〔算数・数学〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

〇三角形の図形を自由に重ねたり拡大したりすることで、図形を動的に見られるよ
うになり、図形の感覚を豊かにすることができる。

期待される効果

使用アプリ等

成 果

課 題

手立て

研
究
内
容
（手
立
て
）
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中学校 第１学年

数学「 変化と対応 」※資料３

学 年

〇見通しをもつことや、自分の考えをもつことが苦手な生徒が多い。
〇タブレット端末を有効活用した活動を取り入れることができていない。

「ミライシード（オクリンク）」
「GeoGebra」

【比例】
課題：比例の関係のグラフを考える
＜活用場面：比例のグラフをかく＞
①比例の式から通る座標を求める。
②①の座標を「GeoGebra」のグラフに入力する。
③できるだけ多くの座標を入力し、比例のグラフがどのような形になっていくか予想させる。
※整数の組の座標だけでなく、小数の値など細かい座標を入力させていく。

④多くの点をプロットしていくことで、点の集まりが直線となり、比例のグラフが直線になる
ことを視覚的に理解することができる。

【反比例】
課題：反比例の関係のグラフを考える
＜活用場面：反比例のグラフをかく＞
①比例の①～③まで同じ活動を行う。
②多くの点をプロットしていくことで、点の集まりが曲線となり、反比例のグラフが曲線にな
ることを視覚的に理解することができる。

③グラフを拡大していくことにより、双曲線が𝑥軸や𝑦軸に近づいていくが、決して交わること
がないことを視覚的に理解することができる。

〇１人１台端末の使用により、
生徒一人一人の活動時間を
多く確保することができた。

〇紙面上ではとることのでき
ない座標を簡単にとること
ができ、視覚的に理解する
ことができた。また、生徒
が主体的に取り組むことが
できた。

〇プロットした座標が記録と
して残らないため、スク
リーンショットなどで対応
しなくてはならない。

〇GeoGebra自体の作業が難し
く、慣れるまでに時間を要
する。

「１人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する 」 加須市立昭和中学校 教諭 中川 雄介〔算数・数学〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

〇自ら作業することで、より一層見通しをもつことができ、確認することができる。
〇作業時間が短縮され、視覚的にも捉えやすくなる。

期待される効果

使用アプリ等

成 果

課 題

研
究
内
容
（
手
立
て
）

手立て
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中学校 第１学年 / 第２学年

数学/「平面・空間図形」 ※資料４
「データの活用」

学 年
〇見通しをもつ活動の中で、他者の多くの考えを共有するために時間を要する。
〇考えを伝え合う活動の中で、言葉で表現することが難しいと感じる生徒が多い。
〇Google Workspaceを利用して学習内容をまとめる機会が少ない。

「ミライシード（オクリンク）」
「GeoGebra」「Googleスプレッドシート」
「Googleドキュメント」「YouTube」

【図形】
見通しをもつ活動の中で、ミライシード内のオクリンクを使用し、

他者の考えを参考にしながら、より良い自分自身の考えにしようと
した。（実践１ 平面図形）

また、動的な数学ソフトウェアである「GeoGebra」を利用して、
動作のある問題でも、タブレットを使って説明できるようにする機
会を設けた。言葉で表現する活動の一助となるために生徒が利用で
きるように、共通の資料を作成し共有したことで、伝え合う活動が
活発化した。(実践２ 空間図形）

【データの活用】
学習内容を身近な事象に即して調べ、まとめる学

習に取り組んだ。膨大なデータをまとめるために
「Googleスプレッドシート」や「Googleドキュメン
ト」などを使用したが、生徒はまだ不慣れだったた
め、時間がかかった。しかし、レポートの作成を通
して数学のよさ・実用性を感じる生徒が増えた。
十人十色のテーマを選択できたので、学習の幅が広がった。（実践３ 箱ひげ図）

〇他者の考えの真似をするだけの
生徒が多かったが、続けていく
うちに工夫を重ねる生徒が増え
た。

〇自らの手を動かして、説明がで
きるため、主体的に取り組む生
徒が増えた。

〇数学が身近な事象でも利用され
ていると考える生徒が増えた。

〇準備や片付けをする時間を必要
とする。演習量の確保を、家庭
学習に任せてしまう。

〇タブレットを家庭に持ち帰れな
いため、自宅でのノートに記録
する時間を設けなければならな
い。

「１人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する 」 本庄市立児玉中学校 教諭 井上 凌亮〔算数・数学〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

〇見通し、練り上げの場面で、他者の多様な考えにふれ、より良い学びにつながる。
〇主体的に授業に参加する生徒が増え、タブレットを使ったＡＬ学習を向上できる。
〇身近な事象を題材として、既存内容を活用したレポートの作成ができる。

期待される効果

使用アプリ等

成 果

課 題
【作成項目】
①設定した理由
②見通し
③箱ひげ図
④図から分かること

⑤振り返り
⑥感想

手立て

研
究
内
容
（手
立
て
）

〈実践１〉

〈実践２〉

〈実践３〉
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（算数・数学部会 資料１） 

 
 

１ 単元名  図形の角「図形の角を調べよう」（小学校 第５学年・算数） 
２ 単元について（略） ３単元の目標（略） ４ 指導及び評価計画（略） 
５ 本時の学習指導 
  （１） 本時の目標     
   〇三角形の内角の和を基にして、四角形の内角の和を考え、説明することができる。 
                          〈思考力、判断力、表現力等〉 
  （２）本時の展開 

 
学習活動 

教師の発問（◎） 
予想される生徒の反応

（・） 

評価規準（◇） 
支援（→） 

指導上の留意点（○） 
１ ドット図を使い、
四角形をつくる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
２ 本時の課題をつか 
 む。 
 
 
 
 
３ 自力解決を行う。 
 
 
 
 
 

◎自分の好きな四つの点
を選んで、それぞれを
直線で結び四角形をつ
くりましょう。 

・どんな形の四角形がで
きるかな。 

・長方形や正方形もでき
そうだね。 

 
◎つくった四角形の四つ
の角の大きさの和は何
度になりそうですか。 

・どの四角形の角の和も
同じかな。 

・分度器で測らなくても
調べられるかな。 

・正方形や長方形は四つ
の角がすべて直角だ
ね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇メタモジを使ってドット図を児童
に配り、任意の四つの点を選び、
それぞれを直線で結ぶことによっ
て四角形をつくることを伝える。 

〇三角形の三つの角の大きさの和が
１８０°であることを明らかにす
る際、分度器で測ると誤差が生ま
れたことから、分度器で測らずに
求められるかを問う。 

〇児童がかいた四角形から下図のよ
うな四角形を取り上げ、まずクラ
ス全体で考えるようにする。必要
に応じて、正方形や長方形の場合
を考えることで、「３６０°にな
りそうだ」という見通しをもつよ
うにする。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
〇デジタルコンテンツを用いて、図
形に線や点をかきこませながら数
学的活動を支援する。 

〇三つ、または四つの三角形を分割
して求め方を考えた児童には、よ
り少ない三角形に分ける方法を考

〇研究テーマ   １人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する  

（1）主な活用場面（活用するＩＣＴ等）  
   練り上げ場面（MetaMoji ClassRoom） 
（2）期待される効果 
  自分や友達がつくった様々な形の四角形を比較する活動を通して、次のような多様

な見方・考え方ができるようにする。 
① 四角形には四つの頂点があり、（隣り合わない）頂点を二つ選んで対角線として

結ぶと二つの三角形に必ず分けられている。 
  ② 一つの四角形だけでなく、他のいくつかの四角形でも四つの角の大きさの和が 
    ３６０°になったことを考えたことで、条件を変えたり、数値を変えたりして  
    も見付けた性質が成り立つ。 
（3）授業づくりのポイント 
  多様な形の四角形で比較できるように、任意の四つの点を選ばせてからそれぞれを

直線で結ばせるようにする。必要に応じて、友達がつくった四角形を参考にしなが
ら四角形をつくらせるようにする。 

 

四角形の（四つの）角の大きさの和は何度だろうか。 
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４ 右図のような四
角形の角の大きさ
の和の求め方を考
える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  180×２＝360 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  180×３＝540 
  540－180＝360 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  180×４＝720 
  720－360＝360 
 
 
 
 
 

えるよう促す。 
〇式を使って考えている児童には、
その式がどのような意味なのか図
の四角形の中に書ききれるよう指
示する。 

〇四角形を四つの三角形に分割して
求める考えでは、１８０×４－３
６０＝３６０の式の数値が何を示
しているのか、図と関連付けなが
ら説明できるようにする。 

〇式だけで発表している児童には、
なぜその式で求められるのかを問
い、三角形の分け方をどうしてそ
のように分けたのかについて明ら
かにできるようにする。 

〇二つの三角形に分けて求める方法
では、三角形の三つの角に印をつ
けることで、６カ所（三角形の角
×二つ分）合わせると３６０°に
なっていることを理解できるよう
にする。 

〇四角形を二つに分ける場合には、
対角線で分けていること、分け方
は二通りあること、またどちらの
方法で分けたとしても３６０°に
なることをおさえる。 

〇分度器を用いなくても確かめられ
る点から、演繹的に考えるよさを
明らかにする。 

〇それぞれの方法のよさを明らかに
した後、二つの三角形に分ける方
法は、角度を測らなくても求める
ことができ、式表示も最も簡潔で
あることをおさえる。 

◇三角形の内角の和を基にして、四
角形の内角の和の求め方を演繹的
に考え、根拠をもとに説明してい
る。【思・判・表】 

→自力解決が進まない児童には、プ
リントや図形構成セットなど他の
方法を用いて考えさせる。 

→早い児童には、よりよい方法を考
えさせ、その理由とともに自分の
考えを説明できるようにさせる。 

〇前時に三角形の三つの角の大きさ
の和について帰納的に考えている
ことを想起し、本時も他の四角形
についても調べる必要があること
に気付くようにする。 

〇なぜ、いつでも二つに分けられる
のかを考えるようにするため、四
角形をいくつか取り上げて考え
る。 

〇いろいろな四角形を比較する活動
を通して、四角形には四つの頂点
があり（隣り合わない）頂点を二
つ選んで対角線として結ぶと二つ
の三角形に必ず分けられているこ
とをおさえる。 
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５ どんな四角形で
もいつでも３６０°
になるのか調べ、
確かめ合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の学習を振
り返りまとめる。 

 
 
 
 

◎どんな形の四角形で
も、いつでも３６０°
になりますか。（いつで
も二つの三角形に分け
られますか。） 

・自分がつくった四角形
も３６０°かな。 

・二つの三角形に分けら
れるかな。 

・二つの三角形になる
ね。 

◎どのような方法で調べ
たらよいでしょうか。 

・対角線を結んでみよ
う。 

◎今日の学習でわかった
ことをまとめましょ
う。 

・四角形の四つの角の大
きさの和は、四角形を
三角形に分けて考えれ
ば求めることができ
る。 

・四角形の四つの角の大
きさの和は、３６０°
になる。 

〇一つの四角形だけでなく、他のい
くつかの四角形でも四つの角の大
きさの和が３６０°になったこと
を考えたことで、条件を変えた
り、数値を変えたりしても見つけ
た性質が成り立つことをおさえ
る。 

 

６ その他 
（１）板書 
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（算数・数学部会 資料２） 

 

 

１ 単元名  拡大図と縮図（小学校 第６学年・算数） 

２ 単元について（略） ３単元の目標（略） ４ 指導及び評価計画（略） 

５ 本時の学習指導 

  （１） 本時の目標     

   〇１つの点を中心とした拡大図のかき方を考え、説明することができる。 
                          〈思考力、判断力、表現力等〉 

  （２）本時の展開 

 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される生徒の反応（・） 

評価規準（◇） 

支援（→） 

指導上の留意点（○） 
１ 既習事項を確認する。 

２ 問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題をつかむ。（主問

題について考える） 

 

 

 

 

◎昨日までの学習を振り返りましょう。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ１ アとウだと思う。 

Ｃ２ イは少し形が違う。 

◎なんでアとウだと思うのですか。 

Ｃ１ 形が同じに見える。 

Ｃ２ アを大きくするとウに重なりそう。 

◎タブレットで図形を動かして調べてみ

ましょう。 

Ｃ１ アとウの対応する辺の長さは２倍

で、角の大きさは等しかった。 

Ｃ２ アを大きくしたらウとぴったり重

なった。 

 

◎図形を重ねているのは、なぜですか。 

Ｃ１ 頂点で重ねると見やすいから。 

Ｃ２ 角の大きさが同じことがすぐ分か

るから。 

Ｃ３ １つの頂点を合わせている人が多い。 

Ｃ４ そのままグイーンって拡大できる。 

Ｃ５ 昨日と違う方法だけど、この方法で

も、２倍の拡大図がかけるかも。 

Ｃ６ 定規やコンパスを使えばかける。 

○前時で２倍の拡大図を作

図していることを振り返

る。 

○問題を児童主体となって

発見させるために、問題文

を途中で切りながら三角

形を黒板にはって児童に

見せる。 

○すぐにアとウと決めつけ

ず、「なんで？」と発問を

繰り返して辺や角など図

形を構成する要素に着目

させる。 

○図形を動的に見させるた

めに、タブレット（SKYMENU

の発表ノート）で作成して

おいた三角形ア、イ、ウを

児童に配布して自由に活

動させる。 

○多くの重ね方が存在する

ため、ホワイトボードに全

員の画面を映して、いつで

も友達の考えが見られる

ようにする。 

○「１つの頂点から拡大図が

かけるかも…」と統合的観

点による発展的考察を意

識させる。 

〇研究テーマ   １人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する  

（1） 主な活用場面（活用するＩＣＴ等） 

    問題発見場面（PowerPoint） 

（2） 期待される効果 

    三角形の図形を自由に重ねたり拡大したりすることで、図形を動的に見られる

ようになり、図形の感覚を豊かにすることができる。 

（3） 授業づくりのポイント 

    PowerPoint で縦横比のずれない図形を作成し、SKYMENU に貼り付けて児童

に配布することで、児童の思考に沿った課題発見をしていく。 

３つの三角形ア、イ、ウがあります。この中で、拡大図と縮図

の関係になっているのは、どれとどれでしょう。 

   ア     イ      ウ 
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４ 自力解決をする。 

 

 

 

  

 

   １つ目 

 

 

 

 

 

    ２つ目 

 

 

 

 

 

 

    ３つ目 

 

 

 

 

 

 

５ それぞれの考え方を

発表する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎重なり方を選んで、そのように重なる２

倍の拡大図をノートにかいてみましょ

う。 

 ①    ②      ③ 

 

 

＜①の重ね方で対応する辺を２倍にする考え＞ 

・２倍の拡大図は、対応する辺の長さも２

倍だから、辺ＢＣの長さを２倍にした辺

ＨＩをひく。同じように辺ＨＧをひく。

最後に、頂点Ｇと頂点Ｉをつないで完

成。 

＜①の重ね方で延長線とコンパスを使う考え＞ 

・辺ＢＣの延長線をひき、辺ＢＣの長さを

２倍にした位置にコンパスで印をつけ

て頂点Ｉとする。同じように辺ＢＡの延

長線をひき、印をつけて頂点Ｇとする。

最後に、頂点Ｇと頂点Ｉをつないで完

成。 

＜①の重ね方で対応する頂点までの長さを２倍

にする考え＞ 

・対応する頂点までの長さを２倍にすれ

ばいいから、頂点Ｂから頂点Ｃまでの長

さを２倍にした位置に頂点Ｉをとる。同

じようにして頂点Ｇをとる。最後に、頂

点Ｇと頂点Ｉをつないで完成。 

◎三角形ＧＨＩは、本当に２倍の拡大図に 

なっていますか。 

Ｃ１ 対応する辺の長さが２倍になってい

たから、２倍の拡大図。 

Ｃ２ 対応する角の大きさは等しかった。 

Ｃ３ １つの点を中心にしたら、昨日のか

き方よりも簡単にかけた。 

Ｃ４ ②や③でも同じようにやればかけた。 

Ｃ５ 今日のかき方は、昨日やった３つの

方法のうちの１つと同じ考えだ。 

Ｃ６ 拡大する向きが違うだけで、同じ２

倍の拡大図がかけるのがすごい。 

Ｃ７ みんながかいた三角形ＧＨＩは、２倍

の拡大図だから、全て合同な図形だ。 

Ｃ８ 合同な図形はぴったり重なる図形だか

ら、１倍の拡大図ともいえる。 

○「ここの辺」という表現だ

と説明しにくいことに気

付かせ、ここからは三角形

ＡＢＣというように表現

する。 

○本時の課題が「１つの頂点

を中心とした」なので、左

の①から③の３つに限定

して自力解決に入る。 

○自力解決前に見通しを立

てすぎないように配慮す

る。 

○三角形ＡＢＣのみかかれ

たワークシートを配布す

る。 

○辺の長さではなく、「対応

する頂点までの長さ」で図

形を見た児童がいた場合

は、適用問題につながる見

方のため取り上げる。もし

いなかった場合は適用問

題の場面で教師から発問

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

◎１つの頂点を中心にした２倍の拡大図

は、どうすればできましたか。 

Ｃ１ １つの頂点から対応する辺を２倍

にすればかくことができる。 

Ｃ２ どの頂点からでも２倍の拡大図を

かくことができる。 

Ｃ３ １つの頂点が決まれば、かくことが

○課題に正対したまとめを、

児童の言葉で書くように

する。 

 
○前時で学習した３つの拡

大図のかき方と同じか違

うかを問うことで「２組の

課題 １つの頂点を中心にした、２倍の拡大図のかき方を考えて

説明しよう。    Ａ       Ｇ 

 

            Ｂ  Ｃ   Ｈ     Ｉ 

◇１つの点を中心とした拡大
図のかき方を考え、説明し
ている。【思・判・表】 

◎２倍の拡大図をかいて、
ノートに自分の言葉で説
明を書くことができ、他
の拡大図について考えを
広げることができる。 

→（◎にするために） 
 異なる頂点を中心にした
らどのような拡大図がか
けそうか発問する。 

○定規やコンパスを用いて
２倍の拡大図をかき、自
分の言葉で説明すること
ができる。 

→（○にするために） 
 ２倍の拡大図をかくだけ
で終わらずに「本当に２
倍の拡大図？なんで？」
と発問することで、拡大
図の性質に気付かせる。 
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７ 今日の課題を発展的

にとらえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 本時の学習の振り返

りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

できる。 

Ｃ４ 昨日より簡単にかくことができた。 

 

 

 

 

◎今日わかったことから、他に何ができそ

うですか。 

Ｃ１ ３倍の拡大図や２分の１の縮図が

かけそう。 

Ｃ２ 三角形だけでなく、四角形や他の図  

  形でも同じようにできそう。 

◎最初の図形で、次のように重ねていた人

がいたら、拡大図はかけそうですか。 

 

 

 

Ｃ１ 頂点が重なっていない。 

Ｃ２ 対応する頂点同士を直線でつなぐ

と、１か所で交わるからそこを中心と

する点にすれで、かけそう。 

◎今日の学習でできるようになったこと

や気付いたことを書きましょう。 

Ｃ１ ２倍の拡大図のかき方がたくさん 

  あって楽しい。 

Ｃ２ 頂点が重なっていなくても、中心と

する点から頂点までの長さを２倍に

すれば同じように拡大図がかけた。 

Ｃ３ 他の拡大図や縮図をかいてみたい。 

◎次の写真を見て、中心とする点は、どこ 

にありますか。 

 

 

 

辺の比とその間の角がそ

れぞれ等しい」の考え方が

拡張していることに気付

かせる。 

 

 

 
○「２倍が○倍でも…」「三 

 角形でなくても…」「１つ 

 の頂点の場所が変わって 

 も…」など、統合的観点を 

 もって発展的に考察させ  

 る。 

○今日学んだ「１つの頂点を

中心にする考え方」は生か

せそうか問うことで、中心

とする点が頂点以外でも

できることに気付かせる。 

○「中心とする点」を基の三

角形の「内部」「辺の上」

「外部」のどこに取るかま

で、全体で黒板を使って確

認する。 

○今日の学習で学んだこと

について、今までの学習と

統合させて考えたり、他の

どのような場面で使えそ

うか考えたりして、児童が

主体となって次の問題を

つくる。 

○本時の学習につながる写

真を見せ、日常生活にも拡

大図、縮図の考え方はたく

さんあることに気付かせ

る。 

６ その他 

（１）板書 

 

 

 

まとめ １つの頂点を中心にした２倍の拡大図のかき方は、対応

する辺の長さを２倍にすればかくことができる。 
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（算数・数学部会 資料３） 

 

１ 単元名  「変化と対応」（中学校 第１学年・数学） 

２ 単元について（略） ３単元の目標（略） ４ 指導及び評価計画（略） 

５ 本時の学習指導 

  （１） 本時の目標     

〇比例の関係を表、式、グラフなどに表すことができる。〈知識及び技能〉 

○比例として捉えられる二つの数量について、グラフを用いて調べ、それらの変化や 

 対応の特徴を見いだすことができる。〈思考力、判断力、表現力等〉    

  （２）本時の展開 

 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される生徒の反応（・） 

評価規準（◇） 

支援（⇒） 

指導上の留意点（○） 

1 学習課題を把握する。 

 

 

 

 

2 課題を把握する。 

 

◎２つの数量の変化の様子を見るため

にどんな方法がありますか。 

・表、式、グラフ 

 

 

 

 

 

 

◎グラフをかくときに必要なことは何 

 ですか。 

・表 

・座標 

〇自己評価表に記入させ 

 る。 

 

 

 

○４人でどのグラフをかく 

 かを決める。 

○グラフをかくときに必要 

 なことを確認する。 

・対応する値の表をつくる 

・座標平面上に点をとる。 

3 実際にグラフをかく。 

 

4 グラフが本当に直線に 

 なるのかを確かめる。 

 

 

 

◎どんなグラフになりそうですか。 

・直線 

◎これらの点を結ぶと本当に直線にな 

 りますか。 

・必ずなる 

・点がたくさんあればわかる 

 

⇒考えが進まない生徒には

表を作らせるなどの助言

をしていく。 

◇比例、反比例を表、式、

グラフなどに表すことが

できる。【知・技】（行

動観察） 

〇研究テーマ   １人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する  

（1） 主な活用場面（活用するＩＣＴ等） 

     見通しを図る場面（ミライシード・GeoGebra） 

（2） 期待される効果 

     自ら作業することで、より一層見通しをもつことができ、確認することができる。 

（3） 授業づくりのポイント 

   紙面上ではとることのできない座標を多くとることで見通しをもたせる。 

 

 

学習課題：比例の関係をグラフに表して考えてみよう。 

 

課題：次の式のグラフはどんなグラフになるか考えよう 

𝑦=𝑥 , 𝑦=−𝑥 , 𝑦=2𝑥 , 𝑦=−2𝑥  
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5 タブレットを使用しオ 

 クリンクで作業をする。 

・点と点の間の値を求めて 

 いき、直線になることを 

 確認する。 

・自分のグラフを見て、比 

 例のグラフはどんなグラ 

 フになるか、結論を記 

 入する。 

 

 

 

6 周りに自分の意見を説

明する。 

 

 

 

 

7 全体で確認し、まとめ

る。 

・何人か発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・直線になりそうだ。 

・すべての点が１つの直線上に存在す

る。 

・原点を通る。 

 

 

◎比例のグラフはどういうグラフにな

りますか。 

・原点を通る直線になる。 

・グラフの直線が点対称 

・比例定数が正、負で傾き方が異な

る。 

・比例定数の大きさで傾き具合が異な

る。 

○点がたくさんあればわか

るということに気付かせ

る。 

⇒考えが進まない生徒への

助言をする。 

◇比例として捉えられる二

つの数量について、グラ

フを用いて調べ、それら

の変化や対応の特徴を見

いだしている。【思・

判・表】（行動観察） 

 

○他の式のグラフを見て、 

 気がつくことを記入させ 

 る。 

○４種類のグラフを全体で 

 確認する。 

 

○できるだけ細かく座標を

とった位置が異なるグラ

フを全体で確認する。 

8 本時のまとめをする。 

・自己評価表を記入する。 

・比例のグラフは原点を通る直線にな 

 る。 

 

○感想ではなく、課題に対 

 してわかったことなどを 

 記入させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクティブタイム 

【カルテット】 

 

振り返り 
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（算数・数学部会 資料４） 

 

 

１ 単元名  「平面図形」（中学校 第 1 学年・数学） 

２ 単元について（略） ３単元の目標（略） ４ 指導及び評価計画（略） 

５ 本時の学習指導 

（１） 本時の目標  

   〇最短を示す道のりの作図である理由を，移動の考え方を根拠として利用し，説明 

    することができる。〈思考力、判断力、表現力等〉 

   〇いろいろな道筋を書き込みながら，移動の考え方を用いて，最短の道のりを求め 

    ようとしている。〈学びに向かう力、人間性等〉 

   （２）本時の展開 

 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される生徒の反応（・） 

評価規準（◇） 

支援（→） 

指導上の留意点（○） 

1 本時の問題を知る。 

 

 

 

 

・見通しを図る。 

 

 

 

 

2 本時のめあてを知る。 

  

3 本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎太郎くんが壁をタッチして花子さん

に最短になるのはどんな場合か。 

・折れ線になる。簡単に求められない 

・真っ直ぐ壁にあたる。 

 

最短の道のりである理由を説明できる 

 

 

 

 

 

 

 

〇地面は平面とし，壁は 

まっすぐであることを前 

提として考えることを伝 

える。 

〇壁をタッチする位置に 

よって道のりが変わるこ 

とを確認し，課題へとつ 

なげる。 

→タブレットを使って、最短

の道のりを予想する。 

◇他者の考えにふれ、最短の

道のりを探そうとしてい

る。【態】 

 

 

 

〇研究テーマ   １人１台端末が効果を発揮する算数・数学の授業づくりを追求する  

（1） 主な活用場面（活用するＩＣＴ等）  

問題発見・見通しを図る場面（ミライシード） 

（2） 期待される効果  

見通しの場面で、他者の多様な考えにふれ、より良い学びにつながる。 

（3） 授業づくりのポイント 

  見通しや自力解決にむけて、他者の考えにふれるために、ミライシードを活用する。 
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(1)  見通しを持ち，基本の

作図を使って考える。 

 

 

 

 

 

 

(2) 最短の道のりとなる作図

である理由を考える。 

 

・全体で作図の手順を確認

する。 

 

 

 

 

(3) 考え方を共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 学習を振り返りまとめる 

 

 

 

 

◎「AP+PBが最短になるような直線上の

点Pはどんな作図を使って探すとよい

のだろうか。」 

 

 

 

 

 

・ＡＢの垂直二等分線を引き，直線 ℓと 

の交点をＰとする。（誤答 1） 

・点Ａ，Ｂから直線 ℓにそれぞれ垂線  

 を引き，この交点同士の中点をＰと 

 する。（誤答 2） 

・直線 ℓ について点Ｂと対称な点Ｃを

作図し，線分ＡＣと直線 ℓ との交点

をＰとする。（正答） 

 

・点Ｂと直線 ℓについて対称な点Ｃを 

とれば,直線 ℓが線分ＢＣの垂直二等

分線になっているので、ＰＢ=ＰＣ 

 

・よって，ＡＰ＋ＰＢ＝ＡＰ＋ＰＣ 

ここで，ＡＰ＋ＰＣの長さが最短と 

なるのは，Ａ,Ｐ,Ｃが一直線上になる 

場合である。 

したがって，ℓとＡＣとの交点が 

求める点 P となる。 

 

〇道のりとは長さについて 

考えていくものとして捉

え，距離に関する問題だと

確認。 

→GeoGebra を使って,図を

映し考えさせる 

→長さを画面に表示させな

がら，最短の道のりのおお

よその位置をつかませる。 

 

〇誤答に対しては，より短い

道のりが考えられること

を示し，他の方法がないか

考えさせるようにする。 

◇移動や作図の基本の性質

を根拠として、最短となる

道筋となる理由を説明し 

ようとしている。【思・判・

表】 

 

〇４人グループをつくり，作

図された図を使って，その

理由について考えていく。 

 

 

〇自己評価カードに振り返

りを書かせる。 

〇複数の目的地を効率的に

回るルートやビリヤード

での最短径路などでも最

短距離の考え方が利用さ

れていることを知る。 

６ その他 

（１）板書 

 

 

 対称移動をしたとき、等しい線分や垂直などの関係を押さ

え、対称の点を用いて一直線上になる場合を探す。 
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 小中学校 理科

理科の資質・能力の育成に向けたＩＣＴの活用方法の研究研究テーマ

研究の目的 研究の成果研究概要

ＩＣＴを活用することで調査内容
や理解が一層深まり、児童の学びへ
の満足度が向上した。

自然を愛する心情や主体的に学習
しようとする態度が養われた。

主体的に学びを深める態度の育成

〇自然事象に対する概念や原理・法則の基本的な理解
〇科学的探究（問題解決）についての基本的な理解
〇観察・実験等の基本的な技能 等

他者の考えや結果に触れながら
多面的に考察、思考の深まり

他者の考えを共有することで、自分の
考えに自信を持って表現したり、他の結
果や相互の考えを比較しながら多面的に
考察し、思考が深まった。

実験の様子と数値・グラフを比
較しながら観察、考察の深まり

沸騰のようすと温度、グラフを比較し
ながら観察できたので状態変化と温度の
関係を捉えることができた。自動のグラ
フ化により考察時間が確保できた。

理科の資質・能力（例）

ＩＣＴをただ活用するのではなく、理科の
資質・能力の育成を意識し、ねらいに即した
活用方法を研究し、理科授業の充実を図る。

研究の全体の成果と課題
結果や考えの共有、意見の集約、瞬時の

グラフ化等による考察時間の確保など、Ｉ
ＣＴを活用することで、今まで以上にねら
いとする資質・能力の育成につながった。

従来の様々な活用事例を資質・能力の育
成につなげるとともに、評価方法とも併せ
た効果的な活用方法を研究する必要がある。

実験データの関係性を捉えた考察、
理解の深まり

研
究
１ 〇自らが見いだした問題を解決するための、ＩＣＴ等を活用

した観察や調査活動
〇学びに対する満足度を振り返り、学びを価値づける

→Microsoft Formsを活用し、次時の指導にいかす

学習への理解の深まりと、主体的に問題解決しようと

する態度を育成するための活用

研
究
２

他者と協働的に学び合いながら、主体的に思考・判断・

表現する力を育成するための活用

〇各自の予想をGoogle フォームで集約
全体で確認し、活発な話合いへ

〇各自の実験結果を入力、グラフ化
→クラス全体の結果を確認しながら、多面的な考察へ

研
究
３

得られた結果を分析して解釈する時間を確保し、科学
的に探究する力を育成するための活用

〇温度センサのデータロガーを使った沸騰
の実験→リアルタイムで温度をグラフ化
温度と状態変化を同時に確認することで、
深い考察へ

〇記録・グラフ化の簡略化により考察時間を十分に確保

研
究
４

各班の結果を入力・グラフ化・共有により、データの

関係性を捉えた考察につなげるための活用

〇結果をGoogle スプレッドシートに入力、グラフ化
→考察時間を確保し、関係性を捉えた考察へ

〇他の班の結果を共有することで、比較したり
自身の結果の妥当性を検討、多面的な考察へ

知識及び技能

〇自然事象の中で問題を見いだし、見通しを持って課
題や仮説を設定する力

〇計画を立て、観察・実験する力
〇得られた結果を分析して解釈するなど、科学的に探

究する力、科学的な根拠を基に表現する力
〇探究の過程等の学びを総合的に振り返る力 等

思考力・判断力・表現力等

〇自然に親しみ、生命を尊重する態度
〇日常生活との関連、科学することの面白さや有用性

の気付き、主体的に関わろうとする態度 等

学びに向かう力、人間性等

実験値とデータをすぐにグラフ化でき
るので、考察時間を確保し関係性を捉え
た考察ができ、理解が深まった。
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小学校 第３学年

理科「こん虫を調べよう」

学 年
教師からの事象提示により、児童は自ら問題を見いだすことは少しずつできるようになっ
てきた。しかし、見いだした問題を解決していく中で、新たな問題を見いだし、繰り返し
自然の事物・現象に関わっていこうとする児童は少ない。

・Microsoft Forms（※手立②で使用）

研
究
内
容

「理科の資質・能力の育成に向けたＩＣＴの活用方法の研究」 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭 関根 達也研究テーマ

単 元

現状と課題

一つの問題を解決するに留まらず、獲得した知識を適用して、理科の見方・考え方を働か
せ、新たな問題を見いだしていくことで、主体的に問題解決しようとする態度を養う。

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

モンシロチョウ
の体は頭、むね、
はらからできて
いたね。バッタ
はどんなつくり
をしているのか
な？

手立て① 成虫の体のつくりをイメージした絵を基に実際の生物を観察し、共通点と差異点から体のつくりについて問題意識がもてるよう
にする。

まず、本時の導入では、成虫の体のつくり
に問題意識がもてるように、前時に捕まえ
た生物の体のつくりを絵で表すようにした。
（図１）また、自分が描いた体のつくりは
本物の姿と似ているか自信度（図２）で黒
板に表すようにした。そして、じっくり捕
まえた生物を観察する時間を設定し、昆虫
の体のつくりについて学級でまとめた。

図１：児童が描い
た絵 図２：自信度の様子

実際に、
観察し
たい！

観察して気になった
ことや疑問に思った
ことを問題として表
す。(図３)

図３：児童が見いだした問題

学びの満足度は３／４です。
ダンゴムシの体を丸めるため
の工夫が分かりました。今度
は、どんなものを食べるのか
気になったので調べたいです。

（※Microsoft Formsで回答）図４：ダンゴムシの表皮を調べた児童

各自で見いだした問題を解決するために、観察や調査などをする際、ICT
を活用することが自然事象について理解を深めることにつながることが分
かった。生き物が身近な存在となり、生き物を好きになる児童も増えた。

調べる方法でICT活用

手立て②各自で見いだした問題を解決するために、観察や調査などの活動ができるようにし、最後に自分の学びに対する満足度を振り返る。

成 果 単元ごとにこのような学習活動を設定すると時
数をオーバーしてしまうので、ICT活用による
効果的な場面を精選する必要がある。

課 題
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研
究
内
容

現状と課題

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成 果

「児童生徒の思考力・判断力・表現力等の育成に向けたＩＣＴの活用方法の研究 」 上里町立賀美小学校 教諭 松井 裕太研究テーマ

小学校 第４学年 他

理科「閉じ込めた空気と水」他単 元

学 年

・まなびポケット「スクールタクト」
・Google スプレッドシート
・Google フォーム ・Google Classroom

自身の経験をもとに根拠のある予想や仮説を表現したり、実験結果や観察結果から
考察したことを表現することに苦手意識をもつ児童生徒が多い。

他者と協動的に学び合いながら、自然事象についての規則性や関係性を多面的に思
考・判断・表現する力を育成する。

タブレットのアプリを活用し、お互いの考えやクラス全体の結果等を即座に共有し、多面的に考えることができるよう支援する。

結果・考察観察・実験予想・仮説

予想をGoogle フォームで集約。全体
で確認することで、児童の安心感や
活発な話合いにつながる。

Google スプレッドシートに入力された
データがグラフに反映され、考察の際の
手助けになる。

結果は、直接Google スプレッドシートの共同
編集モードで入力させ、予め用意しておいた
Google フォームで集約し、反映させる。

連動し、
グラフ化！

上記の一連の流れは、実験結果が数値として出せる次のような他の単
元でも実施可能である。 例：「ものの重さ」、「とじこめた空気と
水」、「ふりこ」、「ものの溶け方」、「ものの燃え方と空気」等

上記の各種使用アプリは、全てGoogle Classroom上で児童に配付する。
またスクールタクトでは、「共同閲覧モード」に設定することで、記
入した考え等をリアルタイムで教師及び児童同士が見ることができる
ようになる。

今まで以上に他者の考えに触れやすくなったため、自分の
考えを自信をもって表現し、自分の考えと異なる点に着目しながら
考察できるようになった児童が増えた。

課 題
単元ごとにGoogle フォームやGoogle スプレッドシートを

設定・準備する必要があり、教員のＩＣＴ活用能力に頼る側面が大き
い。誰でも活用できるよう定型化していきたい。また、個人の実験結
果に向き合うことも軽視ないように注意し、指導する必要がある。
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中学校 第１学年

理科「物質の姿と状態変化」

学 年

・データロガー(本時はアーテックロガーを使用)
・WEBブラウザ(Chrome ※iOSは専用アプリを使用)
・ミライシード[オクリンク](結果資料の共有・提出用)

研
究
内
容

「データロガーを使用して科学的に探究する力の育成」 入間市立野田中学校 教諭 浅見 浩佑研究テーマ

単 元

使用アプリ等

アナログ式の温度計に比べ、リアルタイムで温度を表示することができるので、生徒は表示を見な
がら、沸騰のタイミングを食い入るように観察していた。また、授業前に「沸騰後の温度変化」につ
いて予想していたが、表示される数値やグラフの形からも結果が一目瞭然であり、１時間の授業の中
で、考察時間を十分に確保しながらも、実験からまとめ、次回への課題の模索までできた。1時間の
中で、学びの流れを途切れさせずしっかりとまとめられるので、とても深い学びにつながった。

グラフを書く能力も必要ではあるが、あえて切り離して授業を進めることも効果的であることが分
かった。

グラフを完成させることが目的となってしまい、本来学ぶべき、状態変化と温度の関
係について気が付くことのできない生徒が目立つ。

データロガーを使用して、データの収集・整理、グラフの作成を簡略化することで、
状態変化と温度を関連付けて考えることができるようにする。そして、得られた結果
を分析して解釈するなど、科学的に探究する力と科学的な根拠を基に表現する力を育
成する

←水の温度
変化を表
すグラフ

←エタノー
ルの状態
変化を表
すグラフ

データロガーとタブレット端末とは
Bluetoothで接続されており、設定した時
間間隔で数値を表示することができる。

表示画面を見続けた結果、沸騰の瞬間
を見逃してしまう生徒が見られた。機材
の配置など観察の仕方を工夫するととも
に、動画とも組み合わせて、変化の瞬間
を再度観察することができるようにする
と、考察時の議論がより深まるように感
じた。

【データロガーの活用】
今回の実験では、データロガーに水温セン

サーを取り付けて実験を行ったが、様々なセン
サーがあり、センサーを取り換えることでその
特徴にあった応用が想定でき、分野にとらわれ
ず使用することができる。
・酸素センサーを使用して、植物の個給料を調

べる実験や、酸化反応における酸素の使用量
の測定 等

・電流・電圧センサーを使用して、電気とその
利用の単元において、電流・電圧の関係を捉
える 等

・気象センサ―を使用して、気温や湿度の測定
や変化の様子を捉える 等

水やエタノールを加熱した時の状態変化と温度の関係を調べる実験

水温センサー
をつけたデータ
ロガーを用いて
実験

タブレットで温度とグラフを確認しながら観察
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中学校 第３学年

理科 「仕事とエネルギー」他

学 年 グラフを作成することに時間がかかってしまい、考察の時間を十分に
確保をすることができない。また、グラフを読み取り考察することに
苦手意識をもつ生徒が多い。

・Google スプレッドシート
・Google Classroom

研
究
内
容

「理科の資質・能力の育成に向けたＩＣＴの活用方法の研究 」 草加市立谷塚中学校 教諭 福世 一平研究テーマ

単 元

現状と課題

得られた結果を分析して解釈するなど、科学的に探究
する力と科学的な根拠を基に表現する力を育成する。

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成 果 課 題

データを入力していくと下のグラフに
結果表示される。運動エネルギーの速さ
との関係や質量との関係が分かりやすい。

他のグループの結果も
共有することができ、
自グループの実験を振
り返ることができる。

実験① 実験②

グラフ作成の時間が短縮でき、考察に十分な時間を確保
することができた。また、実験値とグラフが瞬時に連動
することにより、データの関係性の理解がより深まった。

変数の範囲を考慮し、データをグラフに整理していく思
考過程や技能の習得に関して疎かになる可能性がある。
自ら書く作業とのバランスが重要である。

運動エネルギーの大きさを調べる

右の写真のように、１０個のペット
ボトルキャップを台紙の上に並べ、粘
土を1/３の深さまで入れたキャップを
はじき、はじいたキャップの速さと動
いたキャップ個数を記録する。

はじく速さを変えて２０回ほど行う。
キャップの質量を変えて同様に行う。

生物の数量のつり合いシミュレーション実験

右の写真のように、磁石をライオン、
クリップをシマウマに見立て、食べる
・食べられる関係のシミュレーション
実験を行う。シミュレーションを通し
てライオンとシマウマの個体数の変化
がイメージしやすく、つり合いが保た
れる仕組みについての理解が深まりや
すい。

ライオンとシマウマの増減には
時間差が生じることがグラフを
作成することによって理解しや
すくなる。
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〇ＩＣＴの活用により、短時間で児童生
徒の興味・関心を高めると共に、見通
しをもたせることができた。
▲本時に児童生徒が思考・判断する上で
拠り所となる「音楽を形づくっている
要素」を適切に設定する必要がある。

〇音楽の可視化や共同編集等は、対話的
な学びを生み出し、児童生徒の「音楽
的な見方・考え方」を広げることにつ
ながった。
▲児童生徒が教師の意図しない「音楽を
形づくっている要素」に基づいた工夫
をしないように机間指導等をする必
要がある。

○振り返りを短時間で共有できたことで、
児童生徒が互いに考えを十分比較し、
深い学びにつながった。
○児童生徒の振り返りから、一人一人の
学習の理解度等を把握することができ、
指導改善につながった。
▲振り返りへのコメント入れ等、児童生
徒に対して、丁寧に対応する必要があ
る。

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／ＢＹＯＤ環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～

小・中学校 音楽

主体的・対話的で深い学びを実現するためのＩＣＴの効果的な活用
〜児童生徒が「音楽的な見方・考え方」を豊かに働かせる授業実現を目指して〜

研究テーマ

研究内容 成果(○)と課題(▲)

児童生徒の興味・関心を高めたり、
見通しをもたせたりするための活用

〇テキストマイニング→本時のねらいに
迫る

〇動画→見通しをもたせる

児童生徒が「音楽的な見方・考え方」を
働かせる活用

〇音楽の可視化→主体的な学びを促す
〇共同編集→ペアやグループ学習時の

協働的な学びを促す

児童生徒の次時の学習への意欲を高めた
り、教師が指導改善を図ったりするため
の活用

〇録音・録画→本時の学びの軌跡を確認
〇編集機能→教師が児童生徒の振り返り

から、本時の学びの到達度
を確認し、指導改善を図る

意見の集約

個別最適な
学び

協働的な学び

表現の工夫の
確認

導

入

展

開

ま

と

め
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主体的・対話的で深い学びを実現するためのＩＣＴの効果的な活用
〜 「音楽的な見方・考え方」を豊かに働かせる授業実現を目指して 〜

久喜市立久喜小学校 教諭 稲上 こず恵 埼玉大学教育学部附属小学校 教諭 三橋 博道
飯能市立奥武蔵中学校 教諭 鈴木 美登里 志木市立宗岡第二中学校 教諭 田中 理己

導

入

展

開

ま
と
め

興味・関心を高める 見通しをもつ

振り返って次につなげる

協働して課題解決する

先哲の考え方を手掛かりとする思考を表現に変える 知識、技能を活用する

知識、技能を習得する

・各場面（導入・展開・まとめ）ごとに、ＩＣＴの活用基準を明確にもつこ
とで、児童生徒の「音楽的な見方・考え方」を広げることができた。

成
果

児童生徒の興味・関心を高めたり、見通しをもたせたりするための活用

児童生徒が、「音楽的な見方・考え方」を働かせるための核となる活用

児童生徒が学習を振り返り、次の学習に向かったりするための活用
教師の指導改善を図るための活用

課
題

・児童生徒が、本時で思考判断する上で拠り所となる「音楽を形
づくっている要素」を適切に設定する必要がある。

見通しをもつ

資料１
小２鑑

資料３
小３鑑

興味・関心を高める

小３鑑

多様な手段で説明する

資料１４
小４鑑

互いの考えを比較する

資料１０
小３鑑

資料２
小２創

そ
の
他

見通しをもつ

資料４
小４,５年歌器

共に考え創り上げる
資料１６
小４創

粘り強く取り組む

資料５
小４創

資料１２
小４創

資料８
小２創

資料１１
小４創

資料１３
小４創

資料９
小２創

資料１８
小３器

資料１９
小３~６全

資料６
小５,６中全

資料７
中器

自分の考えを形成する

資料２２
中鑑

資料２０
中器

資料２１
中器創

…主体的学び …対話的学び …深い学び

小…小学校／中…中学校
歌…歌唱／器…器楽／創…創作＆音楽づくり
鑑…鑑賞

…該当資料番号小中歌器創鑑
互いの考えを比較する

資料１７
中歌

思考を表現に変える

資料１３
小４創

資料１５
小４創
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資料１  

ICT 活用事例（主体的な学び） 

 

領 域 鑑賞 

学 年 小学校 ２ 年 

題材名 いろいろながっきの音をさがそう 

教材名 「だがっきパーティー」 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 Microsoft PowerPoint 

ポイント 曲全体の見通しをもちながら鑑賞する。 

 

〇アニメーション機能で音源の長さに合わせ

た再生バーを作成し、スライドを動画デー
タとして教師が示したり児童に共有したり

することで、児童が曲全体の見通しをも

ち、「今楽曲のどの部分を聴いているか」
を意識しながら鑑賞することができる。 

 

〇ワークシートもスライドと同様の形式で作

成することで、児童が見通しをもちながら

聴き取ったことや感じ取ったことを記述す

ることができる。 
 

ICT 使用方法  

○ タイムラインバーの作り方（マニュアル）.pdf を参照する。 

留意点  

・見えない鑑賞教材を可視化して示すことで子供たちの思考が整理され、聴き

取ったことと感じ取ったことの関わりについて主体的に考えるようにする。 

・他の鑑賞教材でも同じツールを使用することで、鑑賞の学び方の見通しをも

つことができるようにする。 

 

見通しをもつ 
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資料２  

ICT 活用事例（主体的な学び） 

 
見通しをもつ 

領 域 音楽づくり  

学 年 小学校 2 年 

題材名 せいかつの中にある音楽を楽しもう 

教材名 さがしてつくろう 

ICT 使用場面 導入 
使用する ICT 機器 録画機能 

ポイント 
前年度に実施した作品等の動画を視聴し、音楽づ
くりの概要をつかむ。（学習の見通し） 

  

〇前年度の様子を鑑賞することで、これからどのような活動を行っていくのか

について、見通しをもたせることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 使用方法  

・前年度の活動動画を大型モニタで映し、感想を共有したり意欲を高めたりす
る。 

留意点  

・これから生み出される新たな発想を摘みとってしまうことがないように、鑑

賞は短く、意欲を高め、イメージをもたせる程度にとどめるようにする。 

・導入のため、ここでは具体的な工夫や面白さについて深く掘り下げないよう

にする。 

 

 

 KOBATON 

ここが 
すごい！ 

 

何 の 音 だ ろ う ！
合 わ せ る と お も
しろい！！ 

 

最 後 に は グ ル ー
プ で 発 表 会 を す
るんだね！ 

 

わたしも、早くや
りたいな！！ 
 

 なん だか、手を
上げたり下げた
りしているよ。
ど う し て だ ろ
う。 
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資料３  

 

ICT 活用事例（主体的な学び） 

 

領 域 鑑賞 

学 年 小学校 ３ 年 

題材名 いろいろな音のひびきをかんじとろう 

教材名 いろいろな金管楽器 

ICT 使用場面 導入 展開 

使用する ICT 機器 User Local「AI テキストマイニング」 

ポイント 
鑑賞して児童が感じ取ったことを AI 分析し、キー

ワードから楽器の音色の特徴を考える。 

〇金管楽器４種類の音色を鑑賞して感じ取ったことを Forms 等で収集し、分析
する。 

 

 
 

 

 

     【トランペット】                            【チューバ】 
〇抽出されたキーワードを比較することで、他者との感じ方の共通点や違いに

気付き、それぞれの楽器の音色の特徴について主体的に考えることができ

る。 

ICT 使用方法  

❶Forms 等を活用し、児童の記述データを収集する。 

❷AI テキストマイニング by ユーザーローカル (userlocal.jp)にアクセスし、

テキストを貼り付け、AI 分析を行う。 

留意点  

・他者との感じ方の共通点や違いに気付くことを通して、児童が安心感をもっ

て学習に取り組むことができるようにする。 
・分析の仕方によっては不必要なキーワードがピックアップされるため、適宜

教師が取捨選択して活用できるようにする。 

 

興味・関心を高める 
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資料４  

ICT 活用事例（主体的な学び） 

 

領 域 歌唱 器楽  

学 年 小学校 ４・５ 年 

題材名  

教材名  

ICT 使用場面 その他 
使用する ICT 機器 録画機能 

ポイント 

変声が始まった６年生の歌声と自分達の歌声の違

いに気付き、変声への憧れや理解を深める。（長
期的な目標や見通し） 

 

〇変声している６年生の歌声を聴き、自分たちの歌声と聴き比べてみること

で、６年生の歌声がより大人に近づいた深みのある声に気付くことができ

る。そして、大人の声に憧れをもったり、自分たちのこれからの声の変化に

見通しをもったりすることができる。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

ICT 使用方法  

・６年生が授業で歌っている様子を動画で撮影し、下級生に紹介する。 

留意点  

・下級生に対しては、６年生は憧れをもつ対象になるように紹介する。 

・６年生に対しては、変声していく声に自信をもたせる機会となるように工夫

をする。 

・同じ中学校区の中学生が合唱している動画を視聴してもよい。 

 

 
私たちも、これから
どんな声に変ってい
くのか楽しみだね。 

 

見通しをもつ 

大人の男の人の声が混ざっ
ていてかっこいいね。 
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資料５  

ICT 活用事例（主体的な学び） 

  

領 域 音楽づくり 

学 年 小学校 ４ 年 

題材名 いろいろなリズムを感じ取ろう 

教材名 言葉でリズムアンサンブル 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 Google スライド 

ポイント 

自分が表したい音楽をよりよく表現する方法がな
いか思考錯誤しながら音楽づくりに取り組む。
（個人の活動） 

 〇タブレットを用いて、リズムを簡単に並べ替えられることで、繰り返し試し

たり確かめたりすることで、時間をかけて粘り強く取り組む効果がある。 

 
 

 

 
 

 

 

 

ICT 使用方法  

❶Google スライドに必要なリズムや音楽を形づくっている要素を挿入し、ドラ

ッグしながら楽譜を作成できるようにする。 

❷さらによりよい表現方法がないか、何度も繰り返し取り組むようにする。 

留意点  

・楽譜にすることが容易な分、思いや意図がはっきりしていないとただ並べ替

えるだけの作業になってしまうことが考えられる。事前にリズムの読み方や
拍の打ち方に親しんでおき、活動時は、実際にリズムを打ちながら、思いや

意図をもって取り組めるようにする。 

 

  

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

指でリズムカード
をドラッグして楽
譜に記す。 

 

リズムカードを少し並べ替えたい
時も簡単に並べ替えられるから、
何度もくり返し試すことができ
る。 

粘り強く取り組む 
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資料６  

ICT 活用事例（主体的な学び） 

 
振り返って次へつなげる 

領 域 その他 

学 年 小学校５、６年、中学校全学年 

題材名  

教材名  

ICT 使用場面 まとめ（振り返り） 

使用する ICT 機器 Google フォーム・Google スプレッドシート・Google Classroom 

ポイント 
生徒の学習を記録し、学習過程を見取る。 
（ｅポートフォリオ） 

〇通常：提出された振り返りに対して加筆をして評価ができる。生徒は、学習

を振り返りさらに学ぶ意欲を高めることに繋がる。 

〇創作／表現：毎時間、作品を録音したり、録画したりして提出させること

で、作成過程を把握できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 使用方法  

❶振り返り用の Google フォーム・Google スプレッドシートを作成する。 
❷ Google フォーム・Google スプレッドシートを結び付ける。 

❸児童生徒の演奏を録音or 録画する。 

❹ Google フォームに録音 or 録画したデータを添付する。 

❺児童生徒一人一人に Google スプレッドシートが作成される。 

留意点  

〇Google ドライブ上に振り返りシートが作成され、児童生徒の振り返りの管理 
がしやすいが、溜め込まず定期的に振り返りを確認するようにする。 

〇Google フォームとGoogle スプレッドシートを結び付ける作業が必要である。

（YouTube の動画等を参考に作成する） 
 

録音・録画データも 

添付して保存できる！ 
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資料７  

ICT 活用事例（主体的な学び） 

 
粘り強く取り組む 

領 域 器楽 

学 年 中学校全学年 

題材名 調弦に挑戦しよう 

教材名 ギター・箏 

ICT 使用場面 その他 

使用する ICT 機器 Google Classroom 

ポイント 調弦を体験し、楽器への理解をより深める。 

〇調弦を体験することで楽器の特徴を理解し、より親しむことができる。 

〇音程のわずかな違いを感じることで音に敏感になり、奏法の違いによる音色

の違いに気付くことができる。 

 

 

 

 

 

 

ICT 使用方法  

❶弦ごとの音を録音し、Google Classroom にアップロードする。 
❷タブレットで調弦する弦の音を再生し、調弦する。 

留意点  

〇最初のうちは６弦(クラシックギター)や一(箏)の調弦が終わったら教師が確

認をsして、調弦ができていたら次の調弦をするなど段階を分けることで、子

供たちが確実に調弦できるようにする。 

 

 

自分たちの好きな 

タイミングで好きな 
音源を何度も流せる！ 
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資料８  

ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 音楽づくり 

学 年 小学校 ２ 年 

題材名 せいかつの中にある音楽を楽しもう 

教材名 さがしてつくろう 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 Benesse ミライシード、オクリンク 

ポイント 

身の回りの音を集めて録音する。録音した音と、

自分が考えた言葉を結び付けて１枚のスライドに

し、友達と共有し合う。 

 〇録音した音と、自分が考えた言葉（オノマトペ）を結び付けて１つのスライ

ドにする。友達と共有し合う時に、必要な情報と自分の考えを伝えやすくな

り、話合いが深まる。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ICT 使用方法  

❶タブレットの録音機能を用いて身の周りの気に入った音を録音する。 

❷録音した音源を提出用のファイルに貼り、ファイルには自分が考えたオノマ

トペを記入する。 
❸記録したファイルを基に友達と交流をする。 

留意点  

〇記録した音を見せ合うだけにならないように、実際の音とオノマトペを結び

付けて紹介し合うことを事前に伝える。 

 

  

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

みんなにはどう聞こえ
るかな。録音したから
聴いてほしいな。 

 

わたしは、鳥の声が聞こえ
たよ。わたしには『キュル
キュル』って聞こえたよ。 

 
見つけた音をメモするだ
けではなく、録音も一緒
に貼りつけておく。 
 

 

わたしには『ピルピル』
と聞こえたよ。同じ音を
聞いたのにふしぎだね。 

 

互いの考えを比

較する 
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資料９  

ICT 活用事例（対話的な学び） 
 領 域 音楽づくり 

学 年 小学校 ２ 年 

題材名 せいかつの中にある音を楽しもう 

教材名 さがしてつくろう 

ICT 使用場面 展開  

使用する ICT 機器 録画機能 

ポイント 
前年度までの録画資料を視聴し、どんなよさや工

夫があるかを考える（材料として VTR） 

  
 

  

 
 

 

 

 
 

 

 
 

ICT 使用方法  

❶前年度までに扱った音楽づくりの作品のうち、次年度以降紹介したいものを

資料としてまとめておく。 

❷グループの話合いが進んできたところで、全体に資料として提示する。 

留意点  

・自分たちが見付けた気付きと、他の気付きを区別して考えることができるよ
うに、グループの話合いがある程度進んだところで提示するようにする。 

・児童に気付かせたい観点を絞り、意図的に資料を与えることで、児童から考

えを引き出すようにする。 

 

 

 

まねしてみた
いところを見
つけたよ！ 

 

このグループは、私たち
のグループの音楽とどこ
がちがうのかな？ 

 

先哲の考え方を
手掛かりとする 
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資料 1 0  

 

ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 鑑賞 

学 年 小学校 ３ 年 

題材名 いろいろな音のひびきをかんじとろう 

教材名 いろいろな金管楽器 

ICT 使用場面 導入 展開 

使用する ICT 機器 User Local「AI テキストマイニング」 

ポイント 
鑑賞して児童が感じ取ったことを AI 分析し、キー

ワードから楽器の音色の特徴を考える。 

〇金管楽器４種類の音色を鑑賞して感じ取ったことを Forms 等で収集し、分析

する。 

 

 

 

 

 

     【トランペット】                            【チューバ】 

 

〇抽出されたキーワードを比較することで、他者との感じ方の共通点や違いに

気付き、それぞれの楽器の音色の特徴について主体的に考えることができる。 

ICT 使用方法  

❶Forms 等を活用し、児童の記述データを収集する。 

❷AI テキストマイニング by ユーザーローカル (userlocal.jp)にアクセスし、
テキストを貼り付け、AI 分析を行う。 

留意点  

・他者との感じ方の共通点や違いに気付くことを通して、児童が安心感をもっ

て学習に取り組むことができるようにする。 

・分析の仕方によっては不必要なキーワードがピックアップされるため、適宜

教師が取捨選択して活用できるようにする。 

 

互いの考えを比較する 
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資料 1 1  

ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 音楽づくり  

学 年 小学校 ４ 年 

題材名 日本の音楽でつながろう 

教材名 ２人で旋律づくり 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 録画機能 

ポイント 
グループでつくった作品のよさや工夫した点を、

他グループの仲間と共有する。 

 〇グループでつくった作品をあらかじめ録画しておき、動画を基に何度も再生

し、交流することができる。演奏の良し悪しや失敗に捉われず、作品の工夫

や課題に注目して交流することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 使用方法  

❶グループでつくった作品をタブレットで録画し、提出する。 

❷録画作品を他グループと視聴する。 

❸教師は、提出された作品を確認し、次時の指導に生かす。 

留意点  

・学習のまとめではなく、互いに考えを比較するための資料として録画をする

ことをおさえる。 
・録画の活動時間を短く設定し、撮影が目的になるのを防ぐ。 

 

 

 

この音の上がり下がりがおも
しろいね。終わり方をどうす
るか考えたらどうかな。 

 

  
今日できたところまで録画するよ。 

 
前時の振り返り
として共有 

互いの考えを 

比較する 
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資料 1 2  

ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 音楽づくり 

学 年 小学校 ４ 年 

題材名 いろいろなリズムを感じ取ろう 

教材名 言葉でリズムアンサンブル 

ICT 使用場面 展開  

使用する ICT 機器 Google Jamboard 

ポイント 
個人でつくった作品を基に、ペアで協働して新た
な音楽をつくり出す 

 〇共同編集ソフト Google Jamboard を用い、話し合ったり確かめ合ったりし

ながら互いの端末から同時に編集を行い、音楽をつくる。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

〇共同編集できるため、場所を選ばず、オンラインの児童とも同時に編集する

ことができる。 

ICT 使用方法  

・Google Jamboard で共同編集ができるワークシートをつくり、ペアで音を

確認しながら活用する。 

留意点  

・楽譜にすることが容易な分、ただ並べ替えるだけの作業に しないようにす

る。ペアで実際に演奏し、よさを確認しながらくり返し工夫を重ねていくよ
うにする。 

 
 

  

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

そうだね。試しに
やってみよう。 

 

やっぱりここは逆がい
いんじゃなかな。 

 

ど ん ど ん 試
そ う ！ ！ せ
ーの！！ 

 

メモをしておいたも
のがあるから、それ
も一緒にいいかな。 

 

協働して課題解

決する 
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資料 1 3  

ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 音楽づくり 

学 年 小学校 ４ 年 

題材名 いろいろなリズムを感じ取ろう 

教材名 言葉でリズムアンサンブル 

ICT 使用場面 展開 まとめ（振り返り） 

使用する ICT 機器 Google  Jamboard 

ポイント 
ペアでつくった作品をグループに広げ、つなげ方
を工夫する 

 〇ペアの思いや意図が可視化された楽譜を用いて交流することで、相手の意図
を考えて作品を聴いたり、より相手の思いに沿ったアドバイスをしたりする

ことができる。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 使用方法  

・ペアでつくった作品（Google Jamboard）を共有しながら、グループの友
達に演奏を聴いてもらい、作品のよさや面白さを共有する。 

留意点  

・共同編集が簡単なため、友達のアドバイスを受けて、音楽を変化させたり、
たくさん試したりすることができる。しかし、アドバイスを受けて、ただ楽

譜を変えてしまうのではなく、自分がどのように表現したかったのかを基に

判断したり、実際に演奏してから変更したりすることで、自分の考えも大切
にするようにする。 

 

わたしたちがつ
くったリズムを
聴いてね。 

 

相手の思いや意図を考え
た具体的なアドバイスを
繰り返すことで交流の質
があがる。 

 
 
 

今演奏していると
ころはここかな。 

 

 

思考を表現に 

変える 
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資料 1 4  

ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 鑑賞 

学 年 小学校 ４ 年 

題材名 せんりつのとくちょうを感じ取ろう 

教材名 組曲「動物の謝肉祭」 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 Canva（デザインツール） 

ポイント 
楽曲の旋律の特徴から生み出される曲想に合った
デザインを選択し、曲のよさや面白さを伝える。 

〇組曲「動物の謝肉祭」から任意の曲を選び、鑑賞教材として個人やグループ

での鑑賞に取り組む。 

〇旋律の特徴から生み出される曲想に合ったデザインを Canva 内のテンプレー
トから選択することで、曲のよさや面白さを、言葉に限らず色やイラストで

表現することができる。 

  
「化石」の紹介→ 

 

 

 

 

←「鳥かご」 

  の紹介 

 

ICT 使用方法  

❶無料デザインツール：プレゼンテーション、動画、SNS | Canva にアクセス

し、GIGA スクールアカウントと連携してログインする。 
❷プレゼンテーションを選び、イメージに近いテンプレートを選択してスライ

ドを作成する。 

留意点  

・言葉だけではなくデザインからも表現させることで、児童がどのような見

方・考え方を働かせて音楽を聴いていたかを見取ることができる。 

 

多様な手段で説明する 
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ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 音楽づくり 

学 年 小学校 ４ 年 

題材名 いろいろなリズムを感じ取ろう 

教材名 言葉でリズムアンサンブル 

ICT 使用場面 展開  

使用する ICT 機器 Google スライド 

ポイント 

作品を画面上で比較することで、お互いの考えの
違いに気付きやすくなることで、その理由を知ろ
うとする。 

〇個人でつくった音楽の楽譜を、Google スライドで示しながらペアの友達と一

緒に演奏し合うことで、互いの音楽のよさや課題を見つけ合うことができる。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

ICT 使用方法  

❶ワークシート(Google スライドで作成)を用いて、個人で作品をつくる。 

❷ペアと一緒にワークシートを見ながら演奏する。 

留意点  

・「くり返し」「よびかけと答え」「音の重なり」など、自分の考えの根拠と

なる音楽を形づくっている要素を楽譜に示せるようワークシートを工夫し、

ペアに意図を説明しやすいようにする。 

・ただ「ここがいいね。」だけではなく、「なぜ・・・」「どうして・・・」

と質問をしながら交流をするよう投げかけるようにする。 
 

 

  

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

わたしはここに
休符を入れて、
「おや？」とお
どろかせる音楽
にしてみたよ。 

 

 ここは、どうして短い
音符ばかり使ったの？ 

 

互いの考えを 

比較する 

２人で一緒に演奏して
みよう。わたしは①パ
ートね。 
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ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 音楽づくり 

学 年 小学校 ４ 年 

題材名 いろいろなリズムを感じ取ろう 

教材名 言葉でリズムアンサンブル 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 Microsoft PowerPoint 

ポイント 

共有データ上で音楽づくりの楽譜を作成し、児童

が互いの工夫を取り入れながら自分の思いに合う

音楽をつくる。 

〇ペアで一枚のスライドに楽譜を作成し、工夫点などを書きこむようにする。 

〇他のペアのスライドも見られるようにすることで、互いの工夫を取り入れな

がら自分の思いに合った音楽をつくることができるようにする。 

   
 

 

 

 

ICT 使用方法  

❶対象クラス用のスライドファイルをクラウド上で作成する。 

❷共有リンクを作成し、Microsoft Teams 等でクラスに共有する。 

留意点  

・リアルタイムで楽譜を共有したり更新したりすることで、楽譜を介した児童

同士のコミュニケーションが活発になるようにする。 

・他のペアのデータを閲覧する際にデータの書き換えができてしまうので 、児

童に注意を促すようにする。 

 

共に考えを創りあげる 
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ICT 活用事例（対話的な学び） 

 

領 域 歌唱 

学 年 中学校 ３ 年 

題材名 「ふるさと」を豊かに表現しよう 

教材名 ふるさと 

ICT 使用場面 展開 まとめ 
使用する ICT 機器 MetaMoji ClassRoom 

ポイント 協働作業でよりよい作品をつくる。 
①タブレットの楽譜に記入        ② 改善点を生かして録音         ③ 録音を聞き合って磨く   

 

 

 

 

 
 

④ タブレット楽譜に書き込む        ⑤イヤフォン分配器 

 

 

 

 
 

   

ICT 使用方法  
❶楽譜を配信する。   

❷グループで合唱して録音をする。 

❸演奏を聴き、工夫改善点を楽譜に書き込む。 

❹みんなでイヤフォン分配器を使い同じ音源を聴く。 

❺再度録音したり、聴いたりして確認や修正をする作業を繰り返す。 

❻取組の変化を確認する。 
❼全員で共有する。 

留意点  
・共通の楽譜を使い、演奏上の意図や約束事をみんなで理解する。 

・録音は上書きではなく、録音を増やし、練習の成果を確認する。 

 

互いの考えを比較する 

・MetaMoji ClassRoom に楽譜
を配信すると一つの楽譜にグルー
プのメンバー全員が同時に書き込
みをすることができ、それを自分の
タブレ ットで観ることもできる。 

・自分たちの演奏を録音して確認す
ることができる。 

 
・イヤフォン分配器を使用する

ことで同じ音源をグループの
メンバーと共有できる。 
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ICT 活用事例（深い学び） 
 

 

領 域 器楽 

学 年 小学校 ３ 年 

題材名  

教材名  

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 タブレットのカメラ機能 

ポイント 見えにくい運指を拡大して掲示する 

 〇リコーダーの運指が難しい時や新しい指づかいの時は、拡大して大画面に掲
示すると、多くの児童の理解を促すことができる。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ICT 使用方法  

❶タブレットと大型モニタをつなぎ、録画（または静止画）画面にする。 

❷指づかいをタブレットに映しながら説明をする。 

留意点  

・教師の運指は、直接は見えにくいため、大型モニタに写すことで、どの指で

どの穴をふさいでいるのかがはっきり分かるようにする。 

・リコーダー指導以外でも見えにくい時に備えて、常に、カメラ画面を立ちあ
げておくようにする。 

 
 

  

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

この指使いでい
いんだな。 

知識・技能を習

得する 
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ICT 活用事例（深い学び） 
 

 

領 域 歌唱 器楽 音楽づくり 鑑賞 

学 年 小学校 ３～６年 

題材名  

教材名  

ICT 使用場面 その他 

使用する ICT 機器 Google スライド 

ポイント 
振り返りの目的や方法の共有。高学年の振り返り
を基に、振り返りの視点を確認する。 

 〇高学年の振り返りを基に、振り返りの目的や視点を共有することで、これま

で行ってきた自分と比べ、今後に生かすことができる。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

ICT 使用方法  

❶振り返りの目的や視点を Google スライドにまとめ、振り返りの大切さにつ

いて全体で理解を深める。 

❷高学年の振り返りで紹介したいものは少しずつ集め、スライドにまとめてお

く。 

留意点  

・毎時間積み重ねる振り返りについて、大切さや視点をおさえたことで、それ

以降の児童の思考の深まりにつなげるようにする。 

・振り返りの視点はいつでも提示できるようにする。 
 

  

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

６年生はこうやっ
て振り返りを書い
ているんだね。  

こ れ か ら
の 振 り 返
りは…。 

知識・技能を 

習得する 
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ICT 活用事例（深い学び） 
 

 

領 域 器楽 

学 年 中学校全学年 

題材名 奏法を工夫して思いや意図を表現しよう（ギター） 

教材名 カントリーロード 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 Google Classroom・Google スライド・iMovie(動画編集ソフト) 

ポイント 自分に合った学習方法を選択できる 

〇ギターに必要な技能を、自分に合った方法で身に付けることができる。 
 →YouTube の限定公開動画・Google スライド・プリント 

  
 

ICT 使用方法  

❶ギターの演奏方法の動画を録画し、iMovie などの編集アプリで編集する。 

❷YouTube に配信する。（限定公開） 

❸動画の URL を Google Classroom にアップロードする。 

                             ←クリック 
                               

留意点  

〇タブレットに編集ソフトがない場合は、自身で用意するようにする。 

〇動画の編集の際、音声で説明すると周りの音で聞こえない場合があるため、 

字幕をつけて説明するようにする。 

 

 

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

協働的な学びが 
自然と生まれやすい！ 

ギター❶ 

奏法 

ギター❷ 

奏法 

ギター❸ 

C コード 

ギター❹ 

G コード 

ギター❺ 

D コード 

ギター❻ 

Em コード 
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ICT 活用事例（深い学び） 
 

 

領 域 器楽 創作 

学 年 中学校 ２ 年 

題材名 桜のイメージを箏で表現しよう 

教材名 さくらさくら 

ICT 使用場面 展開 

使用する ICT 機器 Google Jamboard・Google Classroom・Google ドキュメント 

ポイント イメージする桜を様々な技法で表現 

〇どんな桜をイメージするか、Google Jamboardや Google ドキュメ 
ントを使って考えを共有することで、意欲につなげることができ 
る。 

〇イメージに合う奏法を動画やスライドで確認することで、創作活動 
を円滑に進めることができる。 

 

 

 

 

                

ICT 使用方法  

❶箏の演奏方法の動画を視聴して、様々な技法を練習する。 

❷自分の桜に対するイメージをGoogle Jamboard や Google ドキュメントに書い 

たり絵を描いたりして、他の生徒と知覚・感受したことを共有する。 
❸自分の演奏を録画して見返すことで、表現が伝わるか客観的に分析する。 

留意点  

〇桜のイメージができない生徒も、自分なりに考えを書かせたり絵を描かせた 
りした後に、他の生徒の考えを共有するようにする。 

〇箏を実際に触れながら考えを構築できるようにする。(活動量の確保) 

 

 

KOBATON 

ここが 
すごい！ 

様々な技法を試し
ながら、自分の桜

をイメージ！ 
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ICT 活用事例（深い学び） 

 
自分の考えを形成する 

領 域 鑑賞 

学 年 中学校全学年 

題材名  

教材名  

ICT 使用場面 導入 

使用する ICT 機器 Google Jamboard・Google Classroom 

ポイント 友達の考えを瞬時に共有し、興味・関心を高める 

〇リアルタイムで比較・共有できるので、他の人の考えをもとに 

自分の考えを再構築しやすくなる。 

 

 

 

 

ICT 使用方法  

・Google Jamboard で３～４人ごとにページを割り振り、知覚・感受したこと 

を書いたり絵を描いたりして考えを表現する。 

留意点  

〇長文で書くと字が小さくなってしますので、一文や一言ずつ書き込むように 

する。 

〇生徒ごとに付箋の色を決め、誰が何を書いたかを把握できるようにする。 

 

 

KOBATON 

ここが 
すごい！ 絵を描いた 

表現も〇 

小中学校音楽 -24-



自らの学びに気付かせるための、振り返り場面や、発表場面におけるＩＣＴの効果的な活用の方法テーマ

毎時の振り返り場面での活用

〇児童生徒が、毎時の終了時に写真と振り返り(活動
と気付き)を記録。

○教師が、子供たちの活動や言葉を動画で記録。

題材のまとめの場面での活用

〇自分の作品のこだわりのポイントや工夫したと
ころ、題材を通した学びなどのまとめ。

相互鑑賞の場面での活用
〇共有機能を活用して、グループ、学級、学年、
全校生徒など、ねらいに合わせた相互鑑賞。

〇共同編集や書き込みができるホワイトボード機
能で、言葉やアイデアを共有しグループで思考。

〇描画機能でアイデアスケッチや配色を試行錯誤。
〇画面共有や一覧表示で友達の制作状況から発想。
〇動画や画像を使ったガイダンス。

発想・構想場面での活用

研究概要 研究の成果

〇毎時の写真や振り返りの言葉が、思考
の軌跡となって可視化されるため、前
時の考えに立ち戻ったり、自身の思考
の深まりや学びに気づいたりできた。

〇文字入力で記録が残せない学年は、動
画の記録が効果的であった。

〇実際の作品とＩＣＴでの作品鑑賞とを併せ
て行うことで、実際の作品のよさや展示す
る場との関わりなどを感じながらも、それ
ぞれのペースで細部まで見ることもでき、
鑑賞が深まった。

〇省スペースで展示ができるのもよい。

課題 学習のねらいに応じて、実際にみる、触れるなどの身体感覚を働かせて学習する活動とICTを活用する活動を
見極めて、活用すること。

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 小中学校 図工・美術

繰り返し・試行錯誤

遠隔・共有

〇繰り返し見たり、試したりすることが
できるため、活動が止まってしまう児
童生徒が減った。

〇見通しをもって活動に取り組むことが
できた。①多様で大量の情報

の取り扱い、容易
な試行錯誤

②時間的制約を超え
た情報の蓄積、経
過の可視化

③空間的制約を超え
た相互かつ瞬時の
情報の共有

（双方向）

ポートフォリオ

ＩＣＴの活用の
特性・強み
「GIGA StuDX 推進チームの取組について
新学習指導要領とGIGAスクール構想の関
係」（令和3年6月）

小中学校図画工作・美術 -1-



○スクールタクト
○カメラ・動画機能

小学校 第６学年

図工 「WADAコレ2022」

学 年

研
究
内
容

自らの学びに気付かせるための、振り返り場面や、発表場面におけるICTの効果的な活用の方法
所沢市立和田小学校 教諭 原田 諒子〔図工・美術〕

研究テーマ

科目/題材

使用アプリ等

成 果現状と課題

児童が感じたこと、想像したことなどのイメージから、表現したいこと見付け
て、表し方を工夫する。自分や友人の作品の造形的なよさや、表現の意図、表
し方の工夫などについて、感じ取ったり考えたりし、見方や感じ方を深める。

育成を目指す資質・能力

提案 活 動 振り返り

提案：米袋を使って身にま
とうものをつくろう。

米袋の特性や自分のイメージを基に表したいことを形にする。 活動の様子や作品を撮影し、振り返りを入
力する。

・毎時間、自分の活動を写真や言葉で振り返り、
どんなことをしたいかイメージをもって活動
することができた。

・振り返りの共有が容易となり、互いの作品や
活動のよさを短時間に数多く見付けることが
できた。

・保護者にも学習活動を随時知らせることがで
き、発表会には多くの保護者が参加した。

●タブレット端末の操作に慣れてきている児童が多い。
●タブレットを個人で使用することが多く、児童同士での交流場面が少ない。

現状と課題

成 果
・タブレット端末の操作に慣
れていても振り返りの時間
の確保は必要である。活動
の時間と振り返りの時間と
のバランスが難しい場面も
ある。

・児童同士の交流の際、ねら
いを明確にして行う必要が
ある。

課 題

スクールタクトでの
振り返り
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中学校 第１学年［デザイン］

美術「楽しく伝えよう！オノマトペ」

学 年

●自らの学びに気付かせるために、制作過程における作品や記述の記録や共有する機
会を増やし、自己の制作を振り返る場面の設定が必要である。

●主体的に学習に取り組む態度の観察や記録は授業時に拾うだけでは難しいため、
ＩＣＴを効果的に活用し、制作過程における取組や作品、記述の蓄積が必要で
ある。

○カメラ機能
○ミライシード「オクリンク」
○Google Jamboard
○Chrome描画キャンバス

研
究
内
容

〇振り返りの入力を通して、
自らの学びに気付くことが
できた。

〇共有することや相互鑑賞に
活用できた。

〇記録の蓄積は学びを客観的
に可視化することができた。

●ＩＣＴによる記述だけでは
思いや考えを明確に言語化
しきれないことがある。

●記録の蓄積や共有にとどま
らず、資質や能力を高める
ための活用が必要である。

自らの学びに気付かせるための振り返り場面や発表場面におけるICTの効果的な活用の方法
鶴ヶ島市立藤中学校 教諭 熊谷 里香〔図工・美術〕

研究テーマ

科目/題材

現状と課題

オノマトペ（擬態語・擬音語）のイメージを楽しくわかりやすく伝わるように、形や
色彩、構成を考え、材料や用具などを工夫して主体的に文字やイメージをデザインす
る。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

発想や構想 表現 鑑賞 振り返り導入

Google 
Jamboardを
活用した言
葉の共有

Chrome描画
を活用したア
イデアスケッ
チと配色

制作過程の
色パレット
や作品の写
真記録

ポートフォ
リオを作成
し相互鑑賞
に活用

鑑賞カード
の記述や感
想の共有

言語化と共有 相互鑑賞

客観的に可視化記録の蓄積
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中学校 全学年
美術「 オオトネフェアリーズプロジェクト」

学 年

〇Google Classroom
〇Google スライド
〇ミライシード「オクリンク」

時間や空間の制約を超えた鑑賞

研
究
内
容

〇学年を超えた作品を鑑賞する
ことで、新たな気付きを得て
いる生徒が多かった。

○展示スペースを生活空間にし
たことで、日常にアートのあ
る空間を楽しんだり、アート
を身近に感じている生徒が多
かった。

○アイデアの面白さや、形や色
の工夫について休み時間等に
積極的に話し合う姿が見られ
た。

●学級外の作品の対話型鑑賞
の時間確保と方法
●鑑賞で得た学びの表現への
活用

自らの学びに気づかせるための、振り返り場面や発表場面におけるICTの効果的な活用の方法

加須市立大利根中学校 教諭 北山 奈津美〔図工・美術〕
研究テーマ

科目/題材

●学年や学級を超えた多くの作品の鑑賞が難しい。
●作品のよさや美しさ、感じたことを伝え合う機会が少ない。

現状と課題

〇作品の見方や感じ方を深め、よさや美しさを伝え合う能力

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

導入 制作・鑑賞 振り返り

全校で同一
の題材で制
作・展示し、
鑑賞するこ
とを伝える。

①作品を制作する。
②作品紹介カードをGoogleスライドで作成
する。
③校内展示・Google Classroomで全校共有
し美術館型鑑賞をする。
④鑑賞カードを作成し、オクリンクで対話
型鑑賞をする。

紹介カードや鑑賞カードをモ
ニターで紹介する。
活動の中での気付きや学びを
記入し、学級内で共有する。

箱を１つ使っ
て、フェア
リー（妖精）
を制作する

こんなところ
に！という驚き
や喜びを感じる
ことができる

共有スペースに自由に展示する
気になった作品はGoogle Classroom
で題名や設定、作者の解説をみる
ことができる

「鑑賞カー
ド」お気に
入りのフェ
アリーにつ
いて記述す
る

Google
Classroomで
全校生徒の
作品を鑑賞
できる

小中学校図画工作・美術 -4-



小学校 第２学年

図工「いろいろ色水」

学 年

●低学年児童は、タブレット端末のキーボードによる文字入力にあまり
慣れておらず、タブレット端末を用いた文章での記録は難しい。

●造形あそびにおいては、教師が児童の思考や活動の変化を適宜拾った
り、個々の活動や気付きを全体に広げたりすることが難しい。

○カメラ機能

研
究
内
容

○自然な様子と言葉で児
童の気付きを拾い、学
びの確認に活用するこ
とができた。

○活動後すぐに視聴でき、
友人の活動や気付きを
共有、自らの学びと結
び付けることができた。

●学びにつながるインタ
ビューの仕方

●振り返る際、どの場面
のどの言葉に焦点を当
てるかの見極め、児童
への切り返しの仕方

自らの学びに気付かせるための、振り返り場面や発表場面における、ＩＣＴの効果的な活用の方法
狭山市立入間川小学校 教諭 児島 綾子〔図工・美術〕

研究テーマ

科目/題材
絵の具を混ぜた時の色の変化や並べた時の形や色の面白さに気付いたり、つくった
色水の色や容器の形をもとに自分のイメージをもったりするなどして、形や色など
に関わり、楽しい生活を創造しようとする態度を育てる。

現状と課題

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

提案 活 動 振り返り

いろいろな色水を
つくって
ならべよう

つくる

うつしかえる 混ぜる

比べる

並べる

教師のインタビューに対し、
児童が説明する様子を動画で記録

したこと
やり方
理由
こだわり
気付き 等

大型テレビに映したイ
ンタビュー動画を用い
て学びに気付かせた後、
振り返りカードに記入

小中学校図画工作・美術 -5-



ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 中学校 技術・家庭（技術分野）

各学習場面で、知識・技能習得やそれらを活かした思考・判断・表現による課題解決活動を個別最適化するため
にＩＣＴを活用し、生徒一人一人が自ら学びを選択できるよう、学習環境や指導方法を研究していく。

研究テーマ

課題解決の過程

資料の準備や説明用動画編集の時間がかかる。
回線のトラブル、共同編集の際のトラブルが発生する場合がある。

生
活
や
社
会
を
支
え
る
技
術

技
術
に
よ
る
問
題
の
解
決

社
会
の
発
展
と
技
術

研究１

研究２

研究３

研究４

課題

課題を明確化し、設計・制作していくのに効果的

技術の仕組み、原理・法則を理解させるのに効果的

生徒が深く話し合える場面で効果的

・生徒自身がそれぞれ状況に応じて、必要な資
料を確認することができ、学習内容の理解が
深まった。

・指導内容をいつでも振り返ることができ、技
能習得の効率化を図ることができた。

⇒考察や理解の深まり

・自分に合ったメディアを使用した。

⇒設計場面において効果的
・個別に指導をする時間の短縮により、手立
てが必要な生徒に余裕をもって指導をする
ことができた。

⇒生徒のつまづきに応じて個別の支援
・複数の生徒が同時に編集をして、効率よく
作業を進めることができた。

⇒協働による思考の深化

・グループ活動でまとめにおいて、自分たちのシ
ステムを紹介する場面において効果的であった。

⇒「思考力・判断力・表現力」と「主体的に学習
に取り組む態度」の学習評価につながる

・自分に必要なタイミングで、必要な情報を収集すること
ができる。

・共同編集により効率的に意見の共有することができる。
・自分に合ったメディアから情報を収集することで、自分
の力を発揮し活動できる。

・前年度の先輩の資料を用意、参考にすることでより良い
システムを構想することができる。

・自分の目的に合わせて確認したい資料をクラウド上に準備。
・技能習得場面において説明動画を配信する。個に応じた学
習をすることができる。

・各種工具、作業内容、電子部品の解説動画を配信。一度
の指導では定着しない生徒も必要な説明を繰り返し聞く
ことで定着することができる。

・改めて個別に指導する時間が少なくなり、必要な生徒へ
の手立てに余裕を持って対処できる。

・クラウド上に生徒の振り返りを載せて情報を共有するこ
とで、自分の考えを広げることができる。

課題の設定

既存の
技術の理解

設 計

課題解決の
ための製作

評 価

次の問題解決
の視点

評価の場面で活用

課題解決のための製作の場面で活用

設計の場面で活用

既存の技術の理解の場面で活用

中学校技術・家庭 -1-



令和４年度調査研究 GIGAスクール構想における1人１台／BYOD環境を活かしたICTの活用
～中学校 技術・家庭科（技術分野）～ 志木市立宗岡第二中学校 教諭 石川航

各学習場面で、知識・技能習得やそれらを活かした思考・判断・表現による課題解決活動を個別最適化するた
めにICTを活用し、生徒一人一人が自ら最適な学び方を選択できるよう、学習環境や指導方法を研究していく。

技術・家庭科

部会目的

中学校２年
「エネルギー変換の技術」

学年

単元

<使用するアプリ等＞
〇ドライブ（OneDrive）
〇スライド（PowerPoint・Keynote）
〇iMovie等の動画編集アプリ
〇クラスルーム

●電気回路図や各種工具の使用方法などの習得には問題はないが、定着していない。 ゆ
えに、設計や製作時に教員に改めて説明や指導を求める生徒が多い。

●生徒によって設計時・製作時に参考にする資料について最適なメディアの種類が 違う
ので、生徒によって定着に差が出てくる。

現状

課題

生徒自身が習得した知識・技能を主体的に活用し、課題解決活動の場面
において思考・判断・表現の力を身に付ける。

目指す力

次の問題解決の視点

活
用
の
流
れ

評価課題解決のための製作設計課題の設定既存の技術の理解

各種工具、作業内容、電子部品の解
説動画を配信、電子部品に関しては
紙媒体の説明プリントを用意する。
生徒一人一人が必要な情報を適した
メディアから選択し、進度に合わせ
て作業を進め、課題解決活動に取り
組む。

工具の使用や配線、実装な
どの技能習得場面で、それ
ぞれの説明動画を配信し、
指導内容をいつでも振り返
ることができる。

スライドアプリ、
紙面の両方の電
気回路図設計を
用意し、生徒が
自分に適したメ
ディアを使用し
設計する。

成果 課題

〇一度の指導では定着しない生徒も必要な説明を繰り返し聞くことで定着することができる。
〇生徒が自分に合ったメディアから情報を収集することで、自分の力を発揮し活動できる。
〇改めて個別に指導する時間が少なくなり、必要な生徒への手立てに余裕を持って対処できる。

●配信動画作成に時間や手間がかかる。
●回線トラブル時や共有トラブル時の対処が必要。
●電気回路図を書くための技能習得の徹底が必要。

個別最適な学習環境 身に付けた知識・技能を主体的に活用する態度 創造した設計の具現化

中学校技術・家庭 -2-



令和４年度調査研究 GIGAスクール構想における1人１台／BYOD環境を活かしたICTの活用
～中学校 技術・家庭科（技術分野）～ 熊谷市立大里中学校 教諭 横田 真澄

各学習場面で、知識・技能習得やそれらを活かした思考・判断・表現による課題解決活動を個別最適化するため
にICTを活用し、生徒一人一人が自ら最適な学び方を選択できるよう、学習環境や指導方法を研究していく。

技術・家庭科

部会目的

中学校３年
「情報の技術」

学年

単元

<使用するアプリ等＞
〇Microsoft Teams
〇スライド（PowerPoint・Keynote）
〇iMovie等の動画編集アプリ
〇Microsoft Edge等のブラウザアプリ

【C２】協働での意見整理】社会の問題をグループで見つけていく学習場面では、模造紙な
どの用紙を使って話し合うと生徒同士が接近して作業しなくてはならない。

【C3】グループで設計やまとめをする場面では、模造紙にまとめようとすると同時に複数の
生徒が作業をすることが難しく、限られた数人での作業になる。

現状

課題

農業の発展に関わる問題や防災に関わる問題を見出して、必要な機能をもつ計測・制御

システムの設計・製作などの課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、表現す
るなどして課題を解決する力を養う。

目指す力

次の問題解決の視点

活
用
の
流
れ

評価課題解決のための製作設計課題の設定既存の技術の理解

グループ活動でのまとめとして、
自分たちのシステムを紹介する際
に、PowerPointを使用して、動画
や写真などのコンテンツを用意し
ながら分かりやすいスライドを協
働で制作することができる。

生徒が自分の目的
に合わせて確認し
たい資料を
Microsoft Teams
等で準備しておく
ことで、個に応じ
た学習をすること
ができる。

前年度の先輩の資料をMicrosoft Teams上に用意する
ことで、先輩のアイデアを参考にし、さらにより良い
システムを創造するサポートにできる。

グループでシステムの課題を
設定する際に、PowerPointの
共同編集で効率的に意見の共
有を図ることができる。

成果

〇生徒が自ら必要な状況に対して必要な資料を確認できる。
〇共同編集機能を使うことで、複数の生徒が同時に編集し、効率よく作業ができる。
〇クラウド上のデータを閲覧・編集して学習するのでオンラインで授業を受ける生徒も参加できる。

●資料の準備に時間がかかる。
●共同編集でのトラブルが発生する可能性がある。
●成果物は印刷して配布する手間がかかる。

個別最適な学習環境 見方・考え方を働かせる 粘り強く学習に取り組める環境共同による思考の深まり

中学校技術・家庭 -3-
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各学習場面で、知識・技能習得やそれらを活かした思考・判断・表現による課題解決活動を個別最適化するために
ＩＣＴを活用し、生徒一人一人が自ら学びを選択できるよう、学習環境や指導方法を研究していく。

課題

全体の指導や個別の支援に効果的

既習事項をグループ
ごとにまとめる
全体でも共有する。

写真を撮って報告書に挿入し、
実践を通して気付いたこと、
感じたことをまとめる。
⇒評価・改善し、次への学習
の調整を行う。

調理実習における衛生
や安全、効率などの配
慮項目を共同編集で
ピックアップ。
⇒自分の課題を見つける。

意識する点、気を付けるべき点について
簡単に全体に共有することができた。

生徒は、写真の添付を伴う製作記録を
容易に作ることができ、短時間で有意
義な振り返りを行うことができた。

次時の活動をよりスムーズに行う
ことができた。

●生徒自身が、デジタル（PC）とアナログ（手書き）のどちらの方が、身に付けた資質・能力
を上手に表出できるのか、自覚させる必要がある。

●児童生徒が振返りやすいよう、Google等のサイトの活用など工夫が必要である。
●共同編集の際のルールや指示に工夫が必要である。

生活の課題発見の場面で活用

課題解決に向けた実践活動の場面で活用

実践活動の評価・改善の場面で活用

全体指導や個別支援に役立った。

製作した物を実生活の中で活用し、実践を振り返る。

身に付けた資質・能力が表出
できるよう、デジタル（PC）
とアナログ（手書き）を選択

解決すべき課題を明確化し、実践していくのに効果的

情報共有するのに効果的
生
活
の

課
題
発
見

解
決
方
法
の

検
討
と
計
画

課
題
解
決
に
向
け
た

実
践
活
動

実
践
活
動
の

評
価
・
改
善

自分の課題設定が容易にできた。

タブレットで
作業動画を共有

写真を添付した製作記録を
タブレットから提出

実習中、モニター
に計画例を提示

モニターに提示、動画の共有等により、
生徒が主体的に作業に取り組むように
なった。

生徒の課題への取組がいつでも確認で
きるので、個別の指導や評価が容易に
できた。

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 中学校 技術・家庭（家庭分野）

中学校技術・家庭 -4-



中学校２年
「日常食の調理」

学年

題材

<使用するアプリ等＞
◯Google Jamboard
◯Google スプレッドシート
◯タブレット端末 カメラ機能

生徒自身が習得した知識・技能を主体的に活用し、調理計画に関する課題を見出し、グループ活

動などを通じて解決方法を考え、実践に向けて具体的に計画を立てることができるようにする。
また、実践を評価・改善できるよう自ら学習を調整する力を養う。

目指す力

次の問題解決の視点

活

用

の

流

れ

評価調理実習調理計画課題の設定調理に関する知識の理解

配膳したものを写真に撮って挿入
し、実践を通して気付いたこと、
感じたことをまとめ、評価・改善
し、次への学習の調整を行う。

実習中は教室
前方にモニ
ターで計画例
を写しておく。

生徒のもっている知識
や授業で学んだ内容を
班ごとに出しまとめ、
全体で共有する。

調理実習における衛生
や安全、効率などの配
慮項目を共同編集で
ピックアップし自分の
課題を見付ける。

課題設定で決めた課題を意識し、各自で計画を考える。

成
果

課
題

〇調理で気を付けることを簡単に全体に共有できるので、自分の課題の設定が容易にできる。
〇実習２回分行うことで、評価・改善し次回への学習の調整をすることができる。
〇生徒の課題への取組みがいつでも確認できるので、つまづきの指導や評価が容易にできる。

●児童生徒が振返りやすいよう、Googleサイトの活用な
ど工夫が必要である。
●共同編集の際のルールや指示に工夫が必要である。

令和４年度調査研究 GIGAスクール構想における1人１台／BYOD環境を活かしたICTの活用
～中学校 技術・家庭科（家庭分野）～ 久喜市立鷲宮中学校 教諭 落合さやか

各学習場面で、知識・技能習得やそれらを活かした思考・判断・表現による課題解決活動を個別最適化するためにICT

を活用し、生徒一人一人が自ら最適な学び方を選択できるよう、学習環境や指導方法を研究していく。
技術・家庭科

部会目的

●調理の流れを確認し手順を考えた効率的な調理計画の作成について、一律に指導
することが多く、自分なりに検討させる場面の設定が難しい。
●生徒によって生活経験が違うことから、調理上の注意すべき事柄が自分の課題と
して上がりにくい現状がある。

現状

課題

中学校技術・家庭 -5-



～中学校 技術・家庭科（家庭分野）～ 新座市立第四中学校 教諭 大関 さわ子
各学習場面で、知識・技能習得やそれらを活かした思考・判断・表現による課題解決活動を個別最適化するために

ICTを活用し、生徒一人一人が自ら最適な学び方を選択できるよう、学習環境や指導方法を研究していく。

。

令和４年度調査研究 ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用

学年
題材

中学校１年
「布を用いた物の製作をし
て生活を豊かにしよう」

技術・家庭科
部会目的

目指
す力

＜使用するアプリ等＞
ロイロノート
（または、 Google スライド）
カメラ機能

成
果

課
題

●自分や家族の生活を豊かにする物を製作する際に、一人一人製作す
る物が異なるため、指導や支援が難しい。
●一人一人の進度や理解度、つまづきの把握が難しい。

現状
課題

課題をもって、製作する物に適した材料や縫い方、用具
の安全な取り扱いに関する基礎的・基本的な知識・技能
を身に付け、資源や環境に配慮して製作計画を考え、製
作を工夫することができる力を養う。

活
用
の
流
れ

生活の
課題発見

解決方法の
検討と計画 課題解決に向けた実践活動

実践活動の
評価・改善

家庭地域
での実践

自分や家族
の生活を振
り返り、布
を用いた物
の製作を通
してより便
利にしたり、
快適にした
りしたいこ
とを見つけ
る。

生活を
豊かに
する物
の製作
に向け
て、計
画を立
てる。

生活を豊かにする物の
製作を行う。毎授業後
に、写真を添付した製
作記録を作成し、提出
する。（ロイロノー
ト）
⇒一人一人の進度や理
解度等を把握し、必要
に応じてコメントや次
時の授業で支援を行う。

基礎的・
基本的な
技能に関
する動画
を共有し
ておき、
必要に応
じて閲覧
できるよ
うにして
おく。

レポートは、身に付けた資質・能力をきち
んと表出できるよう、デジタル（PC）と
アナログ（手書き）を選択できるようにし
た。

製作した物を実生
活の中で活用し、
実践を振り返る。

○生徒にとっては、写真の添付を伴う製作記録を容易に作ることができ、短時
間で有意義な振り返りを行うことができた。それによって、次時の活動をより
スムーズに行うことにつながった。
○教師にとっては、一目で生徒１人ひとりの理解度や進度、つまづきを把握す
ることができ、授業改善や、次時の全体指導や個別支援に役立った。

●教材の提示・配付については、デジタルとアナログの両方を用意
しておくなどし、生徒一人一人の特徴に応じた準備が必要である。
●生徒自身が、デジタル（PC）とアナログ（手書き）のどちらの
方が、身に付けた資質・能力を上手に表出できるのか、自覚させる
必要がある。
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 小・中学校 外国語

外国語における言語活動の充実を図るＩＣＴの活用
～主体的な学びを促し、思考力，判断力，表現力等の育成を目指して～

研究テーマ

児童生徒が身に付けるべき資質・能力や児童生徒の実態，教材の内容などに応じて，視聴覚教材やコンピュー
タ，情報通信ネットワーク，教育機器などを有効活用し，児童生徒の興味・関心をより高め，指導の効率化や言
語活動の更なる充実を図るようにすること。（小中学校学習指導要領（平成２９年度告示）より）

研究概要 研究の成果

外国語指導におけるICT活用 アルファベット導入での活用
（小学校・外国語活動）

〇 アルファベットに慣れ親しませる
カード並べやビンゴゲームなど
〇 仲間分けクイズ
〇 共有閲覧モードによる交流

発表活動での活用
（中学校・外国語）

〇 プレゼンテーションソフトを活用
した発表資料の作成と共同編集
〇 ビデオ機能を活用して学習前後に
発表の様子を動画で撮影

オンラインによる他校の児童
との交流（小学校・外国語）

〇 オンラインでグループごとに初め
て会う他校の同級生に自己紹介
〇 ビデオ機能を活用して記録

〇 ＩＣＴ活用初期段階において、児童生徒が思考，
判断，表現する場面では、ＩＣＴの操作面に注意が
向いてしまい、外国語の言語面や内容面での思考
が深まりにくい傾向が見られた。
〇 目的に応じてＩＣＴを活用する場面と紙ベースの
教材等を活用する場面を効果的に使い分ける、も
しくは児童生徒に選ばせる機会を設定する。

課題

研究１

研究１

研究２ 研究３

研究２

研究３

【言語活動・練習】で活用

児童生徒の言語活動の更なる充実と

指導・評価の効率化を図ること

研究１ 研究2

【交流・遠隔授業】で活用

遠隔地・海外とのコミュニケーショ

ンと災害などの非常時への対応

研究３

○ 時間や場所の制限が少なく、言語活動に取り
組ませる時間を十分に確保することができた。
〇 明確な目的や場面・状況等の設定により、相
手意識を持ち、主体的に学習に取り組む姿が
見られた。
〇 共同編集や共同閲覧機能により、協働的な学
びが深まった。
〇 単元を貫く言語活動を設定し、ＩＣＴを活用して
児童生徒自身が自らの動画や成果物等を振り返
ることで、成果と課題が明確になり、主体的で、か
つ深い学びを促すことができた。また、教師の適
切な評価にもつながった。

[コンテンツ・授業運営]として活用
興味・関心学習の質を高めることが

ねらい
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・ タブレット端末の操作は、４月から始めている。操作が上手な児童と苦手な児童の二
極化が見られる。
・ 外国語活動を楽しいと感じている児童が多いが、苦手意識を持ち始めている児童も
出始めている。

〇カメラ機能
〇スクールタクト

研
究
内
容

○ 仲間分けをしている際に、
音声を聞こえるようにしたとこ
ろ、児童が仲間分けをしなが
ら音声を確認する姿が見られ、
進んで音声に慣れ親しんでい
る姿が見られた。
○ 共同閲覧モードを活用する
ことで、１枚１枚印刷する必要
がなく、また、交流が手軽に
できた。

○ 一人一人がタブレット端末
を持ち帰ることで、意欲的にア
ルファベット探しを行っていた。

○ 作業ペースの差があり、操作
が苦手な児童に対するフォロー
を再考する必要がある。
○ どの程度、効果的だったのかと
いう比較・検証をする必要がある。

「入門期におけるアルファベット導入での活用」 上尾市立今泉小学校 教諭 佐々木雄亮〔外国語活動〕

現状と課題

単元を貫く言語活動を「オリジナルアルファベットカードをこうかんしよう」と設定し、苦手
と感じている児童も「やってみたい」と感じることができるようにすることで、進んでアルファ
ベットに慣れ親しみ、意欲的に友達と関わろうとする児童を育成する。

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成 果

課 題

・ 単元のゴールを確認する。
・ アルファベットとローマ字の違いを知る。
・ 身の回りのアルファベット集めを行う。（タブレット端末を持ち帰り、町中のアルファ
ベットを撮影する。）

・ カード並べや文字当てクイズ、ポインティングゲーム、ビンゴゲームなどを通
して、アルファベットの音声や形に慣れ親しませる。
・ ビンゴゲームは自分でアルファベットを選んで作ることで参加意欲を高める。
・ スクールタクトを活用し、アルファベットの形などに着目して、仲間分けをする
ことで、アルファベットの形に慣れ親しませる。音声も合わせて聞けるようにす
る。また、仲間分けしたものをクイズ形式にすることで、活動意欲を高めるとと
もに、繰り返しアルファベットに慣れ親しむことができるようにする。
・ 仲間わけしたものをスクールタクトの共同閲覧モードを活用することで、共有
したり、問題を出し合ったりできるようにする。

・ スクールタクトの共同閲覧モードを活用し、オリジナルアルファベットカードを作成し、
交流する。
・ スクールタクトの投票機能を活用し、どのカードが良かったか投票する。
・ 作成したカードを印刷し、グループの中で交換する。

第１時

第
２、３
時

第４時

小学校 第３学年 外国語活動

Let’s try 「UNIT6 ALPHABET」

学 年

科目/単元

研究１
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中学校 第１学年 外国語

「PROGRAM 6 The Way to School」

学 年

・ 英語で自分の考えを他者へと伝えられる生徒は多いが、自分の考えを整理し、効果
的に相手に伝える力に課題がある。
・ 相手に合わせて英語による表現を選択することが求められる。
。

〇ビデオ機能
〇Microsoft Teams

研
究
内
容

○単元を貫く課題を設定し、第１時
から言語活動に取り組むことで、
自身の成果と課題が明確になり、
以降の学習場面において主体的
に取り組む姿が常に見られた。
○動画を撮影し、学習前と学習後
を比較させることで単元を通した
学びを何度も振り返れた。
○Microsoft Teamsを活用したプレ
ゼンテーションソフトの共同編集
機能やビデオ撮影により、協働
的な学びが深まった。
○ＩＣＴの活用により、生徒の伝え
たいことが整理され、主体的に
対話をする場面が多く見られた。

○ＩＣＴを活用する場面と紙・ペンを
活用する場面の使い分け

○生徒個々の取組への適切な
フィードバックの方法

○効果的なデータの蓄積および活
用方法の確立および検証

「自分の考えを他者へ英語で伝える発表活動での活用 」 埼玉大学教育学部附属中学校 教諭 蓬澤守〔外国語〕

科目/単元

現状と課題

単元を貫く課題を設定した上で「自分の考えを他者へと英語で伝える」場面にて、ビデオ
機能を活用することで、「事実や自分の考え，気持ちなどが整理されているか」を客観的
に捉えることで理解を深め、主体的に問題を解決しようとする態度を育成する。

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成 果

課 題

第１時

第
２～６
時

第７時

・単元のゴールを確認する。
・プレゼンテーションソフトを活用し、発表資料を作成する。
・発表の様子を動画として撮影し、振り返る（学習前）。

・「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」を活用し、より効果的
に自分の考えを伝える方法について学びを深めていく。
・教科書本文から「他者へ効果的に伝える表現方法」について学ぶ。
・教科書の意味内容の伝達活動（ストーリーリテリング）を通し、情報を正確に伝
達することや、相手の理解が深まるように、情報を整理し伝達する意義を学ぶ。
・教科書での学びを自身の発表に生かして効果的に相手に伝えられるよう、単元
を通してプレゼンテーションソフトを用いた即興での発表活動を繰り返し行っていく。
・Microsoft Teamsを活用した課題提出や、クラウド上でプレゼンテーションソフト
の共同編集機能を活用し、他者のよさや自身の学びを共有する。

・プレゼンテーションソフトを活用し、他者へ発表する。
・発表の様子を動画として撮影（学習後）し、学習前の動画
と比較させ、単元を通した個人の成長を振り返らせる。
・パフォーマンステストとしてＡＬＴ等へ発表させる。

研究２
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ああああ

〇Google Classroom
〇Google Meet
〇ビデオ機能

・ 言語活動で伝える相手が、日頃から関わり合いのある級友やALTといった特定の
人物に限られているため、疑似体験が多くなってしまう。
・ 聞き手を意識した伝え方ができる児童が少ない。

研
究
内
容

〇時間・場所の制限がない。
〇学級ごとの差が生じず全
児童が平等に実施できる。
自宅からの参加でも同じ
学習成果を得られる。
〇自席ですぐに活動できる
ので、交流する時間を十
分に確保できる。

〇ヘッドセットを１人１つ準備
する必要である。
〇音声の途切れや画面の乱
れ等ＩＣＴの不具合があると、
児童同士のやり取りにも影
響が出てしまうことがある。

「オンラインによる他校の児童との交流 」 久喜市立栗橋南小学校 教諭 恩田 早苗〔外国語〕研究３

現状と課題

疑似的でない学習環境をＩＣＴにより実現し、オンラインでやり取りを行うことで、自分の
ことを伝える必要性や相手意識をもった積極的なコミュニケーション態度を育成する。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

第１時

第２時

第３時

自己紹介の準備

「初めて会う同級生に
自己紹介をしよう」
・Google Meetを使用し
て、グループごとに交
流する。

パフォーマンステスト
・ビデオ機能を使って、
記録する。

他校の小学生と英語でのやり取り（オンライン）

Google Classroomにて、相手校と
事前打ち合わせ
・時程の調整 ・進行の仕方

大型スクリーンを使用しながら、教師が状況
や進行を確認する。

ヘッドセットの使用により、
ハウリングせず各教室にて
実施できる。

記録の蓄積が適切な評価に
つながる。

事前

小学校 第６学年 外国語

「Check Your Steps」

学 年

科目/単元
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第３学年１組 外国語活動学習指導案 
 

令和４年１０月１２日（水）第５校時 

場 所         ３年１組教室 

児童数            ３３名 

指導者    教 諭  佐々木 雄亮 

ＡＬＴ  シャラード・ゴッシュ 

 

１ 単元名 Unit６「ALPHABET」 

 

２ 単元について 

(1) 単元について 

本単元は、アルファベットの文字を題材とする初めての単元となり、大文字とその

読み方に慣れ親しむことが目標となる。児童は、国語科でローマ字の学習をしたり、

日常生活において、地域にあるアルファベットの文字が使われた様々な標示を見たり

している。このような、他教科とのつながりや、日常生活と関連付けていく。 

(2) 児童の実態について 

児童は、９月上旬に国語科「ローマ字」でアルファベットの学習をしている。それ

以来、ICT端末の入力にローマ字でチャレンジしたり、入力練習ソフトに挑戦したり

とローマ字の学習がきっかけとなり、より ICT端末への意識が高まっている。 

一方で、ローマ字の学習では、主に小文字で取り組み、アルファベットの名称につ

いては深く学習していない。 

本授業を行うにあたり、アンケート調査を行った。結果は以下の通りである。 

 
アンケート調査の結果から以下のことがわかる。 

〇９割以上の児童が外国語活動の授業を楽しいと感じている。 

〇学習用端末がやりとりや発表に使いやすいと感じている児童が多い。 

△楽しいと感じているものの、苦手意識をもっている児童が半数いる。 

△やる気を高めることについては、半数が効果的と感じているものの、その効果に 

ついて疑問を抱いている児童が半数近くいる。 

また、それぞれのアンケート項目において自由記述欄を設け、理由を記述式で行

った。好きな理由としては、ゲームや遊び、クイズを挙げる児童が多く見られた。

中には友達との英語でのやりとりが楽しい、外国語を習うことが楽しいなどの理由

資料１
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も見られた。一方で、英語の言い方がわからない、ALTの言っていることが分から

ない、スムーズにしゃべることができないなどが、嫌い・不得意の理由として挙げ

られていた。 

 

(3) 指導観 

（１）、（２）から、本単元の言語活動を「オリジナルイニシャルカードを作り、

友達と交流しよう」に設定した。オリジナルイニシャルカードの交流をねらいとする

ことで、アルファベットを学習する目的を明確にする。また、学習用端末を効果的に

使うことにより、書く学習をしない３年生でもカードの作成ができるようにしてい

く。さらに、言語活動につながる活動にするために、ゲームやクイズを取り入れ、楽

しく児童が学習できるようにしていく。 

  

３ 単元の目標    

（1） 身の回りには活字体の文字であらわされているものがあることに気付き、活字体

の大文字とその読み方に慣れ親しむ。           ＜知識及び理解＞ 

（2） 自分が調べた身近なアルファベットを友達に伝えるために、自分の姓名の頭文字

を伝え合う。        ＜思考力、判断力、表現力＞ 

（3） 自分が調べた身近なアルファベットを友達に伝えるために、相手に伝わるように

工夫しながら、自分の姓名の頭文字を伝えようとする。 

＜主体的に学習に取り組む態度＞ 

 

４ 本時の指導（３／４） 

（１）目標 

 活字体の文字とその読み方に慣れ親しむ。＜知識及び技能＞ 

（２）展 開 

活動内容 児童の活動 

指導者の活動 
指導上の留意点  

（○） 

評価の観点・方法 

（◆） 

教具・教材 （◎） 

時間 

担任の活動 ＡＬＴの活動 

1. 挨拶を

する。 

1 全体であいさ

つをする。 

1 児童を観察

し、よい児童

を称賛する。 

1 全体に対して

あいさつをす

る。 

 

 

 

 

 

 

２ 

2. 【Let’s 

sing a 

song.】 
歌を歌

う。 

1 「ABC song」

を歌う。 

1 歌い方を確認

する。 

1 机間指導を行

い、適宜個別

に支援する。 

○ 前回学習したア

ルファベットを

確認し、そのア

ルファベットの

み大きな声で歌

うことを確認す

る。 

５ 

オリジナルアルファベットカードこうかんにむけて、アルファベットなかまわけク

イズをしよう。 
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1. 【Let’s 

play１】

Bingo 

game 

1 ビンゴゲーム

に取り組む。 

2 アルファベッ

トをリピート

する。 

1 児童用アルフ

ァベットカー

ドから９枚選

ばせ、縦横３

列ずつに並べ

させる。 

2 出てきたアル

ファベットリ

ピートさせ

る。 

1 ランダムにア

ルファベット

を読む。 

○ 後半は D、E、T

など名称が似て

いる文字を扱う

ようにする。 

○ 「ON」「ATM」

など、児童が見

たことがあるよ

うなアルファベ

ットも扱い、興

味・関心を高め

る。 

１０ 

2. 【Let’s 

play2】 

「アル

ファベ

ットな

かまク

イズを

しよ

う」 

1 アルファベッ

トの仲間分け

をする。 

2 グループでど

のような仲間

分けをしたか

クイズを出し

合う。 

3 代表１名が仲

間分けを発表

する。 

1 教科書にある

仲間分けの例

を紹介する。 

2 アルファベッ

トの仲間分け

をさせる。 

3 代表児童を指

名し、全体で

共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 アルファベッ

トの読み方を

確認する。 

2 つまずいてい

る児童には支

援をする。 

○ ３つ以上に分け

たり、一部の文

字だけで、グル

ープを分けたり

してもよいこと

とし、全員が仲

間分けできるよ

うにする。 

◎ ICT端末 

２０ 

3. 振り返

り及び

挨拶 

1 振り返りを書

く。 

2 挨拶をする。 

· 児童の頑張り

を称賛する。 

· 全体に挨拶を

する。 

· 全体にあいさ

つをする。 

○ 本時の課題に対

しての振り返り

が書けるように

する。 

８ 

 

◆評価規準 
活字の文字とその読み方に慣れ親しむ。 
評価方法 
＜行動観察、振り返りシート＞ 
支援方法 
・Ｃ→Ｂへの手立て 
ICT端末を活用し、繰り返し聞くことができるようにしながら取り組むことができるようにする。 
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11月 30日（水） 第５校時 

  第１学年Ｂ組 英語科学習指導案 
 

授業者 蓬 澤  守  
 

１ 単  元  PROGRAM ６    The Way to School 

(Sunshine English Course 1) 

２ 単元について 

(1) 題材について 
本課は，エミリーが『世界の果ての通学路』という映画について，登場人物であるジャクソンや

彼の置かれている状況について健に説明する場面から始まる。置かれた状況を乗り越え，生活する
姿や彼の夢について共有することで話は展開していく。 

私たちが普段，安心・安全に学校に通っていることは，地球規模で考えた際には当たり前ではな
いということやその中でも必死に自分の夢のために努力する人たちがいることの尊さを改めて考
えさせてくれる題材である。英語を用いて，相手に自分の意思や考えを整理し伝えることや，相手
から情報等を聞き取ることなどの大切さについても考えさせ，論理的な意見・情報を発信できるよ
う指導していきたい。 

(2) 言語材料について 
本課では「人称を表す代名詞（目的格）」，「疑問詞 why および接続詞 because」について学習す

る。「人称を表す代名詞（目的格）」については，be 動詞や一般動詞を伴い代名詞を用いることで，
動作の対象として，その人を詳細に表す方法を学習する。既習であるほかの「人称を表す代名詞」
との関係性を整理することで，表現の幅が広がる。話し手の立場から適切な代名詞を設定すること
に留意しながらも，自分の考えや気持ちも伝えることのできる表現方法である。 

「疑問詞 why および接続詞 because」については，すでに小学校で扱っている内容にはなるが，
中学校ではこれらの文法事項に関する意味や文構造および答え方に焦点を置き学習する。意味や文
構造を把握しながら，理由を答えさせることにで，正確に自分自身の気持ちや考えの根拠を相手に
伝えることができるようになる。 

これらについては，文における語順や表す意味に焦点を当て，適切な場面において使用させるこ
とで，定着を図っていくようにする。そして仲間との協働の中で運用させながら，最終的には自分
の感情や考えと共に活用させられるようにしたい。 

(3) 学校研究との関わりについて 

英語科では，「主体的・対話的で深い学び」を進める中で，生徒一人一人の挑戦心を育むことで
資質・能力の育成を図ることができるよう，以下の二つの手立てによって授業実践を進めている。 

【手立て１：「挑戦心を引き出す学習指導の工夫」】について，相手意識を持った英語による情報
交換を進められるよう指導や支援を行っている。自分しか知り得ない情報を他者に伝える際，相手
の理解度を確認しながら，使用する表現や言語、また伝達内容を工夫する必要がある。テーマ会話
活動や課題解決型の活動などを取り入れる中で，生徒同士での英語でのやり取りから生徒が粘り強
く取り組めるよう，継続的な指導を積み重ねている。 

【手立て２「個別最適な学びの工夫」】について，生徒が自ら課題を捉え，生徒自身が現状と目
標との差を理解することが必要であり，各授業や活動における振り返りが重要となる。例えば，他
者の考えを聞き，相互評価を行う活動においても，適切な評価基準を設定しながら，仲間への振り
返りを行わせる必要がある。その過程で，自身の意見やパフォーマンスと比較をさせることで，自
己の課題もより明確になり，学習への見通しや挑戦心を持つことに繋がるような工夫を行っている。 
本課ではまとめの活動として，自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，相手意識を持ち

ながら自分の考えや意見を表現する場面を設定する。聞き手が理解しやすいような内容，話し方だ
けではなく，効果的な伝え方についても目を向けさせ，考えさせたい。 

 

３ 生徒の実態 

男子 19名，女子 18名で，男女の分け隔てなく様々な場面で互いに協力し，一生懸命取り組むこと
のできる学級である。特に「聞くこと」や「話すこと」の活動においては，既習の事項を活用して自
分の意見を積極的に伝達したり，相手からの意見を受容したりする姿が見られる。また仲間の努力を
認め，自己の改善のために努力を積み重ねることのできる生徒も増えてきており，英語を使えるよう
になりたいという姿勢が多くの生徒に見られるようになってきた。 

一方，現状として，英語を用いて自分の考えや意見を交わす活動に自信がなく，積極的に取り組む
ことのできない生徒も少なからずいる。基礎的・基本的な文のつくり方や用法を確認し，十分な練習
を行った後で活用させるなど，段階を踏んだ授業展開を行い，適宜教師からのフィードバックを行う
ことで，自信をもって表現できるよう工夫をする。また活動形態をペアやグループなど，生徒同士で
学び，支援できる環境を整え，全員がその授業１時間で「成長できた」と実感できる支援を行いたい。 

資料２
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４ 単元の目標 

自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，「人称を表す代名詞（目的格）」や「疑問詞 why

および接続詞 because」の特徴やきまりに関する事項を活用しながら，自分の考えを整理し，簡単な

語句や文を用いてまとまりのある内容を英語で表すことができる。 

・「人称を表す代名詞（目的格）」や「疑問詞 why および接続詞 because」の特徴やきまりに関する

事項を理解し，使用する技能を身に付けている。〈知識及び技能〉 

・自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを整理し，簡単な語句や文を用いて

まとまりのある内容を話している。〈思考力，判断力，表現力等〉 

・自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを整理し，簡単な語句や文を用いて

まとまりのある内容を話そうとしている。〈学びに向かう力，人間性等〉 
 

５ 単元の評価規準 

（本単元における「話すこと［やり取り］」については，目標に向けての指導は行うが，本単元内

で記録に残す評価は行わない） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

聞くこと 

（聞） 

＜知識＞ 
①「人称を表す代名詞（目的格）」や「疑

問詞 why および接続詞 because」の
特徴やきまりを理解している。 

＜技能＞ 
②「人称を表す代名詞（目的格）」や「疑

問詞 why および接続詞 because」の
理解をもとに自分の尊敬する人物や
紹介したい人物について聞きとる技
能を身に付けている。 

  

読むこと 

（読） 

＜知識＞ 
①「人称を表す代名詞（目的格）」や「疑

問詞 why および接続詞 because」の
意味や働きを理解している。 

＜技能＞ 
②「人称を表す代名詞（目的格）」や「疑

問詞 why および接続詞 because」の理
解をもとに自分の尊敬する人物や紹介
したい人物について書かれた英文の内
容を読み取る技能を身に付けている。 

  

話すこと 

［発表］ 

（発） 

 自分の尊敬する人や紹介したい人
物について，自分の考えを整理し，
簡単な語句や文を用いてまとまり
のある内容をクラスメイトやＡＬ
Ｔに述べている。 

自分の尊敬する人物や紹介したい
人物について，自分の考えを整理
し，簡単な語句や文を用いてまとま
りのある内容をクラスメイトやＡ
ＬＴに述べようとしている。 

書くこと 

（書） 

 自分の尊敬する人物や紹介したい
人物について，自分の考えを整理
し，簡単な語句や文を用いてまとま
りのある内容を英語で書いている。 

自分の尊敬する人物や紹介したい
人物について，自分の考えを整理
し，簡単な語句や文を用いてまとま
りのある内容を英語で書こうとし
ている。 

 

６ 単元の指導と評価の計画（６時間扱い） 

時 ◆ねらい  ○活動 

評 価 

知
・
技 

 

思
・
判
・
表 

態 ◎評価規準＜評価方法＞ 

１ 

◆本単元で理解する内容や身に付ける技能および単元を通してできるようになることを確認する。 
◆「人称を表す代名詞（目的格）」の用法の特徴やきまりに関する事項を理解し，他者に仲間の好きなことや事実について伝える活動を

通して，事実を整理し，「人称を表す代名詞（目的格）」の用法を活用しながら英語で話をする。 
○エミリーと健との登場人物に関する対話を基に，単元の内容
についての理解を深める。 

○情報端末を活用しながら，自分の尊敬する人物や紹介したい
人物について，既習の事項をもとに，クラスメイトに英語で
説明してみる。 

○「人称を表す代名詞（目的格）」の用法の特徴やきまりについ
て，言語活動を通して理解する。 

    

2 

◆教科書本文（Think １）を聞いたり読んだりして内容を理解し，登場人物に関する事項を英文で描写する活動を通して，
他者に自分の考えを効果的に伝える方法を確認するために，本課で学習した用法などを活用して，事実を話す。 

○「人称を表す代名詞（目的格）」の用法が用いられた教科書本
文の内容を理解する。 
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○教科書本文の内容を活用し，登場人物に関する事項を英文で
描写する活動を通して，他者に自分の考えを効果的に伝える
方法を確認するために，本課で学習した用法などを活用して，
事実を話す。 

○教科書本文の内容やそれに関連した内容について，自分の考
えをもち，他者と意見交換する。 

3 

◆「疑問詞 why および接続詞 because」の用法の特徴やきまりに関する事項を理解し，クラスメイトに対して場面絵等の
様子を描写し，伝える活動を通して，事実を整理し，本課で学習した用法を活用しながら英語で話をする。 

○「疑問詞 why および接続詞 because」の用法の特徴やきまりに
ついて，言語活動を通して理解する。 

○場面絵等の様子を描写する活動を通して，本課で学習した用
法などを活用して，事実を話す。 

    

4 

◆教科書本文（Think ２）を聞いたり読んだりして内容を理解し，登場人物に関する事項を英文で描写する活動を通して，
他者に自分の考えを効果的に伝える方法を確認するために，本課で学習した用法などを活用して，事実を話す。 

○「疑問詞 why および接続詞 because」が用いられた教科書本
文の内容を理解する。 

○教科書本文の内容を活用し，登場人物に関する事項を英文で
描写する活動を通し，他者に自分の考えを効果的に伝える方
法を確認するために，本課で学習した用法などを活用して，
事実を話す。 

○教科書本文の内容やそれに関連した内容について，自分の考
えをもち，他者と意見交換する。 

    

5 
本
時 

◆自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを，簡単な語句や英文を用いてクラスメイト
やＡＬＴに伝える。 

○教科書本文の内容を活用し，自分の尊敬する人物や紹介した
い人物について，考え，クラスメイトや ALT に伝える。 

 
○他者との英語での意見交換を基に，自分の意見を，再度まと
め，英文を用いて書き表す。 

 (発) 
 

(発) 
 

◎自分の尊敬する人や紹介したい人物
について，自分の考えを整理し，簡
単な語句や文を用いてまとまりのあ
る内容をクラスメイトやＡＬＴに述
べている。＜活動観察及び分析＞ 

◎自分の尊敬する人や紹介したい人物
について，自分の考えを整理し，簡
単な語句や文を用いてまとまりのあ
る内容をクラスメイトやＡＬＴに述
べようとしている。＜活動観察及び
動画分析＞ 

6 

◆自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまり
のある内容を英語で表す。 

○他者との英語での意見交換や教科書本文の内容を活用し，自
分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを
形成，整理，再構築し，英文で書き表す。  

 書 
 

書 
 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人
物について，事実や自分の考えを整
理し，簡単な語句や文を用いて，ま
とまりのある英文を書いている。＜
ワークシート分析＞ 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人
物について，事実や自分の考えを整
理し，簡単な語句や文を用いて，ま
とまりのある英文を書こうとしてい
る。＜活動分析及びワークシート分
析＞ 

後
日 

・パフォーマンステスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ペーパーテスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
聞 
読 

発 
 

発 
 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人
物について，自分の考えを整理し，
簡単な語句や文を用いてまとまりの
ある内容をクラスメイトやＡＬＴに
述べている。＜活動観察及びワーク
シート分析＞ 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人
物について，自分の考えを整理し，
簡単な語句や文を用いてまとまりの
ある内容をクラスメイトやＡＬＴに
述べようとしている。＜活動観察及
びワークシート分析＞ 

 

７ 本時の学習 

(1) 目 標 
・自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを，簡単な語句や英文を用いてまと
まりのある内容をクラスメイトや ALT に伝えることができる。 

 

(2) 教 具 

  ・コンピュータ  ・プロジェクター  ・情報端末(生徒用タブレット PC)  ・ワークシート 
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(3) 展 開（５／６）【パターンＡ(理想の形はこちら)】 

過

程 
学 習 活 動 ・ 学 習 内 容 ≪形 態≫ 

・指導上の留意点   ◎評価 

☆学校研究とのかかわり 

復
習
４
分 

１ ウォームアップ 

 (1) あいさつ 

 (2) 歌 “High Hopes(Panic! At The Disco)”≪一斉≫ 

 

 

・発音とリズムを意識して練習をさせる。 

・音声面を中心に，歌詞を基に，フィードバックを行う。 

導
入
８
分 

２ 会話場面をもとにした英会話活動 
(1) 場面・状況確認 
 

 
 

☆【手立て１】「挑戦心を引き出す指導の工夫」 
・単元の最初に行った活動や目的を再度捉えさせ，
ＡＬＴに英語で説明するということ，尊敬する人
や紹介したい人を説明しながら，普段どんなこと
を考えているのか等を相手にわかってもらえるよ
うにするためにはどう伝えればよいかについて，
様々な視点から生徒に考えさせ，どのように英語
による発表を行うかについて意識を向けさせる。 

 

展

開 

32

分 

 

 

(2) “Presentation in Triangle Exercise! 1st Round” 

 ≪グループ≫ 
 ①活動のねらいを確認する。 
 
 
 
②活動の手順と評価基準を確認する。 

 ③３人組を作り，役割分担を行う。 
・Speaker（話し手）・Listener（聞き手） 

・Observer（観察者（評価者）） 
④観察者の生徒は発表している生徒の様 
子を見聞きし，チェックシートに基づい 
て評価を行う。聞き手については，話し
手のタブレットパソコンで撮影し，フィ
ードバックの際に活かす。 

⑤役割を交代しながら活動を行う。 
  
 (3) 生徒によるPresentation   ≪個人≫ 
   
 
(4) 教師によるフィードバック 

 
 
 (5) “Presentation in Triangle Exercise! 2nd Round” 

 ≪グループ≫ 
 
 
 
(6) 生徒によるPresentation 
 
 
(7) 教師によるフィードバック 
 
(8) “Telling Your Idea to Your Partner”    

≪ペア≫ 
「活動をもとに，自分が伝えたい人につい
て１分間で，隣の仲間に英語でかつ口頭
にて伝えてみよう！」 
※話し手のタブレットパソコンで撮影し，
フィードバックの際に活かす。 

 

 
 
・課題やねらいをわかりやすく提示する。 
 
 
☆【手立て１】「挑戦心を育む指導の工夫」 
・適宜，生徒とのインタラクションを行い，具体的
な場面と共に評価基準についての確認をさせる。 

 
 
☆【手立て２】「個別最適な学びの工夫」 
・机間指導を適宜行い，生徒個々の理解度を把握す
ることや活動の取組への指導を行う。 

・タブレット端末を使いながら活動を記録させ，振
り返りの時間に活用するように促す。 

 
 
・内容面や言語運用面において優れているペアに発
表を促し，全体で共有し，どの点が良いか，音声・
内容の両側面から考えさせる。 

・よりよい会話活動にするための工夫や音声・内容
の両側面に関するフィードバックを行い，生徒
個々の取組について振り返らせる。 

・(2),(4)を踏まえ，別のグループで再度活動を行わ
せる。 

・タブレット端末を使いながら活動を記録させ，振
り返りの時間に活用するように促す。 

 
・内容面や言語運用面において優れているペアに発
表を促し，全体で共有し，どの点が良いか，音声・
内容の両側面から考えさせる。 

・よりよい会話活動にするための工夫や音声・内容
の両側面に関するフィードバックを行う。 

・“Presentation in Triangle Exercise!”を通して，
自分が実際に話を進めていきたい話をペアの生徒
に英語で話をさせ，学びの変容を自覚させる。 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを
整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容をクラス
メイトに伝えている。＜活動観察及び動画分析＞ 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを
整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容をクラス
メイトに伝えようとしている。＜活動観察及び動画分析＞ 

整
理
６
分 

３ まとめ          ≪一斉・個人≫ 
“Writing Your Idea”   
「実際に話そうと思っている内容を英文で
書いてまとめてみよう！」 

 
４ あいさつ 

 
☆【手立て２】「個別最適な学びの工夫」 
・当日自分が英語で伝えたいことを英文としてプレ
ゼンテーションソフトのスライド上のノート欄に
入力をさせることで，自身の成長を確認させる。 

・内容のまとめと次時の連絡をする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの事を少しずつ知り始めたＡＬＴがより、君たち
が普段どんなことを考えているか知りたいと思ってい
る。あなたの尊敬する人や紹介したい人について発表を
するためにどうすればいいか考え，絵を用いたプレゼン
テーション形式での発表にて実践する。 

《 活動のねらい 》“Presentation in Triangle Exercise”  

・１分間で，英語を使って自分の尊敬する人や紹介したい人について効果的に相手に伝わるように工夫して伝えよう。 
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(3) 展 開（５／６）【パターンＢ（２(2),(3)の状況によっては(5)以降を以下のようにすることも考えられる）】 

過

程 
学 習 活 動 ・ 学 習 内 容 ≪形 態≫ 

・指導上の留意点   ◎評価 

☆学校研究とのかかわり 

復
習
４
分 

１ ウォームアップ 

 (1) あいさつ 

 (2) 歌 “High Hopes(Panic! At The Disco)”≪一斉≫ 

 

 

・発音とリズムを意識して練習をさせる。 

・音声面を中心に，歌詞を基に，フィードバックを行う。 

導
入
８
分 

２ 会話場面をもとにした英会話活動 
(1) 場面・状況確認 
 

 
 

☆【手立て１】「挑戦心を引き出す指導の工夫」 
・単元の最初に行った活動や目的を再度捉えさせ，
ＡＬＴに英語で説明するということ，尊敬する人
や紹介したい人を説明しながら，普段どんなこと
を考えているのか等を相手にわかってもらえるよ
うにするためにはどう伝えればよいかについて，
様々な視点から生徒に考えさせ，どのように英語
による発表を行うかについて意識を向けさせる。 

 

展

開 

32

分 

 

 

(2) “Presentation in Triangle Exercise! 1st Round” 

 ≪グループ≫ 
 ①活動のねらいを確認する。 
 
 
 
②活動の手順と評価基準を確認する。 

 ③３人組を作り，役割分担を行う。 
・Speaker（話し手）・Listener（聞き手） 

・Observer（観察者（評価者）） 
④観察者の生徒は発表している生徒の様 
子を見聞きし，チェックシートに基づい 
て評価を行う。聞き手については，話し
手のタブレットパソコンで撮影し，フィ
ードバックの際に活かす。 

⑤役割を交代しながら活動を行う。 
  
 (3) 生徒によるPresentation   ≪個人≫ 
   
 
(4) 教師によるフィードバック 

 
 
(5) “Telling Your Idea to Your Partner (Part 1)”  

≪前後ペア≫ 
「活動をもとに，自分が伝えたい人につい
て１分間で，近くの仲間に英語でかつ口
頭にて伝えてみよう！」 
※話し手のタブレットパソコンで撮影し，
フィードバックの際に活かす。 

 
(6) 教師によるフィードバック 

 
(7) “Telling Your Idea to Your Partner (Part 2)”  

≪左右ペア≫ 
 
(8) 教師によるフィードバック 

 
 
・課題やねらいをわかりやすく提示する。 
 
 
☆【手立て１】「挑戦心を育む指導の工夫」 
・適宜，生徒とのインタラクションを行い，具体的
な場面と共に評価基準についての確認をさせる。 

 
 
☆【手立て２】「個別最適な学びの工夫」 
・机間指導を適宜行い，生徒個々の理解度を把握す
ることや活動の取組への指導を行う。 

・タブレット端末を使いながら活動を記録させ，振
り返りの時間に活用するように促す。 

 
 
・内容面や言語運用面において優れているペアに発
表を促し，全体で共有し，どの点が良いか，音声・
内容の両側面から考えさせる。 

・よりよい会話活動にするための工夫や音声・内容
の両側面に関するフィードバックを行い，生徒
個々の取組について振り返らせる。 

・(2),(4)を踏まえ，元の座席における前後でのペア
を組み活動を行わせる。 

・タブレット端末を使いながら活動を記録させ，振
り返りの時間に活用するように促す。 

 
 
 
 
・内容面や言語運用面において優れている生徒に発
表を促し，全体で共有し，どの点が良いか，音声・
内容の両側面から考えさせる。 

・よりよい会話活動にするための工夫や音声・内容
の両側面に関するフィードバックを行う。 

・“Triangle Exercise!”や“Telling Your Idea to Your 
Partner”を通して，自分が実際に話を進めていき
たい話を左右で組むペアの生徒に英語で話をさ
せ，学びの変容を自覚させる。 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを
整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容をクラス
メイトに伝えている。＜活動観察及び動画分析＞ 

◎自分の尊敬する人物や紹介したい人物について，自分の考えを
整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容をクラス
メイトに伝えようとしている。＜活動観察及び動画分析＞ 

整
理
６
分 

３ まとめ          ≪一斉・個人≫ 
“Writing Your Idea”   
「実際に話そうと思っている内容を英文で
書いてまとめてみよう！」 

 
４ あいさつ 

 
☆【手立て２】「個別最適な学びの工夫」 
・当日自分が英語で伝えたいことを英文としてプレ
ゼンテーションソフトのスライド上のノート欄に
入力をさせることで，自身の成長を確認させる。 

・内容のまとめと次時の連絡をする。 
 

 

みんなの事を少しずつ知り始めたＡＬＴがより、君たち
が普段どんなことを考えているか知りたいと思ってい
る。あなたの尊敬する人や紹介したい人について発表を
するためにどうすればいいか考え，絵を用いたプレゼン
テーション形式での発表にて実践する。 

《 活動のねらい 》“Presentation in Triangle Exercise”  

・１分間で，英語を使って自分の尊敬する人や紹介したい人について効果的に相手に伝わるように工夫して伝えよう。 
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第６学年３組　外国語科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年１１月９日（水）第５校時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　活動場所　６年３組教室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　教諭　恩田　早苗

　　　　　　　　　　ALT　Leah Melissa Apalla

１　単元名　Check Your Steps　初めて会う友だちに自分のことを紹介しよう

２　単元について

　本単元は、学習してきたことをもとに自分の学びを確かめる学習である。“NEW HORIZON"の教科書で

は、「外国の人にメッセージを伝えよう」というテーマが設定されており、実際にはいないその人に向けたメッ

セージを擬似的に発表する単元である。しかし、今後コミュニケーションの目的や相手意識をより高めていく

ためには、疑似だけでなく実際の経験が必要となる。そこで、本授業では「初めて会う友だちに自分のことを

紹介しよう」というテーマを設定することにした。一人一台タブレットの良さを生かして、オンライン上で初めて

会う同級生と伝え合う活動である。児童のこれまでの経験では、自分自身のことを伝える相手は、級友や

ALTといった日頃から関わり合いのある特定の人物だけであったので、本授業の体験を通して、より目的意

識が高まることを期待する。さらに、発表者は単に自己紹介をするだけでなく、その後に聞き手とやり取りが

できることも目指していく。

３　児童の実態について

　本学級の児童は、外国語の授業に意欲的に取り組み、友だちとやり取りをしたり、クラス全体の前で発表

をしたりする表現活動に慣れてきている。しかし相手を意識した伝え方を工夫したり、即興的に返答したりす

る経験が少ない。そこで本時では、児童と中学校で出会うかもしれない近隣の小学生と交流することで、自

己紹介の必要性と、相手を知りたいという目的意識を明確にさせ取り組ませたい。オンラインでの交流はグ

ループごとに行い、相手の発表をしっかり聞いたり困っている友だちにアドバイスをしたりできるような楽しい

雰囲気でできるようにする。

４　単元の目標

　（１）初めて出会う同級生に既習の表現を使って自己紹介をしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈思考力・判断力・表現力等〉

　（２）相手に配慮しながら、自分のことについて伝え合おうとしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈学びに向かう力、人間性等〉

５　単元の評価規準

　（本単元における「話すこと［やり取り］」については、目標に向けての指導は行うが、本単元内　　で記録

に残す評価は行わない。）

　話すこと[発表]（発）

知識・技能

思考・判断・

表現

自己紹介をするために、自分の名前や好きなこと、日常生活、宝物などについて、簡単

な語句や基本的な表現を用いて考えや気持ちなどを話している。

主体的に学習に

取り組む態度

自己紹介をするために、自分の名前や好きなこと、日常生活、宝物などについて、簡単

な語句や基本的な表現を用いて考えや気持ちなどを話そうとしている。
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６　単元計画（３時間扱い）

時 ◆目標・◯活動

◎評価〈方法〉

知・技 思・判・表 　態 ◎評価規準〈評価方法〉

１ 自己紹介の準備をする。 本時では、目標に向けて指導を行うが、記

録に残す評価はしない。

２

本

自己紹介をし相手に質問を

したり答え合ったりする。

本時では、目標に向けて指導を行うが、記

録に残す評価はしない。

後

日

パフォーマンステスト

発

　

　発

聞き手に伝わるように配慮しながら、自分の

ことについて、既習表現を使いながら紹介

しようとしている。

７　本時の学習指導（本時２／３）

　（１）目標　初めて会う友だちに、自分のことを知ってもらうための自己紹介をしよう。

　（２）準備　電子黒板…電黒、タブレット…タブ、ヘッドホン…ヘッド、ワークシート…WS、振　　り返りカード

…振カ

　（３）本時の展開

時 児童の活動 指導者の活動 ALTの活動 準備

１ １　挨拶をする。 ・笑顔で明るい雰囲気づくりをする。

8 ２　warming up

本時のめあてを知り、やり方

の説明を聞く。ALTのデモンスト

レーションを見る。

・自己紹介やsmall talkの　

やり方を説明する。

・デモンストレーショ　ン

をする。

電黒

１０

１０

１０

３　Let’s talk①

・グループに分かれて、オン　ラ

インで自己紹介し合う。

４　全体で共有する。

５　Let’s talk➁

・改善点を踏まえて、もう一　度グ

ループに分かれて紹介　し合う。

・発表者を支援する。 ・発表者を支援する。 タブ

ヘッ

ド

WS

タブ

ヘッ

ド

５ ６　本時の活動を振り返り、　記

入する。

・本時の学習を通して、気づいたこと・目標への達　成

度を振り返らせ記入させる。

振カ

１ ７　挨拶をする。 ・学習できたことを伝え、笑顔で挨拶をする。
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 小中学校 体育・保健体育

研究テーマ 体育・保健体育の学習において、育成すべき３つの資質・能力の育成のためにICT活用目的を明確にした効果的な

ICTの活用の仕方について

研究概要育成すべき３つの資質・能力 研究の成果

知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

小 その特性に応じた各種の運動の行い
方及び身近な生活における健康・安全に
ついて理解するとともに、基本的な動き
や技能を身に付けるようにする。
中 各種の運動の特性に応じた技能等及
び個人生活における健康・安全について
理解するとともに、基本的な技能を身に
付けるようにする。

小 運動や健康についての自己の課題を
見付け、その解決に向けて思考し判断す
るとともに、他者に伝える力を養う。
中 運動や健康についての自他の課題を
発見し、合理的な解決に向けて思考し判
断するとともに、他者に伝える力を養う。

小 運動に親しむとともに健康の保持増
進と体力の向上を目指し、楽しく明るい
生活を営む態度を養う。
中 生涯にわたって運動に親しむととも
に健康の保持増進と体力の向上を目指し、
明るく豊かな生活を営む態度を養う。

知識及び技能習得場面での活用
〇手本動画の視聴
〇手本動画と自己の姿の比較、評価
〇運動の行い方、ポイント、歴史や文化
をインターネットで検索

思考力，判断力，表現力等の育成場面で
活用
◯手本動画と撮影動画を同時再生し、動
きを比較
〇個人やペアで撮影した動画を視聴し、
課題を把握

学びに向かう力，人間性等の育成場面で
活用
〇仲間の動きを撮影し、支援
〇自己や仲間の動画を視聴

〇自ら運動の知識を習得
〇持っている知識と自己の体の使い方を関連
付け

〇わかるとできるが結びつく
→知識及び技能の習得

〇運動の苦手な子でも活発な作戦の話合いや
技の習得に向けての具体的なアドバイス

〇習得した知識を活用しての練習場所の工夫
〇動きの質に着目した学習カードの記述
→思考力，判断力，表現力等の育成

〇個別最適な学びの実現
〇技能差関係なく友達を援助
〇安全面を客観的に把握
→学びに向かう力，人間性等の育成

課題
身に付けさせたことが身に付いているか規準を明確にした見取りが必要
子供が教師の手を離れる場面が増えるため、安全面には一層の配慮が必要
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体育・保健体育の学習において、育成すべき３つの資質・能力の育成のためにICT活用目的を明確にした
効果的なICTの活用の仕方について 伊奈町立小針北小学校 教諭 結城 光紀

小学校４年
「リズムダンス」

学年
単元

＜使用するアプリ等＞
〇カメラ機能
〇ミライシード「オクリンク」
○YouTube

指導計画

成果〇と課題●
〇第2時には学級の９割以上の児童が粗形態でダンスを
模倣し踊ることができていたことから知識及び技能の
習得において動画を視聴することは有効であった。
〇第４時には９割以上の児童が動きを覚え、第５時で
は約７割の児童が動きの質に着目した記述を学習カー
ドにしていたことから動画での動きの比較は思考力，
判断力，表現力等の育成に有効であった。
〇ICTを活用した個別最適な学びを行ったことで、学び
に向かう力，人間性等が養われた。
●子供とタブレットだけで学べてしまうので、教師が
ねらっていることが身についているか見取ることが必
要である。
●手本の動画には、ポイントを文字等で入れておく必
要がある。

動画を見て動きを覚える

動きを手本と比較する

動き方やリズムを知り、ダンスを習得するために、動画
を視聴する。【知識及び技能の習得】

【ICT活用場面】
◯グループ全員で一緒に確認する。◯スローで再生する。
◯１人で繰り返し部分再生する。 ★休み時間・家庭で
の活用も可能

動きの質を高めるために、自分のダンスを撮影し確認
する。【思考力，判断力，表現力の育成】

【ICT活用場面】◯手本動画と撮影動画を同時再生し、
動きを比較する。

ICT活用の目的と活用場面
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小学校6年
ソフトボール

学年
単元

＜使用するアプリ等＞

〇カメラ機能
〇手本動画（文部科学省）

「捕る・投げる・打つ」のポイントと動きを習得するために手本
の動画を視聴したり、自分の動きの動画と比較したりする。
【知識及び技能の習得】
【ICT活用場面】
〇手本動画の視聴する。
〇自分の動きと手本動画の比較する。

体育・保健体育の学習において、育成すべき３つの資質・能力の育成のためにICT活用目的を明確にした 効果
的なICTの活用の仕方について 行田市立東小学校 教諭 中野 翔太

振り返り
【知識及び技能】

振り返り
【思考力，判断力，

表現力等】

動画を見る

動画を撮る

成果〇と課題●
〇児童自らポイントを見つけ出したり、自分
の動画と手本動画を比較して、修正箇所を話
合ったりしている姿から技能の向上につなが
った。振り返りでもポイントを的確に書いて
いたことから知識及び技能の習得において動
画を視聴することは有効であった。
〇チーム一台で試合の動画を撮影した。活発
な話合いの様子と学習カードの振り返りから、
工夫して作戦を立てていることが見取れたこ
とから試合動画を視聴することは思考力，判
断力，表現力等の育成に有効であった。
〇形成的授業評価から全体・個人ともに、
「楽しかった」「友達と協力して学習でき
た」が高い数値であった。タブレット使用か
ら自然と話し合いの場ができ、楽しく活動で
きたからだと感じた。学びに向かう力，人間
性等の育成に有効であった。
●児童の技能がどの程度身についているのか、
教師がしっかりと把握する必要がある。

指導と評価の計画

ICT活用の目的と活用場面
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学年
単元

＜使用するアプリ等＞

〇カメラ機能

中学校１年
「マット運動」

仲間の学習を援助するために動きを撮影する。
仲間に称讃を送ったり、仲間の努力を認めたりするために撮影した動画
を視聴する。【学びに向かう力，人間性等の育成】
【ICT活用場面】
〇仲間の動きを撮影する。〇仲間の動画を視聴する。

自分や仲間の課題を発見したり、アドバイスをしたりするために撮った
動画を視聴する。 【思考力，判断力，表現力等の育成】

【ICT活用場面】
〇個人やペアで撮影した動画を視聴する。

指導計画

ICT活用の目的と活用場面

技の行い方やポイントを知るためにインターネットで調べる。
自分や仲間の技を客観的に評価するために動画を視聴する。
【知識及び技能の習得】

【ICT活用場面】
〇グループで技の行い方やポイントを調べる。
〇ペアで撮影した動画を視聴する。

成果〇と課題●
〇事後アンケートでは、「インターネットを使って自分で調べたことで理解が深まった」
と回答する生徒もいた。自分の動きを見返したり、手本と比較したりすることにより、課
題が分かり、技の出来栄えを高めることができた。また技能が「Ｃ」の生徒は約３％であ
り知識及び技能の習得においてタブレットで調べたり、動画を視聴したりすることは有効
であった。
〇撮影した動画を視聴したことで具体的な振り返りやアドバイスをすることができていた。
習得した知識を活用し課題解決のための練習方法や練習場所の工夫ができていたことから
思考力，判断力，表現力等の育成に有効であった。
〇器械運動が苦手な生徒も撮影等をとおして仲間の演技を援助しようとするなど、技能の
程度に関係なくできること見つけて貢献しようとしていたことから学びに向かう力，人間
性等の育成に有効であった。
●生徒が主体となって行うので、練習や場を工夫している場面では安全面に特に配慮する
必要がある。

技の行い方や
ポイントを調べる

技を撮影
する

撮影した動画
を視聴する

体育・保健体育の学習において、育成すべき３つの資質・能力の育成のためにICT活用目的を明確にした 効果
的なICTの活用の仕方について 熊谷市立妻沼東中学校 教諭 林 克
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学年
単元

＜使用するアプリ等＞

〇カメラ機能

体育・保健体育の学習において、育成すべき３つの資質・能力の育成のためにICT活用目的を明確にした 効果
的なICTの活用の仕方について 熊谷市立妻沼東中学校 教諭 林 克

中学校２年
「柔道」

指導計画

ICT活用の目的と活用場面

・武道の歴史や文化等を知るために、インターネットで調べる。
・自分の技の出来栄えを客観的に評価するために、撮影した動画を
視聴する。
・試合の中での技の完成度を確認するために、自己の動画を撮る。
【ICT活用場面】
〇個人やグループで技の行い方やポイントを調べる。
〇個人で撮影した動画を視聴する。

・自分や仲間の課題を把握するために、動画を視聴する。
【思考力，判断力，表現力等の育成】

【ICT活用場面】
〇個人やペアで撮影した動画を視聴する。

・仲間の学習を援助するために、動きを撮影する。
・自己や仲間の技が安全に行えているかどうかを確認するために、撮影し
た動画を視聴する。 【学びに向かう力，人間性等の育成】

【ICT活用場面】
〇仲間の動きを撮影する。〇自己や仲間の動画を視聴する。

成果〇と課題●
〇自己の技を見返すことで、もっている知識と手や足の動き等の体の使い方の関連を深めることができた。振り返りでは「頭で思ってい
た動きと実際の動きの違いを修正することができた」と記述している生徒もおり、知識及び技能の習得においてタブレットで調べたり、
動画を視聴したりすることは有効であった。
〇自分や仲間の動きを客観的に見返すことで、具体的な振り返りやアドバイスをすることができていた。また、試合の動画を見返し、生
徒一人一人が主体的に自己分析を行っていたことから思考力，判断力，表現力等の育成に有効であった。
〇撮影をとおして、仲間の学習を援助しようとする態度を養うことができた。また、試合動画を見返すことで、自己の技や取り組み方の
安全性を客観的に確認させることができた。形成的授業評価アンケートにおける「協力」に関する２つの項目では平均８9％もの生徒から
ポジティブな回答を得ることができたことから学びに向かう力，人間性等の育成に有効であった。
●タブレットを使用する際にある程度ルールを決めてから使わせる必要がある。
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小学校４年 表現運動 単元計画 

 
時 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ね

ら

い 

リズムダンスの学習の行い

方や協力の仕方を知り、リ

ズムに乗って体を動かそ

う。 

上半身や下半身に着目し、動

きを真似しよう。 

腕や手のひらに着目し、位

置や曲げ伸ばしを真似しよ

う。 

膝や足に着目し、リズムや

曲げ伸ばしを真似しよう。 

 

肘や膝の曲げ伸ばし具合に

着目し、メリハリのある動

きに近づけよう。 

友達のリズムダンスを見

て、良い動きを伝え合お

う。 

指

導

の

内

容 

・ICT機器の使い方 

・グループ学習の行い方 

・学習の行い方 

・動きを模倣する視点 

  上半身：腕・肘・手の 

      ひら 

  下半身：膝・足 

・動きを言語化する視点 

  口伴奏・共通言語 

・上半身の動きを模倣する

視点 

腕・手のひらの位置 

   

・下半身の動きを模倣する

視点 

  膝・足の位置 

  リズム 

 

・動きの質を高める視点 

  曲げ伸ばしの感覚 

  伸ばした時の手や足の 

  位置 

・動きを模倣する視点の活 

 用 

  手や足の位置 

曲げ伸ばし 

 

 

 

 

 

学

習

過

程 

１ 集合・整列・あいさつ・健康チェックをする。  

２ 学習問題及びねらいを確認する。 

 

３ 課題となるリズムダン 

  スの曲を選択する。 

  ・タブレットを用いて 

   リズムダンスの動画 

   を視聴し、課題曲を 

   選択する。 

 

４ ICT機器の準備や使い方

を確認する。 

  ・動画のスロー再生や 

   動画機能の活用方法 

   を知る。 

 

５ リズムダンスの行い方 

  を知り、挑戦する。 

  ・動画の視聴を行い、 

   踊ってみる。 

 

 

 

３ 模倣の視点を知り、リ 

  ズムダンスに挑戦する。 

   

 

 

 

 

４ 動きを言語化するポイ 

  ントを全体で確認する。 

  ・実際の動きを取り上 

   げ、口伴奏の作り方 

   を知る。 

 

５ 動きを言語化しながら、 

  リズムダンスに挑戦す 

  る。 

  ・動画を撮影し、提出す 

   る。   

 

 

３ 上半身の模倣の視点を 

  知り、リズムダンスに 

  挑戦する。 

 

 

 

 

４ 留意するポイントを全 

  体で確認する。 

 

 

 

 

５ 確認したポイントに留 

  意しながら、リズムダ 

  ンスに挑戦する。 

 

 

 

３ 下半身の模倣の視点を 

  知り、リズムダンスに 

  挑戦する。 

 

 

 

 

４ 留意するポイントを全 

  体で確認する。 

 

 

 

５ 確認したポイントに留 

  意しながら、リズムダ 

  ンスに挑戦する。 

  ・動画を撮影し、提出 

   する。 

 

 

３ 動きの膝を高める視点 

  を知り、リズムダンス 

  に挑戦する。 

 

 

 

 

４ 留意するポイントを全 

  体で確認する。 

 

 

 

５ 確認したポイントに留 

  意しながら、リズムダ 

  ンスに挑戦する。 

   

 

 

３ 今まで学習した模倣の 

  視点にリ留意しなが 

  ら、発表用動画を撮影 

  する。 

  

 

 

４ 発表会を行う。 

  ・撮影した動画を、全 

   員で視聴する。 

 

 

５ 友達の良い動きを伝え 

  る。 

  ・発表を見て気がつい 

   た友達の良い動き 

   を、オクリンクに入 

   力する。気がついた 

   ことを友達と伝え合 

   う。 

 

６ 学習のまとめを行う 

７ ICT機器に本時の振り返りを入力する。 

８ 用具の片付け・整理運動・整列・あいさつをする。 
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小学校５年 ソフトボール 単元計画 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ね

ら

い 

ソフトボール（ティー

ボール）について知ろ

う。 

ボールが逃げないよう

に捕まえよう 

ボールを狙ったところ

に投げよう 

グランド内の遠くにボ

ールを打とう。 

得点を与えない守備を

しよう。 

得点を与えない守備を

するための作戦を選ぼ

う。 

リーグ戦を行おう。 

指

導

の

内

容 

・準備片付けの方法 

・感覚つくりのやり方 

・ドリルゲームのやり

方（捕り） 

・バックホームゲーム

のやり方 

・ボールの正しい捕り

方（タブレット） 

・ドリルゲームのやり

方（投げ） 

・ボールの正しい投げ

方（タブレット） 

・ドリルゲームのやり

方（打ち） 

・ボールの正しい打ち

方（タブレット） 

・メインゲームのやり

方 

・得点を与えない守備

の方法 

 

・得点を与えない守備

に方法と作戦の提示 

 

・得点を与えない守備

に方法と作戦の提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

習

過

程 

1  集合・整列・あいさ 

  つ・健康チェックを 

  する。 

2 準備運動をする。 

3  道具などの準備の仕 

  方を知る。 

4 「感覚つくりの運 

  動」（ノーマルパ 

  ス・ゴロゴロパス・ 

  バウンドパス・ポッ 

  プパス・なんでもパ 

  ス）を知り、行う。 

5  タスクゲームのやり 

  方を知り、ゲームを 

  する。 

6 用具の片づけを知 

  り、する。 

7 学習カードに本時の 

  振り返り、まとめを 

  記入する。 

8 整理運動・整列・あ   

いさつをする。 

１ 集合・整列・あいさつ・健康観察をする。 ２ 準備運動をする。 ３ 場の準備をする。 ４ 感覚つくりの運動（様々なキャッチボール）をする。 

５ ねらいの確認をする 

６ ボールの捕り方を

理解する。（ドリ

ルゲーム） 

捕るポイント 

・腰を落とす 

・上半身の場合、

手はチョウチョ 

 ・下半身の場合、 

   手はワニ 

【タブレット使用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 タスクゲームを行

う。  

６ ボールの投げ方を理 

   解する。（ドリルゲ 

   ーム） 

  投げるポイント 

  ・ひじを上げる 

  ・足は動かさないで 

    上半身を回す。 

  ・体重を斜め後ろに 

    かける 

  ・投げる方向に手を    

    向ける 

【タブレット使用】 

 

 

 

7 タスクゲームを行

う。 

６ ボールの打ち方を理 

   解する。（ドリルゲ 

   ーム） 

  打つポイント 

  ・前足を軽く上げる 

  ・後ろ足は動かさな 

    い 

  ・立ち位置はティー 

    スタンドより後ろ 

  ・上半身を回す 

【タブレット使用】 

 

 

 

7 タスクゲームを行

う。 

６ タスクゲームを行う。 

 ・得点を与えない守備の作戦を考える。 

【タブレット使用】 

  試合状況を撮影し、観察。 

7 メインゲームを行う。 

【タブレット使用】 

  試合状況を撮影し、観察。 

 

６ ドリルゲームを行 

   う。 

・チームで苦手な課 

  題を改善する。 

 （捕る・投げる・打 

   つ） 

7  メインゲームを行 

   う。 

【タブレット使用】 

  試合状況を撮影し、 

   観察。 

   ８ 用具の片付けをする。   ９ 本時の振り返りとまとめを行い学習カードに記入する。   １０ 整理運動・整列・あいさつをする。 
 

ローテーション 

２チーム 

①動画視聴（２分） 

②練習 

③動画比べ 

④練習 

２チーム 

①練習 

②動画比べ 

③練習 

④動画比べ 

『こうげき側』 
・一人一回ボールを打つ。全員

打ったらチェンジ。 
・打ったら、バットをカラーコ

ーンに入れる。（１点） 
・「アウト！」とコールがある

までベースを走り続ける。2 周

目もオッケー！ベースをふんだ

回数で得点。（最高 8点）。 

 

ローテーション 

前時と同じ 

 

ローテーション 

前時と同じ 

 

『守備側』 
・外野でボールをとったら、そこ

から一番近い所のフラフープに４人

入って「アウト！」という。 
・内野でボールをとったら、真ん

中のある 2 つのフラフープに全員

入って「アウト！」という。 
・内野に３人（4人）。外野に4人

のポジションで守備。一回ごとに

内野と外野をチェンジ。 

 

 

『守備側』 
・ボールをとったら、こうげき側の走

者を先回りしたベースに近いフラフー

プにボールを持ち３人入って「アウ

ト！」という。 
・内野に３人（4 人）。外野に 4 人の

ポジションで守備。一回ごとに内野と

外野をチェンジ。 

 

『こうげき側』 
・一人一回ボールを打つ。全員打ったら

チェンジ。 
・打ったら、バットをカラーコーンに入

れる。（１点） 
・「アウト！」とコールがあるまでベー

スを走り続ける。ベースをふんだ回数で

得点。（最高４点）。 
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中学校１年 マット運動 単元計画 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

ね

ら

い 

マット運動の特性

を知り、学習の見

通しを持とう。 

基本的な技に積極的

に取り組もう。 

 

自分や仲間の課題を

見つけよう。 

課題解決のため、自

分に合った工夫をし

よう。 

技を滑らかに行うた

めの動き方のﾎﾟｲﾝﾄ

を見つけよう。 

習得した技の一連の

動きを滑らかにしよ

う。 

技の良い点や改善点

を伝えあい、出来栄

えを高めよう。 

習得した技を組み合

わせて、自分だけの

演技を作ろう。 

指

導

の

内

容 

・授業の進め方、

約束事 

・技の名称と特徴 

・積極的な取り組み   

 方 

・安全の留意の仕方 

・自己や仲間の課題

の見つけ方 

・技のﾎﾟｲﾝﾄ 

・自己の課題解決の

ための練習の仕方 

・場の工夫の仕方 

・合理的な動き方 

・ﾎﾟｲﾝﾄの見つけ方 

・技を美しく見せる

ﾎﾟｲﾝﾄ 

・滑らかな動き方 

・練習の取り組み方 

・技の出来栄えの伝

え方 

・演技構成の仕方 

・演技の評価の仕方 

・組み合わせ方のﾎﾟ

ｲﾝﾄ 

学

習

過

程 

１  集合・あいさ

つ・健康観察 

２ ねらいの確認 

３ ﾏｯﾄ運動の特性や

約束事の確認 

 ･競技特性 

 ･ICT の活用方法 

 ･授業の約束事 

４ ｸﾞﾙｰﾌﾟ編制 

５ 用具の準備 

６  集団走･準備運

動･補強運動 

７ 慣れの運動 

 ･ゆりかご⇒立つ 

･背中倒立⇒立つ 

 ･ｶｴﾙ･逆ｶｴﾙ倒立 

 ･倒立拍手 

８ 集合･整理運動･

健康観察 

９ 学習の振り返り

とまとめ 

１０ 次時の予告  

１１ 挨拶･片付け 

 

 

 

６ ｸﾞﾙｰﾌﾟ練習 

 ･ｸﾞﾙｰﾌﾟで学習の進

め方を確認する 

･Level１-２の基本

技を練習する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ｸﾞﾙｰﾌﾟ練習 

･自己の課題を把握

する 

･自己に適した技を

練習する 

 ･ 

 

 

 

６ ｸﾞﾙｰﾌﾟ練習 

･自己の課題を解決

するための場を工

夫したり設定した

りする 

  

 

 

 

６ Level 別練習 

･同じﾚﾍﾞﾙのｸﾞﾙｰﾌﾟ

の中で課題を見つ

け修正し合う 

 ･仲間の練習を補助

したり助言をした

りする 

 

 

 

６ Level 別練習 

･仲間と協力して技

のﾎﾟ ｲ ﾝ ﾄをおさ

え、技の出来栄え

を高める 

･自己の課題を解決

するための場を工

夫したり設定した

りする 

 

 

 

６ 演技練習 

･できた技の中から

３つ選び「はじめ

-なか-おわり」と

の攻勢を作る 

･つなぎ部分も工夫

した構成を考える 

･動画を撮り客観的

に自己評価する 

 

 

 

６ 演技練習 

 ･前時に考えた構成

の出来栄えを高め

る。 

 ･仲間の課題を見つ

け助言する 

 

 

 

 

 

 

１ 準備・場の設定 ２ 集合・あいさつ・健康観察 ３ 準備運動・補強運動 ４ 慣れの運動 ５ ねらいの確認 

７ 集合･整理運動･健康観察 ８ 学習の振り返りとまとめ ９ 次時の予告 １０ 挨拶･片付け 

学習の進め方の手順：自分の Level の技を練習する 

⇒友達に見てもらいﾁｪｯｸをもらう⇒動画を撮影する⇒先生に動画を見せﾁｪｯｸをもらう 

※つまづきの修正や技のやり方については、副教材付録のﾈｯﾄ内資料やその他ﾈｯﾄ情報等を活用しながら

ﾋﾝﾄを得る、もしくはﾋﾝﾄを仲間に教える 

 

※最もよくできた演技の動画をﾁｰ

ﾑｽにｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする。 

※ｸﾗｽ内の仲間の動画を確認し、

仲間の挑戦や努力を認めたり称賛

を送ったりする。 
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中学校２年 柔道 単元計画 

 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

ね

ら

い 

学習の見通しを持

ち、柔道の特性を

知ろう。 

基本動作や受け身、

既習技を復習しよ

う。 

投げ技の基本を知ろ

う。 

得意技を見つけ、課

題に応じた練習をし

よう。 

ｽﾑｰｽﾞに技に入るた

めの動きを身につけ

よう。 

相手の動きに応じ

て、得意技をかけよ

う。 

技の良い点や改善点

を伝えあい、出来栄

えを高めよう。 

相手を尊重しながら

これまで練習した技

を使って試合をしよ

う。 
指

導

の

内

容 

・授業の進め方、

約束事 

・柔道の特性や伝

統文化 

・積極的な取り組み   

 方 

・健康、安全への留

意の仕方 

・基本となる投げ技

の名称（膝車、大

内刈り、体落とし） 

・技に応じた受け身 

・自己に適した技の

選択の仕方 

・課題把握の仕方と

解決方法の工夫の仕方 

・進退動作の仕方

（押す、引く、回す） 

・相手の崩し方 

・練習への取り組み   方  

・技のかけまでの一

連の動き方 

・得意なﾊﾟﾀｰﾝの見

つけ方 

・課題解決のための

学び合いの仕方 

・仲間の課題発見の

方法 

・自己の役割を果た

そうとする姿勢 

学

習

過

程 

１  集合・あいさ

つ・健康観察 

 

２ ねらいの確認 

 

３ 柔道の特性や約

束事の確認 

 ･歴史や文化 

 ･禁止事項 

 ･ICT の活用方法 

 ･礼法   等 

 

４ 柔道着の着脱の

復習 

･脱着競争 

 

５ 学習の振り返り

とまとめ 

 

６ 次時の予告 

７ 挨拶・片付け 

１ 集合・挨拶・健康

観察 

２ 準備運動・補強運

動 

３ ねらいの確認 

４ 受け身の復習 

･受け身の意義 

･後ろ受け身 

･横受け身 

･前受け身 

･受け身ｹﾞｰﾑ 

５ 固め技の復習 

･けさ固め 

･横四方固め 

･上四方固め 

･抑え込み試合 

６ 集合･整理運動･健

康観察 

７ 学習の振り返りと

まとめ 

８ 次時の予告 

９ 挨拶･片付け 

 

 

６ 投げ技の基本と約

束事の確認 

 ･姿勢（自然体） 

･組み方 

･崩し 

 

７ 基本技の練習 

･膝車 

･大内刈り 

･体落とし 

･技に応じた受け身

の取り方 

 

８ 自由練習 

･自分や仲間の課題

を見つけ教え合う 

 

 

６ 基本技の練習 

 ･前時に行ったこと

の復習 

 

７ ﾍﾟｱ練習 

･ICT を活用し客観

的に評価する 

 ･自分に合った得意

技を見つける 

 

８ 簡易試合Ⅰ 

 ･受け取を分けた約

束乱取りを行う 

 ･動きの中で得意技

をかける 

 ･相手を尊重した試

合の進め方 

 

 

６ 進退動作の練    

  習 

･押す動き 

･引く動き 

･回す動き 

 

７ 自由練習 

 ･自分や仲間の課題

を見つけ教え合う 

 

８ 進退動作ｹﾞｰﾑ 

･対人での動き方を

確認する 

 

 

６ 基本技と進退動作

の練習 

 ･ここまでに行って

きたことの復習 

 

７ 進退動作と基本技

を組み合わせる 

･動いて⇒技をかけ

る、の一連の流れ

を練習する 

（全９ﾊﾟﾀｰﾝ） 

･自分の得意ﾊﾟﾀｰﾝ

を見つける 

 

８ 自由練習 

 ･自分や仲間の課題

を見つけ教え合う 

 

 

６ 得意技の練習 

･進退動作と基本技

の得意ﾊﾟﾀｰﾝを練

習する 

 

７ ﾍﾟｱ練習 

･ICT を活用し客観

的に評価する 

 ･自分や仲間の課題

を見つける 

 

８ 簡易試合Ⅱ 

 ･受け取を分けた約

束乱取りを行う 

 ･仲間の技の出来栄

えを伝える 

 ･審判の仕方 

 ･相手を尊重した試

合の進め方 

 

 

６ 得意技の練習 

 ･進退動作と基本技

の得意ﾊﾟﾀｰﾝを練

習する 

 

７ 簡易試合 

･相手とお互いに技

をかけあう乱取り

を行う 

･審判の仕方 

･安全の留意の仕方 

･技の出来栄えの確

認 

 

６ 集合･整理運動･健

康観察 

７ 学習の振り返りと

まとめ 

８ 次時の予告 

９ 挨拶･片付け 

 

１ 集合・あいさつ・健康観察 ２ 準備運動・補強運動 ３ 受け身の確認 ４ 抑え込みｹﾞｰﾑ ５ ねらいの確認 

９ 集合･整理運動･健康観察 １０ 学習の振り返りとまとめ １１ 次時の予告 １２ 挨拶･片付け 
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～

道徳的価値を自分との関わりで捉えるための効果的なＩＣＴの活用研究テーマ

小中学校 道徳

研究内容

自分のこととして
問題を捉える

一般的な指導過程

教材の提示

自分の考えをもつ

他者の考えを知る

他者の考えと比べ
ながら、自分の考
えを深める

自己の生き方につい
ての考えを深める

導

入

展

開

終

末

【研究テーマ設定の理由】
道徳科の目標を実現するためには、これまでの自分を振り返ったり、これからどのような自分のなりたいかを考え、児童生徒が道徳的
価値を自分との関わりで捉えることが重要である。その手段としての効果的なICT活用の在り方を検証する。

成果と課題

課題意識をもたせるための活用

①教材への興味・関心をもたせるための、ウェブ検索サ
イト等の活用

➁本時で扱う道徳的価値に関わる課題意識をもたせるた
めのアンケート機能等の活用

研究 １ 〇短時間で児童生徒に課題意識をもたせ、
主体的に取り組ませるために効果的であ
る。
▲一般的な課題意識ではなく、児童生徒
個人の課題意識へ焦点を当てた指導が必
要である。

多面的・多角的に考えさせるための活用

①自分の考えを明確化し、表現するための付箋機能等の
活用

➁他者の意見との比較、分類、整理をし、多面的・多角
的に考えるための思考ツール等の活用

③教師が、児童生徒の多様な意見を把握し、深い学びに
つなげるためのツールとしての活用

研究 ２

自己を見つめさせるための活用

①話し合いを通して得られた新たな学びに気付かせるた
めの共有機能の活用

研究 ３

〇全員が考えを表現することができる

全員参加の授業を実現できた。

〇児童生徒の考えを深めるためのICTと板

書の役割と効果を検証することができた。

▲ＩＣＴ活用により多様な児童生徒の意

見をどう生かすかは、教師の明確な指導

観による問い返しが重要である。

〇ＩＣＴを活用することで、全体で振り
返りを共有することができ、他者の考え
に触れ、新たな気付きや学びが得られた。
▲自己を見つめる場面でのＩＣＴ活用と書く
活動との効果の比較検証が必要である。
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一般的な指導過程

導

入

展

開

終

末

道徳的課題を自分との関りで捉えるための効果的なＩＣＴの活用 小学校編①

「へこたれない きせきのりんご」 Ａ【希望と勇気、努力と強い意志】(第４学年)主題名：やりとげるひたむきな心

手だて① 導入でのＩＣＴ活用

キーワードを提示し、検索させ
ることで、児童の興味・関心を
高められる。

【キーワード例】
偉人・伝統文化・歴史など
初めて見聞きするもの
自制心・畏敬の念など
難しい言葉を調べる。

調べる目的と時間
を明確に示す。

すぐに情報を得ることができ、
導入の時間短縮につながる。
展開での話合いの時間に充分時
間をかけることができる。

研究 １－①

教材名「きせきのりんご」について個別に検索をさせた。
検索時間は、３分程度。その後、検索した結果ら気に
なったワードについて発表させた。発表時間は、２分程
度。
合わせて５分の導入で、児童全員が、本時の学びへ向か
わせることができた。 （Yahoo!きっず）

「へこたれないきせきのり
んご」教材の提示

主人公の思いを考え、自
分の考えを明確にして、

表現する

グループで自分と他者の考
えを共有し、比較、分析

主人公が「きせきのりんご」
を作ることができた秘訣を

共有

自分で決めた目標をやり
続けるためにはどうすれば

よいか

児童が「きせきのりんご」に
ついて、ウェブ検索してし

調べる。

自分の生き方についての
考えを深める

【児童からでたキーワード】
・木村 秋則 氏
※教材の主人公の名前
※本人の写真

・自然栽培
・無農薬
・無肥料
・映画になった 等

成果
（工夫点） と

課題
（留意点）
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一般的な指導過程

導

入

展

開

終

末

と

児童の考えをまとめて見ることで、
多くの意見を吸い上げることがで
きる。意図的指名の一助にもなる。

分類することだけに
こだわりすぎたりし
ないように留意する。

意見や立場の違いを分かりやすく
提示することができ、より多面
的・多角的な考え方ができる。

他者の考えを共有でき、グループ
やペア学習で比較・分析・分類・
関連付けしながら話合いを深めて
いくことができる。

発達段階に応じて、
分類の基準や書き方
の手順等を指導する。

手だて② 思考ツールの活用研究 ２－②③

「へこたれないきせきのり
んご」教材の提示

主人公の思いを考え、自
分の考えを明確にして、表

現する

グループで自分と他者の考
えを共有し、比較、分析

主人公が「きせきのりんご」
を作ることができた秘訣を

共有

自分で決めた目標をやり
続けるためにはどうすれば

よいか

自分の生き方についての
考えを深める

児童が「きせきのりんご」に
ついて、ウェブ検索してし

調べる。

主人公が困難な状況でも「無農薬りんご」を作り続けた思
いを①個人でYチャートに記入させる。その後➁グループ
で比較、分析、分類、関連付けなどを行い、③全体で意見
交流をする。多面的・多角的な意見を引き出し、教師の意
図的な発問により思考を整理する。

（ミライシード・オクリンク）

成果
（工夫点） と

課題
（留意点）

「へこたれない きせきのりんご」 Ａ【希望と勇気、努力と強い意志】(第４学年)主題名：やりとげるひたむきな心

道徳的課題を自分との関りで捉えるための効果的なＩＣＴの活用 小学校編②
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一般的な指導過程

導

入

展

開

終

末

本時の学習を思考ツールを見な
がら振り返ることができる。
板書、思考ツール、ノート等複
数の方法で授業の流れがわかる。

書くこと、タブレット等への打
ち込みを選択する。
書く作業が苦手な児童にとって
も、考えをまとめることに集中
できる。

振り返りも全体で共有しやすくな
る。他者の意見に触れ、新たな気
づきを得やすい。

ＩＣＴ活用と書く活
動との効果の比較検
証が必要である。

研究 １－①手立て 手だて③振り返りの時間でのICT活用研究 ３－①

自分の生き方についての
考えを深める

「へこたれないきせきのり
んご」教材の提示

主人公の思いを考え、自
分の考えを明確にして、

表現する

グループで自分と他者の考
えを共有し、比較、分析

主人公が「きせきのりんご」
を作ることができた秘訣を

共有

自分で決めた目標をやり
続けるためにはどうすれば

よいか

児童が「きせきのりんご」に
ついて、ウェブ検索してし

調べる。

振り返りの場面では、手書きかICTを選択する。ICTを活用し
て振り返りを書くことで、自分や他者の考えを整理しながら
本時の学びや今までの自分の経験、その時の感じ方、考え方
を照らして合わせて振り返り、自己を見つめさせる。

（ミライシード・オクリンク）

【児童の振り返り例】
目標を実現するためには、自
分で決めたことをやり遂げよ
うとする強い気持ちが大切だ
と思った。今、ある目標をも
う一度見つめ直し、頑張り続
けてみようと思った。

成果
（工夫点） と

課題
（留意点）

「へこたれない きせきのりんご」 A【希望と勇気、努力と強い意志】(第４学年)主題名：やりとげるひたむきな心

道徳的課題を自分との関りで捉えるための効果的なＩＣＴの活用 小学校編③
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ノート等に書き溜める
ことで自身の学びの軌
跡はたどりやすい。児
童の実態に応じて、振
り返りの手段を選べる
ようにしていく。



本時の指導過程

導

入

展

開

終

末

「好きな仕事か安定かなやんでいる」 C【勤労】 (第３学年) 主題名：人はなぜ働くのか

手立て② 自分の考えを明確化

成果
（工夫点） と

課題
（留意点）

生徒の職業観に関する
事前アンケートの
結果を共通する

「好きな仕事か安定か
なやんでいる」
教材の提示

ABCDのどの意見に近いか
自分の考えを
明確にする

「好きな仕事」か
「安定した仕事」か

自分の考えを表現する

「好きな仕事」にも
「安定した仕事」にも
共通していること

将来、自分が職業を
選択する際に大切なことは

どのようなことか

自分の生き方についての
考えを深める

生徒は短時間で自分の考えを全
体に共有することができ、４つ
の意見について色分けがされる
ので、視覚的に意見を捉えやす
くなる。
教師は生徒の名前と立場をすぐ
に把握できるため、意図的指名
に生かしやすくなる。

事前に使用上のルール
を確認しておく。全体
の傾向を把握するだけ
で終わらせず、選んだ
理由を共有する。

研究 ２－②

職業選択にあたってのABCDの4つの意見の
中から、自分の考えに最も近い意見の色を
選択し、名前の付箋の色を変えて、自分の
考えを明確にする。(Google Jamboard)

手立て① アンケート結果の共有研究 １－②

「好きな仕事」と「安定した仕事」のどちらを重視
して職業を選択したいか、人はなぜ働くと思うか、
アンケートの結果を共有する。

（Microsoft Forms）

アンケート結果を共有することで、
生徒が課題意識をもって、授業に
のぞむことができる。

全体の傾向を把握す
るだけでなく、個人
の課題意識をもたせ
る。

道徳的課題を自分との関りで捉えるための効果的なＩＣＴの活用 中学校編①
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本時の指導過程

導

入

展

開

終

末

「好きな仕事か安定かなやんでいる」 C【勤労】 (第３学年) 主題名：人はなぜ働くのか

手立て③ 付箋機能の活用
生徒の職業観に関する
事前アンケートの
結果を共通する

「好きな仕事か安定か
なやんでいる」
教材の提示

ABCDのどの意見に近いか
自分の考えを
明確にする

「好きな仕事」か
「安定した仕事」か

自分の考えを表現する

「好きな仕事」にも
「安定した仕事」にも
共通していること

将来、自分が職業を
選択する際に大切なことは

どのようなことか

自分の生き方についての考
えを深める

研究 ２－①②③

２つの意見を色分けするため視覚
的に捉えやすくなり、理由を記入
させることで、他者の意見から多
面的・多角的に考えられるように
なる。
教師は意図的指名に生かすととも
に、生徒の多様な意見を把握し、
板書によって分類・整理すること
で、深い学びにつなげ、ねらいに
迫れるようにする。

生徒が考えを記入している
ものをリアルタイムで確認
することができるので、意
見を集約させることだけで
終わらせず、その都度板書
し、分類・整理する。

「好きな仕事」と「安定した仕事」のどちらを重視して職業
を選択したいか、自分の考えに最も近い意見の色を選択し、
その意見を選んだ理由とともに、自分の考えを表現する。板
書によって、多様な意見を分類・整理し、ねらいに迫るため
に活用する。 (Google Jamboard)

成果
（工夫点） と

課題
（留意点）

道徳的課題を自分との関りで捉えるための効果的なＩＣＴの活用 中学校編①
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 国語

「ICTを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」研究テーマ

〇鑑賞する和歌や提出方法を自身で選択
することで、学習態度が前向きになる。
⇒より主体的な学習へ

生徒の学びに対する意欲を引き出す

〇教師の設定した課題ではなく、自身が
興味のある課題を自ら設定することで
生徒の主体性を引き出す。
⇒考察や理解の深まり

〇議論するための媒体を自分たちで選択
することで主体性が増し、活発な対話
を引き出すことができる。
⇒協働による思考の深化

「主体的・対話的で深い学び」の推進

生徒が自身の学びの成果を蓄積

〇学びの成果を次の学習につなげる。
⇒学びの継続性・自己調整の実現

学習ログとしての成果を長期的に分析し、学びに対す
る効果を明確にする必要がある。

問題解決及び
探究の過程

次の探究の過程へ

現状の把握

問題・課題の設定

課
題
の
把
握

予想・仮説の設定

授業の実践

結果の分析

計画の立案
課
題
の
探
究

結果の考察

結果の導出
更なる課題の設定

課
題
の
解
決

研究２ ICTを利用した学習課題設定の個別最適化

〇教師が設定したテーマを踏まえ、生徒が自分
の調べたい課題を設定（学習の個性化）

〇各班の成果物をGoogle Classroom及び紙で共
有し、生徒が話しやすい方の媒体を選択し、
班で議論・評価（指導の個別化）

研究３ 学習ログとしてのICTの活用

〇YouTubeで朗読を視聴（『羅生門』）→最初の感想を
Googleフォームに入力

〇『羅生門』の漫画の一コマを担当し、心内文を考え、
Googleスライドで共同編集

〇単元後の振返り・自己評価をICT機器で入力し、学びを
蓄積（指導の個別化）

〇『筒井筒』の和歌から生徒が選択・鑑賞及び
評価をして提出
→提出をGoogleフォーム又は紙のどちらで行
うかを生徒が選択（指導の個別化）

ICTを利用した学習方法の個別最適化研究１

研究概要 研究の成果

高等学校国語 -1-



Google フォーム
Padlet

高等学校 第１学年

言語文化「筒井筒」（『伊勢物語』）

学 年
●自分の考えを表現し、他者に伝えることに苦手意識をもつ生徒が多い。
●読みが難しい、言葉がわからない等の理由から、古文に親しみをもつことができ
ない。

研
究
内
容

○話し合うことが苦手な生徒
たちでも、考えの表現や共
有、互いの意見へのコメン
トをスムーズに行うことが
できる。

○リアルタイムでクラスメイ
トの様々な声に触れられる
ため、そこから考えを深め
ることができる。

●スマートフォンで文章やコ
メントを書かせると、気軽
に書ける分、正確さに欠け、
質が低くなる傾向がある。

●スマートフォン以外の１人
１台端末の活用方法。

「ICTを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」 栗橋北彩高等学校 教諭 西村 紗菜〔国語〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

「考えの形成」「共有」の場面でＩＣＴを活用することで、自身の考えを表現しや
すくし、互いの考えにコメントしながら理解を深めることを通して、古文を主体的
に読む態度を育成する。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

本時７/８前時まで

「筒井筒」に出てくる
和歌５首の中から好き
な歌を選び、鑑賞する。

スマートフォンから
Google フォームで回答
もしくは紙に記入して
提出。
※提出されたものは
「Padlet」シェルフのボード
に歌ごとの列を作ってあらか
じめ入れておく。紙のものは
スキャンして載せる。

○和歌の鑑賞の共有
各自のスマートフォンで「Padlet」にアクセスさせる。それぞれ
の和歌の鑑賞に目を通し、♡をつけたりコメントを記入したりする。

○「筒井筒」における和歌の役割
について考える。
スマートフォンからGoogle フォーム
で回答。出てきた意見をスクリーン
に映しその場で共有する。

研究１
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高等学校 第２学年

現代文B「日本語は非論理的か」

学 年 ●文章自体は読み込めているものの、問いの読み込みが甘いが故に引き起
こされる的外れな解答や、ケアレスミスが目立つ。

●文章中から答えを探すことには慣れているが、自分なりの考えを創造す
ることには不慣れである。

Google Jamboard

Google Classroom

本時２／５時間目
本文を一切読ませない状態で、評論タイトル「日本語は非論理的か」という問いかけについて考察する。

研
究
内
容

～Google Jamboardの活用で～

◆思考の道筋の可視化
児童生徒自身が、筋道立てて考
えられているかを随時確認しな
がら議論を進められる。教師や
他班の児童生徒も、リアルタイ
ムでそれが確認可能である。

⇒児童生徒の思考の深化
◆スムーズな意見共有が可能
ある程度広がりのある議題で
あっても、視覚的にすぐに他者
に共有できるため、授業の流れ
を止めずに、次の展開へ進める。

⇒議論の活性化

「ICTを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」 熊谷高等学校 教諭 齋藤 真未〔国語〕研究テーマ

科目/単元
現状
課題

ディスカッションにおいてICTを活用し、他者と意見を交わす中で自分なりに考え
を深めるとともに、答えの開かれた問いにも主体的に立ち向かう態度を育成する。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課
題

議論①

全班共通の検討事項
①「論理的」とは何か
②日本語とはどのような言語か
③なぜ非論理的と言われるのか

その他、各班で自分たちなり
に考えてみたい事項を自由に
設定する。
例：日本語が論理的だと仮定し
たら／論理的な言語とはたとえ
ば何語か／誰から見て「非論理
的」なのか／書き言葉だった
ら・話し言葉だったら

４人グループに分かれて議論し、
その道筋をGoogle Jamboard
上に入力

個別最適な場面

タブレット上で隣の班のGoogle 
Jamboardを分析。質問やアドバ
イスを電子付箋で貼り付ける。
その後、班員のうち２名が隣の
班に移動し、Google Jamboard
を見ながら直接質問を投げかけ
る。残った２名は他班からの質
問に応じる。

他班との意見交換

議論② 議論後

各班の成果物を紙ベースで
配布するとともに、Google 
Classroomでも共有。各自
使いやすいツールで話合い
の内容を振り返ることがで
きる状態にしておく。

議論前と議論後の、記述
の深まりを見取る。

使用したGoogle Jamboard
の共有

「日本語は非論理的か」
に対する自分の考えを
ワークシートにまとめる。

成果物には表れないような「光る
意見」を、ある特定のグループの
中だけではなく、クラス全体に共
有するための工夫が必要である。

個別最適な場面

課題

研究２
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高等学校 第１学年

言語文化「小説『羅生門』」

学 年

・登場人物の心情について積極的に捉えようとする一方で、本文の叙述に即して自分の考えを
構成したり、想像力を働かせて具体的な場面の様子をイメージしたりすることに課題がある。

・解説(模範解答)を求める傾向にあり、自らの考えを自信を持って発信することに課題がある。

Google フォーム、 Google スプレッドシート
テキストマイニング、Google スライド
Pear Deck

研
究
内
容

・各場面で、生徒の考えの集約と
共有を即時に行うことができ、
生徒の意欲向上につながった。

・協働的な学びの中で、本文の叙
述を意識しながら他者の多様な
意見に触れることができた。

・BYODを効果的に取り入れるこ
とで、一人一人がICTを活用して
思考する時間を作ることができ
た。

・単元を通した一人一人の学びを
可視化し、学習のふりかえりや
自己評価に活用できた。

・一人一台端末環境の整備

・他教科との連携、ＩＣＴ活用の
バランス

・単元のねらいに合わせた活用
方法・活用場面の精査
(例)対面or非対面、書くor入力 等

「ICTを効果的に活用した、国語科における個別最適な学び」 入間向陽高等学校 教諭 松永 千希〔国語〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

○本文の叙述を基に場面を想像し、登場人物の心情を捉えることができるようにする。

○ＩＣＴを活用し、ものの見方や感じ方、考え方を主体的に深め、発信していく態度を育てる。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

単元の内容 全８時間

本時まで
1/8
・YouTubeで朗読視聴
→最初の感想をGoogle
フォームに入力

2/8
・感想の共有
→ﾃｷｽﾄﾏｲﾆﾝｸﾞの結果を
含めた感想一覧を
配布。学習内容を確
認し、見通しをもつ。

3～6/8

・本文の読解
・情景描写の効果等の
確認

まとめ
8/8
・物語全体の構成や文末
の改稿等について考察
する。

・単元のふりかえりシート
を記入する。

→各個人の「初読の感想」
「前時のふりかえり」を
含めた個票を作成し、
配布・自己評価を行う。

本時「本文を根拠に、下人の心情変化を捉える」
7/8
・Pear Deckを用いて、既習事項の確認及び、
本時の活動の練習を行う。

→生徒各自のスマートフォンを使用。

→担当する場面の１コマを見て、本文における

該当部分の本文を探し、その時の下人の心内
文（心の声）を考える。

→班の担当スライドに共同編集で入力していく。
→全体での共有を行う。

※著作権保護
のため不掲載

※著作権保護
のため不掲載

※著作権保護
のため不掲載

※山田全自動のあるある日記「https://zenjido.blog.jp/」より

研究３
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「生徒の表現力の育成に資するＩＣＴの活用」「より
多くの教員が実践可能なＩＣＴの活用」をテーマに、
各研究委員が授業実践
を通じて活用方法の
充実を図る。

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 地歴公民

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 ～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善～研究テーマ

１年目 ２年目

研
究
概
要

１年目の成果と課題を踏まえ、各研究委員が「協働的な学び」の充
実に向けた授業改善を実施。得られた知見をもとに、「個別最適な
学び」と「協働的な学び」の一体化
に向けた授業モデルを作成し、
検証授業を実施する。

研究１「メモリーツリーの作成による主体
的に学習に取り組む態度の育成」

研究２「大学入試問題への取り組み」

研究３「授業の一場面におけるＩＣＴの活
用についての一考察」

研究４「意見の表明と意見の共有を通じた
主権者意識の育成」

Point1 「知識構成型ジグソー法を用いた協調学習授業」における
ＩＣＴの活用

Point2 「ねらい」に応じたＩＣＴ活用場面の精選と「効率化」による
対話の充実

Point3 「振り返り」による個別最適化された学びの実現

授業モデルの作成

※１年目の研究詳細は「令和３年度研究報告書第４２１号中間報告」参照

課題▶自学自習の習慣化に向けた働きかけ

課題▶振り返りにおける、知識の定着や理
解の深化につながる成果物の作成

課題▶生徒同士の対話の機会の確保

課題▶表現力の育成に向けた、ＩＣＴ活用
場面の精選

成果：▶主体的・対話的で深い学びの推進。▶導入時の自身
の考えの整理と全体での共有の際にＩＣＴを用いることで、
協働的な学びに向けた素地の養成を効率的に行うことができ
る。▶作業時間の効率化により、生徒同士の「対話」の時間を確
保することができ、より授業内容を充実させることができる。
▶「対話」の場面ではＩＣＴを用いないことで、より深い学
びにつながる。（要 生徒の特性の考慮）▶「振り返り」の機
会の創出により、学びの自己調整が可能となる。
課題： ▶生徒のＩＣＴ活用能力の差の解消に向けた支援。

成果と課題

高等学校地歴・公民 -1-



高等学校 第３学年

政治・経済「現代社会の諸課題」

学 年 ▶意欲や関心が高く、得意・不得意に関わらず授業に前向きに取り組むこ
とができる。▶他者の話を聞くことは得意だが、伝えたり説明したりする
ことに苦手意識をもつ生徒が一定数いる。（事前アンケートより）

Google フォーム ／ Google スライド
Google Classroom

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実」 朝霞高等学校 教諭 大澤 諒〔公民〕

科目/単元

現状
・

課題

▶社会の諸課題を把握し、その解決に向けて構想する力
▶考察したことや構想したことを表現する力、それらを基に議論する力

育成を目指す資質・能力使用アプリ等

研究テーマ

成果▶授業前後の生徒
の解答に、授業者のね
らい通りの変化がみら
れた。→導入時に個々
の考えを共有したこと
で、ジグソー活動での
意見交換がスムーズ且
つ、活発に行われた。
→対話の場面で端末操
作をさせず、時間を長
くとったことで、より
深い学びにつながった。

課題：▶対話の場面で
の有効なＩＣＴ活用方
法を模索したい。▶生
徒のＩＣＴ活用能力の
差が「学び」の差につ
ながる場合がある。生
徒のＩＣＴ活用能力の
適切な把握と状況に応
じた支援が必要である。

成果と課題課題： 少子化問題の対策には「だれ」が「なに」をすべきか

研
究
内
容

導入 展開 まとめ 授業後

▶「課題」に対する自分
の考えをGoogleフォーム
に入力。

▶入力されたものを全員
で共有→他者の思考を知
り、「協働的な学び」に
向けた素地を養成。

▶生徒個々の端末で閲覧
することで、作業・準備
時間を短縮。

協働的な学び

個別最適な学び ■エキスパート活動
▶各自、割り当てられた資
料の問いの解答を作成。

資料A結婚・出産に関する現状
資料B結婚に対する意識
資料C出産・子育て対する意識

■ジグソー活動

▶３人グループになりエキ
スパート活動の内容を説明。
「課題」について意見交換。
▶ICTを用いず、直接的な
対話を通じて、資質向上を
図る。（※「現状・課題」参照）

▶導入時の作業・準備の効
率化により創出した時間を
ジグソー活動に充て、より
深い理解を促す。

協働的な学び

ICT

ICT

■クロストーク

▶グループごとにGoogle スライドに
答えをまとめ、発表。
▶発表を踏まえ、
課題について再
度、個人で考察
し Google フォ
ーム に入力。

■振り返り（授業後）

▶ 授業で使用した
Google フォームや
成果物をGoogle 
Classroomに掲載。
→学びに向かう力の育成／学びの変
容の見取り／授業者の授業改善

協働的な学び
ICT

授業者

個別最適な学び ICT

高等学校地歴・公民 -2-



ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 数学

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けたICT活用研究テーマ

学習指導要領の趣旨を踏まえ、「個別最適な学び」と「協働的な学び」という観点から学習活動の充実の方向性を改めて
捉え直し、１人１台端末のＩＣＴ活用により主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげていくことが
重要であると考え、本研究テーマを設定した。

研究テーマ
設定の理由

研修の概要

・機器やアプリケーション操作への習熟。
・相互評価や振り返りの内容についての改善。
・共有した解答の更なる活用。
・動画作成のための作成時間確保および効率化。

今後の課題

研究①
他の生徒の考えの共有から、教科書にもないような
様々な例を知ることができ、興味・関心が高まった。
また、授業後に共有されたスライドを見ることができ
るため、家庭学習に活用できた。

研究②
協働的な学びから、比較検討により理解が深まり、主
体的に学ぶことができた。また、アナログとデジタル
を併用して学習記録を残すことで、効果的に復習がで
きた。

研究③
授業に向けて自分自身の疑問点をもって臨めるため、
理解が深まる。また、本時の問題解法に見通しがもて
るため、教える、教わるといった場面が自然と増え、
授業に主体的に取り組む生徒が多く見られた。

研究の成果

使用するアプリ等
Google ｽﾗｲﾄﾞ，Google Classroom, ｶﾒﾗ機能

活用場面
各自の作問を共有し発表する場面

育成される資質・能力
他の生徒の考えが共有でき、ブラッシュアッ
プした問題が思考され表現できる

活用場面
反転学習における場面

育成される資質・能力
本時の協働的な学びから、知識・技能の定着
および主体的に取り組む態度が育成できる

使用するアプリ等 YouTube , Google ﾌｫｰﾑ , Google Classroom , Final Cut Pro X

使用するアプリ等
Google ｽﾗｲﾄﾞ, GeoGebra,
Google ﾌｫｰﾑ , Google Classroom

活用場面
解答を共有し発表する場面

育成される資質・能力
ＩＣＴを活用し協働的な学びから、主体的に
取り組む態度が育成できる

単元「ベクトル」

単元「図形と方程式」

単元「三角比」
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高等学校 第２学年

数学B「ベクトルの終点の存在範囲」

学 年

答えが１つに定まらないようなオープンエンドの課題について、他の生徒の考え方
を共有するのに時間がかかる。

スマートフォンやタブレットのカメラ機能

Google Classroom

Google スライド

１ OP = 𝑠OA + 𝑡OB を満たす点 P の存在範囲について、基礎知識を学ぶ。
２ 生徒個人で自由に 𝑠, 𝑡 の条件を作り、その条件によって点 P の存在範囲がどのような

図形になるのかをノートに描く。
３ ノートに描いた条件式と図形をタブレットやスマートフォンのカメラアプリで撮影し、

Google Classroomで共有したGoogleスライドの自分のページに貼り付ける。
４ ホワイトボード上に常に投影し、作成した生徒から発表させる。
５ 発表を聞いて新しい図形になる条件を思いついたら、さらに作成して貼り付ける。

研
究
内
容

他の生徒の考えた条件とその
条件で描かれる図形について、
教科書にもないような様々な
例を知ることができ、興味・
関心が高まった。また、授業
後にも共有されたスライドを
見ることができ、自宅学習で
も活用できた。

機器やアプリケーションの操
作に習熟する必要がある。そ
のため、校内での職員研修な
どを検討する必要がある。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けたICT活用 越谷北高等学校教諭石垣 優〔数学〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

効率的な方法で他の生徒の考え方や工夫を聞いて理解するとともに、他の生徒の考

えに刺激を受けて、自分の考え方に活かし新しいアイディアを生み出す。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題
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高等学校 第２学年

数学Ⅱ「図形と方程式」 既知の問題に対しては積極的に取り組むが、初めての問題になると諦めてしまう。

Google Classroom、Google スライド

Google フォーム、GeoGebra

【授業の流れ】
１．問題の提示、事前評価（Googleフォーム）
２．グループに分かれ問題に取り組む。
（必要に応じてヒントを与える）

３．発表を行うことを前提に解答を作成させる。
４．解答を各自の端末で撮影し、Google Classroomで共有した

Googleスライドに貼り付けさせる。
５．Googleスライドに貼り付けた解答をもとに、発表する。
６．振り返りとして事後評価、わかったことをGoogleフォーム
に入力させる

【研究内容】
従来のグループ学習では各班の進捗が見えにくい。

しかし、Googleスライドに写真を貼り付けることで、どの班
が解答作成を終えているのかが見える化できる。また、遅れ
ている班は他の班を参考にすることができる。
理解を深めるために、GeoGebraで作成したグラフを利用し

値の変化を見える化した。
フォームの自動保存機能を利用することで、２回に分けて

自己評価に解答することができる。また、解答が自動でグラ
フ化されるので、すぐにフィードバックできる。

他の班を参考にできるため、
より主体的に学習することが
できた。アナログとデジタル
を併用し学習の記録を残すこ
とで、復習の際にいつでも利
用できる。また、他者の解答
を見ることができるので、そ
れらを比較し、理解を深める
ことができた。

〇共有した解答の更なる活用
について

〇相互評価など評価について
〇振り返りの内容について

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けたICT活用 越谷南高等学校教諭 平原 雄太〔数学〕

ＩＣＴを利用して協働的に学習し、問題に主体的に取り組む態度を育成する。

研究テーマ

学 年

科目/単元

現状と課題

使用アプリ等

育成を目指す資質・能力

研
究
内
容

成 果

課 題
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高等学校 第１学年

数学Ⅰ「図形と計量」

学 年 ●家庭学習の習慣がある生徒は少なく、スマートフォンの使用に関しては
主に連絡手段・娯楽中心となってしまっている。

●単位数の兼ね合いで授業の中で演習する時間があまり確保でず、自分がどこまで理解し
ているかというメタ認知ができていない生徒が多い。

〇使用アプリ・ソフト
「YouTube」「Google Classroom」「Google 
フォーム」「Final Cut Pro X」

【授業までの流れ】
① 事前に授業プリント(教科書の例題・練習問題)から作成した
ものを配布する。

② Google Classroomを通じて「授業動画」とGoogle フォーム
で作成した「授業アンケート」を配信する

③ 生徒は「授業動画」を視聴し、授業プリントに書き込みなが
ら次回の授業内容を把握する。

④ Google フォームで理解度とその授業の内容についての簡単
なテストに回答する

⑤ 授業では演習プリントを配布し、協調学習を意識させながら
演習のみを行う。

【研究内容】
上記「授業までの流れ」を「図形と計量」の単元すべてにおいて

行った。授業動画の視聴する生徒の割合も慣れとともに増えてきて
授業の前に自分の理解できるところ、理解できないところの把握が
できている生徒が多くなった。それによって、演習時の机間指導を
した際の質問が具体的なものになるとともに、生徒同士の協調学習の質も高くなっていった。
生徒の家庭での自主学習の時間が必要となるため、多少の抵抗はあると思ったが、生徒が普段
から利用している「YouTube」を活用したため、生徒もそこまで負担に感じなかったようだ。
講義の時間が減ることにより、授業での演習の時間が確保でき、それぞれの理解度に合わせた
「個別最適な学び」が図られ、さらに「協働的な学び」の一体的な充実が実現できた。

研
究
内
容

●最初は動画を観てこない生徒も多かった
が、単元を通して継続することで視聴し
てくるのが習慣となった。その結果演習
時の質が向上した。

●教える、教わるといった場面が自然と増
え、授業に主体的に取り組む生徒が多数
見られた。

●解説時の説明がうまくなり、数学的な用
語も使えるようになった。

●動画作成には、どうしても勤務外の時間
を割くこととなってしまっていた。その
ため、動画作成の効率化を検討する必要
がある。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けたICT活用 滑川総合高等学校教諭 北谷 勇介〔数学〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

●家庭学習の時間の確保とともに、スマートフォンなどの
ＩＣＴ機器を使用した学習習慣を作る。

●授業内での協調学習の質を上げ、教える力、質問する力を向上させる。
●クラスの授業内容への理解度を上げるとともに、主体的に授業に参加する生徒を増やす。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題
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 研究①           研究授業指導案 

 

 

１ 単 元 名 数学 B 第 2 章 ベクトル 第 2 節 ベクトルの応用 

２ 対 象 ２年 4 組（第 2 学年理数科） 

３ 使用教科書 東京書籍「数学 B Ａｄｖａｎｃｅｄ」 

４ 

 

５ 

指導の計画 

 

本時の指導 

①位置ベクトル（3 時間） ②ベクトル方程式（3 時間） 

 

（１）本時の目標 

ベクトル方程式がその形によってさまざまな図形を表すことを理解する 

 

（２）本時の評価規準 

〇 ベクトル方程式を見て，図形を判断することができる（知識・技能） 

〇 図形を見て，ベクトル方程式を作ることができる（思考・判断・表現） 

〇  自分で工夫して例にない図形を表すベクトル方程式を作ることができる（主体的

に学習に取り組む態度） 

 

（３）本時の展開 

指導内容 留意点 

〇2 点を通る直線のベクトル方程式を 

理解し，ベクトル方程式を元にして方

程式をつくる 

〇共線条件と関連付けて理解させる 

〇 p sa tb で表される点P が，s ，t 

の条件を変えるとどのように動くのか

を理解する 

〇適宜話し合いの時間を持つ

〇斜交座標についても触れる 

〇教科書の問にないような図形も作れ 

ることも伝えて，自分でオリジナルの

条件を作る 

〇自分で作った条件と対応する図形 

をスマートフォンで撮影し，画像を共

有する 

（時間が余ったら） 

〇通る点と法線ベクトルから方程式を

つくる 

〇空間ベクトルでも同様の手法で平 

面の方程式を作れることに触れる 
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研究②            研究授業指導案 

 

 
1. 単元名  数学Ⅱ 第４章 図形等方程式 第３節 軌跡と領域 

2. 対象  第２学年（理系スタンダードクラス）２８名 

3. 使用教科書       数研出版「改訂版 高等学校 数学Ⅱ」 

4. 指導の計画 

① 軌跡と方程式（２時間） ②不等式の表す領域（３時間）←本時３時間目 

 

5. 本時の指導 

（１）本時の目標 

線形計画法を利用した文章問題を理解する。 

（２）本時の評価規準 

○ 問題文から不等式をつくり、条件を図示することができる（知識・技能）。 

○ 図を元に値のとり得る範囲を考え、記述することができる（思考・表現・判断）。 

○ わからないところは周囲や教師に聞き、問題に粘り強く取り組むことができる。 

また、周囲に対して考えを共有することができる（主体的に学習に取り組む態度）。 

（３）本時の展開 

時間 学習内容 活動 指導上の留意点・評価 

３分 

 

 

２分 

 

 

２分 

 

 

 

５分 

 

 

２０分 

 

 

５分 

 

 

 

 

５分 

 

８分 

 

本時の問題

を確認する 

 

事前評価 

 

 

グループに

分かれる 

 

 

一人で問題

に取り組む 

 

周囲と協力

して問題に

取り組む 

答案をまと

めてスライ

ドに貼り付

ける 

 

発表 

 

自己評価 

 

○本時の目標・問題の共有 

 

 

○問題を見て状態での事前評価を

Google Classroomで行なう 

 

○３人組（または４人組）に分かれ机

をつなげる 

 

 

○一人で問題に取り組むように指示す

る 

 

○グループで協力して全員が理解でき

るように取り組む。 

○早く終わった班は問２を解く 

○班ごとに「わかりやすい」「説明し

やすい」答案をつくり、写真に撮って

スライドへ貼り付ける 

 

 

○２班を指名し、全体に発表 

 

○Google Classroomを利用して自己評

価を入力・全体共有 

 

 

 

○５段階の選択式 

 

 

○全員が前方を見るこ

とができるように、机

の向きに注意する 

 

○周囲と相談しないよ

うに指示する 

 

○黒板にヒントカード

を貼り付ける 

 

○見やすいようにペン

を使うよう指示 

 

 

 

 

 

○選択式と記述式 
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 研究③           研究授業指導案 
 

 

 

１．日   時 ： 令和４年１１月１８日（金） 第５時限 （会場：１年３組HR） 

 

 
２．学   級 ： １年３組前半グループ（男子 ７名、女子１３名 計２０名） 

 

 
３．生徒の実態 ： 授業は、少人数展開で出席番号の前後半でクラス分けをしている。

数学を苦手とする生徒もいるが、前向きに全員が授業に取り組んで

いる。普段の授業から活発に議論を交わし、積極的に取り組む生徒

が多い。 

 

 
４．使 用 教 材 ： 数研出版  最新 数学Ⅰ 

 

 
５．単 元 名 ： 第４章「図形と計量」より「正弦定理」（P144～146） 

 

 
６．本時の目標 

 

⑴ 与えられた条件をもとに正弦定理を用いて、答えを導くことができる。 
 

⑵ 反転学習の成果を発揮し、学んできたこと発揮することができる。 
 

⑶ 既習の知識をもとに発展した問題を協力して解くことができる。 
 

⑷ 互いに課題の達成に向けてコミュニケーションをとることができる。 

 

 
７．計画及び方法の概要 

 

  昨年度と同様に授業動画を用いた反転学習を行う。今年度は図形と計量の単元を 

 はじめから反転学習を継続して行い、本時はその８時限目にあたる。反転学習を用 

 いることで授業中の生徒の学習がどのように変化するかを研究したいと考えた。 
 

  反転学習時には自ら作成した授業動画と Google フォーム にて作成したアンケー 

 トを用いて内容の理解度を確認した。授業中は基本的に ICT 機器を使用することは 

 せず、生徒のアナログな学習活動に集中させたいと考える。 

高等学校数学 -7- 



８．授業計画 
 

 学習内容 教科書 授業動画 

１時限目 三角比の定義 P.124～127，133 三角比を知ろう！ 

２時限目 三角比の相互関係 P.130～131 三角比の相互関係 

３時限目 
(ジグソー活動) 

三角比の利用 P.128,129 奇 三角比の利用(sin,cos) 偶 

三角比の利用(tan) 

４時限目 前半戦まとめ   

５時限目 三角比の拡張 P.134～136 三角比の拡張(前半) 

６時限目 三角比の拡張② P.138～140 三角比の拡張(後半) 

７時限目 三角比の相互関係 P.137,138 三角比の相互関係 

８時限目(本時) 正弦定理 P.144～146 正弦定理 

※ ３時限目は出席番号の偶数、奇数で配信する動画を別のものにしてジグソー活動を行った。 

 

 
９．本時の流れ 

 

活動 
(時間) 

教員の指導・生徒の活動 指導上の留意点 

導入 

(５分) 
・本時の授業の目標を確認する。 

授業動画とともに配布したアンケートのクイズ 

を出し、生徒と本時のキーワードを確認する。 

① 正弦とは何をさしている？ 

② 正弦定理の２パターンの使い方 

③ 計算の上で注意することは？ 

・反転学習をメインにしているの

で、導入は手短に、生徒の活動時

間を確保する。 

展開Ⅰ 

(１５分) 
・演習問題を解く。 

配布した演習問題を解く。 

答えを導くことができたら、周りの人と確認を 

するよう促す。 

机間巡視しながら正弦定理の使い方を確認して 

いく。 

 

 

 

・演習問題の解説を生徒にさせる。 

生徒を指名し、問題の解説をさせる。 

・まずは授業動画で学んだことを

発揮させるために個人の活動をさ

せ、時間が経ったら協調学習へシ

フトしていく。 

● 反転学習で学んできた内容が理

解できているか。【知 識・技能】 

● クラスメイトと協力して取り組

むことができるか。【主体的に学

習に取り組む態度】 

展開Ⅱ 

(２０分) 

 

 

・教科書にはない発展的な問題を解く。展開Ⅰと

同様に、生徒主体で学ばせる。 

 

・発展問題の解説を生徒にさせる。 

・今度は発展的な内容なの で、協

調学習からスタートさせる。 

●既習の知識を発展させることが

できるか。【思考・判断・表現】 

まとめ 

(１０分) 

・本時のまとめを生徒に解説させる。 

Q．正弦定理のポイントをまとめると？ 

●本時の目標を達成することがで

きたか。【知識・技能】 
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 理科

「探究の過程を踏まえたＩＣＴ活用」研究テーマ

自然現象に対する気付き

課題の設定

検証計画の立案

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

表現・伝達

課
題
の
把
握

課
題
の
探
究

課
題
の
解
決

仮説の設定
見通し

振り返り

ねらい

Google Workspace を活用した実践例は報告され
ているが、探究の過程の中でＩＣＴを活用した実践
例は少ない。探究の過程の学習活動の中でＩＣＴが
どのように活用できるか研究した。

探究の過程

資質・能力を育むために重視すべき学習過程

高等学校学習指導要領（平成30年告示）
解説 理科編理数編 p10参照

実践事例１

λDNA 塩基配列

HindⅢは AAGCTT を認識する制限酵素

Google ドキュメントによる共有
生物「DNA切断と電気泳動」

仮説の設定におけるICT活用

実践事例２ 化学基礎「酸と塩基」

検証計画の立案におけるICT活用

実践事例３

探究の過程× ICT活用

化学基礎「化学反応の量的関係」

検証計画の立案におけるICT活用

成果と課題

〇学校の実態に即して、探究の過程の学習活動に
おいてＩＣＴを活用し、思考力・判断力・表現
力等を育成することができた。

〇結果の処理や考察において、業務の効率化に
つながる事例を開発する。

仮説の設定

観察・実験の実施

結果の処理

考察・推論

認識配列の検索 DNA断片の予想

実験操作の動画視聴

電気泳動写真の共有

結果と予想の比較 妥当性の検討

考察・推論

検証計画の立案

観察・実験の実施

お酢の濃度のデータの共有・考察

・レモンやオレンジなど身近な
食品に含まれる酸の調査

・実験プリントの作成と共有

酢酸の中和滴定実験

実験計画を立案する

Google スプレッドシートによる共有

考察・推論

検証計画の立案

観察・実験の実施

考察・推論

炭酸カルシウムと塩酸との反応に
おける化学反応の量的関係の考察

誤差の要因について仮説を設定

仮説検証のための実験の改善

誤差の要因について考察
実験結果の誤差を検討する

ロイロノートによる共有
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高等学校 第３学年

生物「ＤＮＡ切断と電気泳動」

学 年

研
究
内
容

「 探究の過程を踏まえたＩＣＴ活用 」 実践事例① 越谷南高等学校 教諭 金木 隆彰〔理科・生物〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成 果

Google ドキュメントを活用してλDNAの
塩基配列のうち、制限酵素の認識配列
(AAGCTT）を検索し、DNA断片の大きさ
を予想させた。

課 題

YouTube を活用してDNA 切断と電気
泳動に関する実験動画を視聴させた。

得られた結果を写真で記録し、
Google Classroom を活用してデータを
共有した。結果を事前の予想と比較した。

仮説の設定 観察・実験の実施 結果の処理

●分子生物学は、高校段階では座学だけではイメージがつかみにくい。加えて、
実験の設定も、仮説の設定や測定の処理に時間がかかるため難しい。

◯実験・観察によって明らかになった結果について、事前に設定した仮説が
正しいかどうか分析・考察する力を育成する。

○ＩＣＴを用いることで、実験の説明や作業の時間を短縮することがで
き、仮説設定や考察に仮説を十分な時間をとることが可能になった。
その結果、従来よりも分子生物学のイメージをつかむことができた。

●共有データの分析や考察も共有することで、より深い理解につなげる。
●学んだ手法での新たな課題の設定を行わせる。

◯Google ドキュメント
◯YouTube
◯Google Classroom

DNA切断と電気泳動 切断されたDNA バンドの写真λDNA 塩基配列

HindⅢは AAGCTT を認識する制限酵素

考察・推論
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高等学校 第２学年

化学基礎「酸と塩基」

学 年

「 探究の過程を踏まえたＩＣＴ活用 」 実践事例② 川越南高等学校 教諭 井上 尚〔理科・化学基礎〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

●学習の様々な場面でＩＣＴを活用しているが、探究の過程に限ると、効果的に
活用できていない。

〇既習事項を踏まえ、実験や観察の結果をもとに、見通しを持って仮説を立てる
力と仮説を検証する力を育成する。

◯Google フォーム
◯Google スプレッドシート
◯Google スライド

研
究
内
容

成 果

Google スプレッドシートを活用して、食酢の
濃度に関する中和滴定の実験結果を集約した。
Google フォームを活用して考察を食酢の質量
%濃度と実験操作についての考察を集約した。

課 題

食酢の濃度を測定

検証計画の立案 観察・実験の実施観察・実験の実施検証計画の立案仮説の設定観察・実験の実施

〇得られた考察から学習内容を振り返り、新たな仮説を立てるため、
情報を収集し、確かめるための観察・実験の計画を立案させること
ができた。

〇探究活動を丁寧かつ効率的に進めるために、ＩＣＴをより効果的に
活用する必要がある。

考察・推論

実験計画の立案と操作方法の作成

食酢の濃度に関する中和実験の操作を踏まえ、
他の食品に含まれる酸について、実験で確か
められないか生徒に調べさせた。調べた結果
をGoogle フォームを活用して集約した。

食品中の酸の濃度の求め方を調査

飲料水に含まれる乳酸やレモンに含まれるク
エン酸の濃度を求める中和滴定の実験操作を
Google スライドを活用して作成させた。

カルピス原液の中和滴定

高等学校理科 -3-
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高等学校 第１学年

化学基礎「物質量と化学反応式」

学 年

「 探究の過程を踏まえたＩＣＴ活用 」 実践事例③ 川口北高等学校 教諭 藤澤 弘明〔理科・化学基礎〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

使用アプリ等

●指示した通りの操作を行う実験になっており、探究の過程の視点に沿った学習活動
が行えていない。実験後に考察し、主体的に実験を考案する経験が不足している。

育成を目指す資質・能力

○実験結果から、測定の誤差を考察し、測定の誤差を小さくする操作に関する
仮説を設定し、実験を計画・計画する力を育成する。

◯Google Classroom
◯You Tube
◯ロイロノート

1回目の実験結果と理論値の誤差を
計算し、誤差の原因を考察する。
研
究
内
容

成 果 課 題

ロイロノートを活用して各班の意見を
共有し、それらの意見をもとに誤差を
減らすための実験計画を立案した。

１回目の実験結果と理論値の誤差を計算し、
誤差の原因を考察した。Google Classroom 
を活用してデータを共有した。

実験結果と理論値との誤差を考察

検証計画の立案 観察・実験の実施観察・実験の実施 考察・推論

立案した計画で実験を行い、誤差が小さくなる
ことを確認した。また、誤差の現象に大きく
寄与した要素や、誤差の性質について
ロイロノートを活用して話し合った。

実験計画の立案 実験結果と誤差の性質を共有

〇ＩＣＴを用いることで、短時間で班同士の意見交換ができ、様々な
視点を取り入れた仮説と実験計画の立案を行わせることができた。

○探究の過程に沿った学習活動を行わせることができた。

〇探究能力育成のために、さらに回数を重ねていく必要がある。
○ＩＣＴを用いて、主体的な意見交流をより頻繁に行う必要がある。

検証計画の立案 観察・実験の実施 考察・推論
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実践事例１
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生物実験５            DNA 切断と電気泳動 
 
１ 目的 

 制限酵素の働き・電気泳動法による DNA 断片の大きさの推定方法を理解する。 

      

２ 準備 

〔材料・試薬〕λDNA（λファージの DNA）、制限酵素（HindⅢ・BglⅡ・NruⅠ）制限酵素用バッファー、

ローディングバッファー、DNA サイズマーカー、TAE（電気泳動バッファー）、 

アガロースゲル、核酸染色試薬、滅菌水 

〔器具〕マイクロチューブ、マイクロピペット、マイクロチューブ立て、アイスボックス、小型遠心機、 

電気泳動槽、トランスイルミネーター、チップ、恒温槽、パラフィルム 

 

３ 方法 

① 透明チューブの蓋に、使用する制限酵素名を記入する。 

② 制限酵素用バッファーを 13.5μL とる。ネガティブコントロール（NC）は、滅菌水 15μL。 

③ 各チューブに DNA 溶液を 5μL とる。混合後、タッピング、スピンダウン（遠心分離）。 

④ 各制限酵素を 1.5μL とり混合。（ピペッティングを行う） 

⑤ 37℃で 25 分インキュベート。 

⑥ チューブをアイスボックスで冷やす。 

⑦ チューブにローディングバッファー2.5μL 加えてピペッティング、ウェルに 10μL アプライ。 

 ※アプライは、左からマーカー・ネガティブコントロール・HindⅢ処理・BglⅡ処理・NruⅠ処理 

  →マーカーは 7μL をアプライ。 

ネガティブコントロールは制限酵素処理なしのλDNA。 

⑧ 100V で 40 分、電気泳動。 

⑨ ゲルを取り出し、トランスイルミネーターで撮影。 

 

４ 予想 

λDNA（48,502bp）の塩基配列、各制限酵素の認識配列から、生じるバンド数と塩基対数を予想し表に

まとめよう！ 

※λDNA の塩基配列は、Google ドキュメントで配布します。検索機能他を使い探してみよう。 

 

 
制限酵素 マーカー HindⅢ BglⅡ NruⅠ 

バンド１ 23,130    

バンド２ 9,416    

バンド３ 6,557    

バンド４ 4,361    

バンド５ 2,322    

バンド６ 2,027    

バンド７ 564    

バンド８ 125    

バンド９     

バンド１０     

バンド数     

 

 

制限酵素処理 組成 

 酵素 NC 

DNA 5.0 5.0 

酵素 1.5 0 

バッファー 13.5 0 

滅菌水 0 15 

 

 
制限酵素 認識配列 

HindⅢ  

 

BglⅡ 

 

 

NruⅠ 
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５ 結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 考察 

① EcoRⅠは DNA 上の特定の 6 塩基を認識し、切断する。λDNA の塩基配列がランダムかつ 4 塩基同 

量ずつ存在するとしたら、理論上何本のバンドが生じるか答えよ。 

 

 

 

 

② HindⅢは EcoRⅠと同じく特定の 6 塩基を認識し、切断する、①の理論上のバンド数と実際のバンド数 

に違いは生じるのはなぜか答えよ。 

 

 

 

 

③ DNA は電気泳動で＋極方向に移動する、理由を答えよ。 

 

 

 

 

 

７ 感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年    組    番 氏名 
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【結果】電気泳動 写真 
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実験の計画を立てよう 

 

先日行った中和滴定の実験では、お酢の中の酢酸の濃度（酸度）を求めました。 

お酢と同様に、身近な食品の中には様々な酸が含まれています。 

今回は、その酸の濃度を求める実験の計画を立ててみましょう。 

 

①題材（食品名） 

 

 

②その食品に含まれる主な酸（調べて記入） 

 

 

 

③実験タイトル 

 

 

 

④実験操作概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤注意点等 

 

 

 

 

 

2 年  組    番 氏名 

共同立案者（         ）（          ）（          ） 

実践事例２
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化学反応の量的関係 

【目 的】 反応に関係する物質量（ｍｏｌ）は、化学反応式の係数が示す比で表されることを知る。 

【準 備】 

器 具： 精密電子天秤、電子天秤、５０ｍL メスシリンダー、１００ｍL コニカルビーカー（４個）、 

秤量皿（４枚）、ピペット、薬さじ、電卓 

薬 品： 炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、２mol/Ｌ塩酸（ＨＣｌ） 

【操 作】 

実験１  

① 電子天秤に、秤量皿をのせ、炭酸カルシウムを１．０ｇはかりとる。 

② 塩酸２５mL をメスシリンダーで測って、コニカルビーカーに入れる。 

③ ②のコニカルビーカーと、①の秤量皿を精密電子天秤にのせて、反応前の全質量Ａ(g)を計測する。 

 

 

 

 

④ ②のコニカルビーカーに、①ではかりとった炭酸カルシウムを少しずつ加えて反応させる。 

（発生する気泡で溶液が吹きこぼれないように、秤量皿でふたをする。） 

⑤ コニカルビーカーを傾け、内壁に残っている物も完全に反応させる。 

よく振り混ぜて、発生した気体を外へ逃がす。 

⑥ 十分に反応した後、ふたに用いた秤量皿と共に、反応後の全質量 B(g)を計測する。 

 

実験２ 炭酸カルシウム ２．０ｇ、３．０ｇ、４．０ｇで、①～⑥を行う。 

 

【考  察】 

１ 実験の結果を次の表に整理せよ。（自分の実験結果を転記しよう。） 

 実験１ 実験２ 実験３ 実験４ 

ＣａＣＯ３の質量

（ｇ） 
１．０  ｇ ２．０  ｇ ３．０  ｇ ４．０  ｇ 

発生したＣＯ２の質量 

Ａ－Ｂ （ｇ） 
ｇ ｇ ｇ ｇ 

未反応の 

CaCO3 の有無 
    

 

２ 考察１のデータから、各物質の量を物質量で表し、次の表に整理せよ。（自分の実験結果を転記しよう。） 

（原子量：Ｃ=12 Ｏ=16 Ｃｌ=35.5 Ｃａ=40） 

 実験１ 実験２ 実験３ 実験４ 

ＣａＣＯ３物質量 

(mol) 
ｍｏｌ ｍｏｌ ｍｏｌ ｍｏｌ 

発生したＣＯ２物質量 

(mol) 
ｍｏｌ ｍｏｌ ｍｏｌ ｍｏｌ 

ＨＣｌ 物質量 

(mol) 
  ０．０５ｍｏｌ   ０．０５ ｍｏｌ   ０．０５ ｍｏｌ   ０．０５ ｍｏｌ 

 

 

 
 

 

実践事例３
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３ 塩酸と炭酸カルシウムの反応を化学反応式で示し、0.050mol の HCl と過不足なく反応する炭酸カルシウム

の物質量を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

４炭酸カルシウムと発生した二酸化炭素の物質量の関係をグラフに表せ。 

横軸：炭酸カルシウムの物質量（mol） 縦軸：発生した二酸化炭素の物質量（mol） 

 

５ グラフから、今回の実験で 0.05mol の HCl と過不足なく反応する炭酸カルシウムの物質量を読み取れ。 

 

 

 

 

 

 １年  組   番 氏名               共同実験者 
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「誤差」の原因を考えよう 

 

【目 的】 実験における誤差の要因を考察し、探究的に学ぶ態度を育成する。 

【準 備】 

器 具： 精密電子天秤、電子天秤、５０ｍL メスシリンダー、１００ｍL コニカルビーカー（４個）、 

秤量皿（４枚）、ピペット、薬さじ、電卓 

薬 品： 炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、２mol/Ｌ塩酸（ＨＣｌ） 

 

目標： より誤差の少ない実験の方法や操作の工夫を考えよう！ 

 

【事実の整理】 

１ CaCO3 1.0g が全て反応した場合、発生する二酸化炭素の量は理論上何 g か、計算しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ １で求めた理論値と比べて、自分の班の実験結果には何 g 程度誤差が生じていただろうか。 

 

 

 

 

 

 

【考  察】 

１ 実験当日の動きを再現しながら、「どの場面で誤差が出うるか」を考え、以下に箇条書きでできる限り多くまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ロイロノートですべての意見を集めたカードを提出しましょう。 
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２ 実験の誤差を減らすために、実験操作の工夫を考えたり、より正確な器具を使ったり、新しい実験操作を追加してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒実際に１回実験してみましょう。 

下の実験書に、自分の班の工夫を書き込んで、自分の班だけの実験書にしてください。 

 

—————————————————————————————————————————————— 

化学反応の量的関係（改善版） 

【目 的】 反応に関係する物質量（ｍｏｌ）は、化学反応式の係数が示す比で表されることを知る。 

【準 備】 

器 具： 精密電子天秤、電子天秤、５０ｍL メスシリンダー、１００ｍL コニカルビーカー（４個）、 

秤量皿（４枚）、ピペット、薬さじ、電卓 

薬 品： 炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、２mol/Ｌ塩酸（ＨＣｌ） 

【操 作】 

実験１  

① 電子天秤に、秤量皿をのせ、炭酸カルシウムを１．０ｇはかりとる。 

 

② 塩酸２５mL をメスシリンダーで測って、コニカルビーカーに入れる。 

 

③ ②のコニカルビーカーと、①の秤量皿を精密電子天秤にのせて、反応前の全質量Ａ(g)を計測する。 

 

 

 

 

 

④ ②のコニカルビーカーに、①ではかりとった炭酸カルシウムを少しずつ加えて反応させる。 

（発生する気泡で溶液が吹きこぼれないように、秤量皿でふたをする。） 

 

⑤ コニカルビーカーを傾け、内壁に残っている物も完全に反応させる。 

よく振り混ぜて、発生した気体を外へ逃がす。 

 

⑥ 十分に反応した後、ふたに用いた秤量皿と共に、反応後の全質量 B(g)を計測する。 
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【考  察】 

１ 実験の結果を次の表に整理せよ。 

 改善版の実験 改善前の実験 

ＣａＣＯ３の質量（ｇ） １．０  ｇ １．０  ｇ 

発生する CO2 の理論値（ｇ）  g   g  

発生したＣＯ２の質量 

Ａ－Ｂ （ｇ） 
ｇ ｇ 

未反応の 

CaCO3 の有無 
  

 

２ 改めて実施した実験によって、実験の誤差は小さくなっただろうか。評価せよ。 

 

 

 

 

 

３ 誤差が縮まらなかった班は、実験を振り返りさらにその誤差の原因を考え、改善案を考えよ。 

誤差が縮まった班は、特に良かった改善点を考察し、実験の内容をさらに改善するために、できることを考えて挙げよ。 

  （今回使えなかった器具を使うことや授業時間にとらわれずに考えてＯＫ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年  組   番 氏名               共同実験者 
※授業翌日までに、指定のロイロノート提出 BOX へ提出 
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「誤差」の原因を考えよう 

 

【目 的】 実験における誤差の要因を考察し、探究的に学ぶ態度を育成する。 

【準 備】 

器 具： 精密電子天秤、電子天秤、５０ｍL メスシリンダー、１００ｍL コニカルビーカー（４個）、 

秤量皿（４枚）、ピペット、薬さじ、電卓 

薬 品： 炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、２mol/Ｌ塩酸（ＨＣｌ） 

 

目標： より誤差の少ない実験の方法や操作の工夫を考えよう！ 

 

【事実の整理】 

１ CaCO3 1.0g が全て反応した場合、発生する二酸化炭素の量は理論上何 g か、計算しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ １で求めた理論値と比べて、自分の班の実験結果には何 g 程度誤差が生じていただろうか。 

 

 

 

 

 

 

【考  察】 

１ 実験当日の動きを再現しながら、「どの場面で誤差が出うるか」を考え、以下に箇条書きでできる限り多くまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ロイロノートですべての意見を集めたカードを提出しましょう。 
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２ 実験の誤差を減らすために、実験操作の工夫を考えたり、より正確な器具を使ったり、新しい実験操作を追加してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒実際に１回実験してみましょう。 

下の実験書に、自分の班の工夫を書き込んで、自分の班だけの実験書にしてください。 

 

—————————————————————————————————————————————— 

化学反応の量的関係（改善版） 

【目 的】 反応に関係する物質量（ｍｏｌ）は、化学反応式の係数が示す比で表されることを知る。 

【準 備】 

器 具： 精密電子天秤、電子天秤、５０ｍL メスシリンダー、１００ｍL コニカルビーカー（４個）、 

秤量皿（４枚）、ピペット、薬さじ、電卓 

薬 品： 炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、２mol/Ｌ塩酸（ＨＣｌ） 

【操 作】 

実験１  

① 電子天秤に、秤量皿をのせ、炭酸カルシウムを１．０ｇはかりとる。 

 

② 塩酸２５mL をメスシリンダーで測って、コニカルビーカーに入れる。 

 

③ ②のコニカルビーカーと、①の秤量皿を精密電子天秤にのせて、反応前の全質量Ａ(g)を計測する。 

 

 

 

 

 

④ ②のコニカルビーカーに、①ではかりとった炭酸カルシウムを少しずつ加えて反応させる。 

（発生する気泡で溶液が吹きこぼれないように、秤量皿でふたをする。） 

 

⑤ コニカルビーカーを傾け、内壁に残っている物も完全に反応させる。 

よく振り混ぜて、発生した気体を外へ逃がす。 

 

⑥ 十分に反応した後、ふたに用いた秤量皿と共に、反応後の全質量 B(g)を計測する。 
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「誤差」の原因を考えよう 

 

【目 的】 実験における誤差の要因を考察し、探究的に学ぶ態度を育成する。 

【準 備】 

器 具： 精密電子天秤、電子天秤、５０ｍL メスシリンダー、１００ｍL コニカルビーカー（４個）、 

秤量皿（４枚）、ピペット、薬さじ、電卓 

薬 品： 炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、２mol/Ｌ塩酸（ＨＣｌ） 

 

目標： より誤差の少ない実験の方法や操作の工夫を考えよう！ 

 

【事実の整理】 

１ CaCO3 1.0g が全て反応した場合、発生する二酸化炭素の量は理論上何 g か、計算しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ １で求めた理論値と比べて、自分の班の実験結果には何 g 程度誤差が生じていただろうか。 

 

 

 

 

 

 

【考  察】 

１ 実験当日の動きを再現しながら、「どの場面で誤差が出うるか」を考え、以下に箇条書きでできる限り多くまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ロイロノートですべての意見を集めたカードを提出しましょう。 
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２ 実験の誤差を減らすために、実験操作の工夫を考えたり、より正確な器具を使ったり、新しい実験操作を追加してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒実際に１回実験してみましょう。 

下の実験書に、自分の班の工夫を書き込んで、自分の班だけの実験書にしてください。 

 

—————————————————————————————————————————————— 

化学反応の量的関係（改善版） 

【目 的】 反応に関係する物質量（ｍｏｌ）は、化学反応式の係数が示す比で表されることを知る。 

【準 備】 

器 具： 精密電子天秤、電子天秤、５０ｍL メスシリンダー、１００ｍL コニカルビーカー（４個）、 

秤量皿（４枚）、ピペット、薬さじ、電卓 

薬 品： 炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）、２mol/Ｌ塩酸（ＨＣｌ） 

【操 作】 

実験１  

① 電子天秤に、秤量皿をのせ、炭酸カルシウムを１．０ｇはかりとる。 

 

② 塩酸２５mL をメスシリンダーで測って、コニカルビーカーに入れる。 

 

③ ②のコニカルビーカーと、①の秤量皿を精密電子天秤にのせて、反応前の全質量Ａ(g)を計測する。 

 

 

 

 

 

④ ②のコニカルビーカーに、①ではかりとった炭酸カルシウムを少しずつ加えて反応させる。 

（発生する気泡で溶液が吹きこぼれないように、秤量皿でふたをする。） 

 

⑤ コニカルビーカーを傾け、内壁に残っている物も完全に反応させる。 

よく振り混ぜて、発生した気体を外へ逃がす。 

 

⑥ 十分に反応した後、ふたに用いた秤量皿と共に、反応後の全質量 B(g)を計測する。 
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【考  察】 

１ 実験の結果を次の表に整理せよ。 

 改善版の実験 改善前の実験 

ＣａＣＯ３の質量（ｇ） １．０  ｇ １．０  ｇ 

発生する CO2 の理論値（ｇ）  g   g  

発生したＣＯ２の質量 

Ａ－Ｂ （ｇ） 
ｇ ｇ 

未反応の 

CaCO3 の有無 
  

 

２ 改めて実施した実験によって、実験の誤差は小さくなっただろうか。評価せよ。 

 

 

 

 

 

３ 誤差が縮まらなかった班は、実験を振り返りさらにその誤差の原因を考え、改善案を考えよ。 

誤差が縮まった班は、特に良かった改善点を考察し、実験の内容をさらに改善するために、できることを考えて挙げよ。 

  （今回使えなかった器具を使うことや授業時間にとらわれずに考えてＯＫ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年  組   番 氏名               共同実験者 
※授業翌日までに、指定のロイロノート提出 BOX へ提出 

誤差は大きく なったが、 発生し たCO2の質量が0,44g以下になったので、 次回からはど
こでCaCO3と HClが失われたのかに集中して考えること ができるよう になった。

誤差の原因・ ・ ・ 発生し たCO2が溶液中に溶けた、 HClと CaCO2が完全に反応し 切らな
かった 
 
①HClにCO2を溶かして、 CaCO3を加えて発生し たCO2が全て空気中に出るよう にする 
②精密電子天秤でCaCO3を1,000g量り と り 薬包紙に乗せる 
③HCl25m lをメ スシリ ンダーで量り と り、 コニカルビーカーに移す 
④薬包紙、 コニカルビーカー、 ガラス棒をまと めて精密電子天秤で量る 
⑤CaCO2と HClを反応さ せ、 ガラス棒で3分間混ぜる 
⑥薬包紙、 コニカルビーカー、 ガラス棒をまと めて精密電子天秤で量る 
⑦   ⑤と ⑥を精密電子天秤の数値が変わらなく なるまで繰り 返す 
⑧   ④の質量から、 ⑦の質量を引く
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• 最初に炭酸カルシウムを測り
と ると ころで、 多過ぎたり 少な
かったり する。  

• 天秤の中で炭酸カルシウムを
こぼさ ないよう にする
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参考１ Classroom 写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考２ ロイロノート写真 
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～

保健体育の学習における一層の充実を図るため、ＩＣＴを用いた効果的な活用の方法研究テーマ

〇動画の活用
〇グループワークの活用

〇グループワークの活用

〇グループワークの活用

研究概要 研究の成果

ＩＣＴの活用

学習の充実を図るための
活用事例の提示（体育）

期待される効果や手法

授業の効率化

主体的な学び

協働的な学び

・活動量の確保
・時間短縮

・グループワーク
（同時の作業）
（思考・判断・表現）

・グループワーク
（思考・判断・表現）
（役割分担）

・知識及び技能の習得

研究１

研究２

課題

・適度な大きさの端末使用
・使用にあたっては、教師の支援的な働きかけが重要
・体育施設内のＢＹＯＤ環境
・ＩＣＴの活用と運動量の確保の両立

主体的な学び

授業の効率化

授業の効率化

授業の効率化

協働的な学び

協働的な学び

主体的な学び

副次的な効果

〇意見を簡潔にまとめられるようになる。
➡思考力・表現力の向上

〇記録の蓄積により授業の積み重ねが見や
すい。表現の変容がよくわかる。

〇仲間へのポジティブなアドバイスを直接
伝えられる。

〇動画視聴で技能の修正点を見つける。

〇知識及び技能の理解がよりスムーズになる。

〇グループの考えの可視化、意思の疎通を図る。

〇活動内容の蓄積（ポートフォリオ）

〇個別に同時の入力で時間が短縮できる。
〇入力や確認作業は授業時間外でも可能
➡学習の振り返りがいつでもできる。

副次的な効果 〇コミュニケーションが増加する。

協働的な学び

研究３
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高等学校 第２学年

体育「バレーボール 」

学 年

○授業全般において、話し合いなど他者との関わりを通して学習を深めた いが、その記録に時間が
かかり、実際の活動量が少なくなってしまう。

○バレーボールは、パス・サーブなどの技能の習得に時間がかかり、ラリーを続けることが難しい。

○カメラ機能
○Google Jamboard

眞研
究
内
容

○動画を活用することで、ポイン
トの理解がよりスムーズになっ
た。自分に足りない点は何かが
分かりやすくなった。

○グループの考えが可視化される
ことで、意思の疎通が図りやす
い。日々の話し合いの内容が蓄
積され、過去に遡ることができ
る。

○起動の速さを重視して、
Google Jamboardは生徒の
スマートフォンで利用した
が、画面が小さいためグル
ープ全員で見るのが難しい。

「保健体育の学習における一層の充実を図るため、ＩＣＴを用いた効果的な活用の方法」
浦和第一女子高等学校 教諭 望月 みづほ〔保健体育〕

研究テーマ

科目/単元

現状と課題

①Google Jamboardを用いて、グループの課題や気付きを簡潔に記録させることで、活動量を確保
しつつ、思考力，判断力，表現力等、学びに向かう力、人間性等の資質・能力を育成する。

②タブレット端末のカメラ機能を活用することで、パス・サーブなどのポイントを効果的に学習し、
知識及び技能の習得を目指す。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

○〈iPad カメラ機能を活用〉アンダーハンドパス、
オーバーハンドパス、アンダーハンドサーブ、フ
ローターサーブの動画を作成し、授業内で視聴し
ながら練習する。
→動画を何度も見直したり、スロー再生にしたり
して、動きを分析する様子が見られた。

→自分の動画を撮影し、手本の動画と見比べる様
子が見られた。

○〈Google Jamboardを活用〉ゲーム前に目標や作
戦を立て、付箋機能を用いて記録する。

○〈Google Jamboardを活用〉ゲーム終了後に振り
返りの時間を取り、付箋機能を用いて気付きを記
入する。
→前回の振り返りを効果的に行い、回を重ねるご
とにチームとして成熟していく様子が見られた。
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○長距離走に対して懸命に取り組む姿勢があるが好きな生徒は少ない。
○長距離走を楽しむための要素を与えていくことが課題とされる。

〇Google ドライブ
〇Google スプレッドシート

眞研
究
内
容

〇個人端末の活用によって授
業のスピード感が向上した。

〇Google スプレッドシートに
よって授業時間外（反転学
習的）も取り組むことがで
きる。

〇長距離走の授業でありなが
ら多くの会話が生まれた。

○Google スプレッドシートへ
の理解度に個人差があり、
進度にグループごとの差が
生じる。

○取り組み方に対する的確な
アプローチをしないと習熟
度にばらつきが出る。

「保健体育の学習における一層の充実を図るため、ＩＣＴを用いた効果的な活用の方法」
進修館高等学校 教諭 梨本 雄太〔保健体育〕

研究テーマ

現状と課題

①Google スプレッドシートでデータを入力・蓄積し、それらを授業前後でフィードバックすること
によって思考力、判断力、表現力等を高めることを目指す。

②データの入力係や計時など役割を分担し、一人一人の主体性を伸ばし、学びに向かう力、人間性
等を高めることを目指す。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

○〈生徒個人端末で入力〉グラウンドに持参、BYOD回線
を活用してデータの入力を行う。

○〈スプレッドシートで共有〉
Googleスプレッドシートを使ってリアルタイムでデータ
を共有し、スピード感をもってミーティングを行う。
活動場所でのミーティングだけでなく、教室や自宅での
フィードバックも可能となる。

○〈チームパシュートラン〉高校生が苦手（嫌い）となり
がちな長距離走をグループで取り組むことで、長距離走
に対するネガティブなイメージの払拭を図る。

学 年

科目/単元

高等学校 第１学年

体育「陸上競技 長距離走」
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○アルティメットというスポーツについて、知っている生徒はほとんどい
ない。また経験者もいない。

○男女間で運動能力に差がある。
○男女間で運動に関する意見を交換することが難しい。

〇Chromebook
〇Google Jamboard

眞研
究
内
容

〇これまでの授業の積み重ね
が見やすく、表現力を高め
られる。

〇仲間へのポジティブなアド
バイスを直接伝えることが
できる。

〇意見を簡潔に書くことがで
きる。

○ＩＣＴを活用する場面と紙
との併用

○運動量の確保
○タイピング能力
○外での記入が少々困難
（ネット環境の不備）

「保健体育の学習における一層の充実を図るため、ＩＣＴを用いた効果的な活用の方法」
宮代高等学校 教諭 萩原 育未〔保健体育〕

研究テーマ

現状と課題

「グループワーク」でＩＣＴ機器を活用することで、「思考力，判断力，表現力
等」を深め、他者に伝えることから問題を解決しようとする態度を育成する。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

学 年

科目/単元

高等学校 第３学年

体育「球技 アルティメット」

○本時のねらいを確認し、ゲーム
内で課題を見つける。

○ゲーム①を行い、ねらいに応じた意見を
Google Jamboardに入力する。

○共有した情報を参考にしながら、
ゲームに活かす。

意
見
の
集
約

毎
時
間
の
積

み
重
ね

ねらいの確認

ゲーム①

考察

ゲーム②

○仲間に対する意見を見て、情報を共
有する。

○動画で記録する。

表現力
の

深まり
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 外国語

ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の取組研究テーマ

研究の成果研究の概要

●現状課題
生徒は英語に対して

苦手意識があり、主体
的な学習ができていな
い。

●ICT活用場面
〇 生徒はグループを組み、各グループで
教科書の各パートを担当する。

〇 各グループは各パートの解説をするた
めのGoogle スライドを作成する。

〇 作成したGoogle スライドを使用し、
生徒たちが教師役となり授業を実施する。

〇 Google フォームを使用し、生徒が実
施した授業に対する相互評価をする。

●現状課題
授業内で、生徒のア

ウトプット活動が不足
している。

●ICT活用場面
〇 生徒はグループを組み、各グループで
教科書の各パートを担当する。

〇 各グループは各パートの英文解釈・和
訳等に取り組み、Google スライドや
Google ドキュメントを作成する。

〇 各グループは作成したスライドやド
キュメントを使い、クラス全体に対して
プレゼンテーションを行う。

●現状課題
大学入試に向けて、

生徒の和訳問題の解
答に対して、十分な
個別フィードバック
ができていない。

●ICT活用場面
〇 生徒は和訳問題に対する答えをGoogle 
ドキュメントに入力する。

〇 生徒はGoogle ドキュメントで他の生
徒の答えを見て、自分の答えを修正する。

〇 教師は生徒の入力したGoogle ドキュ
メントを確認し、適宜授業内で指摘する。

研究 ①
生徒は自分の端末を利用して主体的に調べ学習をしながら、自分のペース

でスライドを作成することができる。また、いつでも他のグループのスライ
ドを見ることができるため、自分が理解できていないところをいつでも復習
することができる。さらに、プレゼンテーションをすることで生徒は英語を
使うことだけでなく、人前で話すことにも自信をもつことができる。
研究 ②
生徒はペアの生徒と共に知恵を出し合って、英文解説のスライドを作成す

る。その際、端末を利用し主体的に問題解決に取り組むことができる。スラ
イドで作成した英文解説を他の生徒にプレゼンテーション形式で提示するこ
とで、スライドを活用してプレゼンテーション能力を向上させられる。また、
作成したスライドは端末に保存されるので、生徒は自身のタイミングで、そ
れを活用できる。
研究③
生徒は自分が和訳問題に取り組んでいる際に、他生徒の答えを見ることが

でき、自分の答えを改善できる。その結果、それぞれの生徒の答えが洗練さ
れていくため、教師からのフィードバックを簡潔にすることができる。また、
教師は生徒の答えを適宜観察することができ、生徒に注意を向けさせたい言
語材料をその場で指示することができる。

〇 生徒はGoogle スライドやGoogle ドキュメント等を使用することに、慣れ
が必要だった。今後も新たなアプリケーションを使用する場合は、操作に慣
れるまでに時間を要する可能性がある。しかし、生徒はアプリケーションに
慣れると、教師が想像している以上にアプリケーションを活用し、主体的・
協働的な学びにつなげることができる。

〇 生徒は自分たちで作成したスライド等でプレゼンテーションをし、学びを
深めることにつながっていたが、プレゼンテーションを聞いている生徒たち
の主体性をどのように高めていくかが課題である。

今後の課題
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ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の取組 三郷工業技術高等学校 教諭 林 忠 【外国語】研究テーマ

外国語学習の一層の充実を図るため、問題解決の過程、探究の過程の各場面においてＩＣＴ（端末）を活用する。また、
ＩＣＴを活用してのプレゼンテーション資料の作成、また画像や動画等の効果的な活用方法について考える。

２年 コミュニケーション英語Ⅱ
（Goal Setting）

Google Classroom  /   Google スライド / 
Google フォーム

・英語学習に対して苦手意識を持っている生徒が多い。
・「Goal Setting」に対する基礎知識は持っているものの、活用できる生徒は少ない。

・生徒はＩＣＴ（端末とGoogle スライド）を活用し、教科書のパート部分を説明するスライド作成・発表を行うことで、
主体性及びプレゼンテーション能力の育成を目指す。

目標

学年単元 使用機器等

現状
課題

目指す
力

主体性、協働性、
プレゼンテーション能力など

を育成する。

主体的学習

指示
調べ学習授業内外
（個人端末）

課題提出
(Google Classroom)

生徒による
授業発表

教員の
補足説明

次の
課題流れ

研究内容

〇生徒は端末を利用して主体的に学習に取り組む
姿勢を身に付けた。また、Google Classroomを
通して、いつでも作成したスライドを見ること
ができるため、生徒は自分のペースで学びに向
かうことができた。

〇生徒はGoogle スライドを活用し、クラス全体に
プレゼンテーションを行うことで、英語を使う
ことに自信がもてた。

①プレゼンテーションを行って
いる生徒は自主的に学習を行
うことになるが、聞いている
生徒は自主的になるための工
夫が必要である。

課題と
改善点

協働的
学習 発表

成果

レッスン内容 Goal Settings

生徒相互評価
(Google フォーム)

教師に
よる評価

②グループごとに行う授業範囲に
よって難易度が変わることがあ
るため、学習内容に多少の差が
生じる。
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ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の取組 大宮光陵高等学校 教諭 小林 智行 【外国語】研究テーマ

外国語学習の一層の充実を図るため、問題解決の過程、探究の過程の各場面においてＩＣＴ（端末）を活用する。また、
ＩＣＴを活用してのプレゼンテーション資料の作成、また画像や動画等の効果的な活用方法について考える。

３年 英語理解「英文解釈・和訳」 Google Classroom / Google スライド /
Google ドキュメント / Google フォーム

・生徒は知識のインプットには意欲的であるが、アウトプットには自信がない。
・学習内容を主体的に体得する機会が少ない。

・ＩＣＴを円滑に活用することで、いつでも端末を用いて学習できる姿勢を身に付ける。
・個別で学習した内容を、プレゼンテーションを通じて集団で共有することで、アウトプット力を身に付ける。

目標

学年単元 使用機器等

現状
課題

目指す
力

担当する英文によって、その質・量に差が出る場合がある。その見極めが教
師に求められる。また、グループ編成については、生徒の力量に応じてメン
バーの調整が必要となる。

流れ

注意点

研究内容

〇生徒は端末を利用して主体的に調べ学習を行い、
知識を深めることができた。

〇生徒は授業中に自分で調べたことをクラスメイ
トと共有することで協働的な学びに繋げること
ができた。

〇生徒は授業時間外でも、端末等に接続すること
で必要なスライドを見返すことができ、学びを
深めることができた。

（課題）プレゼンテーションを聞
いている生徒たちが、その内容を
どの程度理解しているかの把握が
難しい。

課題と
改善点

（課題に対する改善点）
〇確認テストの定期実施。
〇他のグループのプレゼンテー
ションを別グループが再度プレ
ゼンテーションする。成果

授業展開
①課題提示：３～４sentenceで１ Passageの英文

②３名１グループ×３～４チーム： 1 Passage当たり９～１２名
で担当

③各グループ内で担当英文の解釈・和訳スライドの作成

④チーム内で各グループのプレゼンテーション

Group work

Presentation

協働的学習

発 表

主体的学習

教師に
よる評価

次の
課題①指示 ②割り当て

③資料作成(Google 
スライド / Google 
ドキュメント)

④生徒による
プレゼンテー

ション

教師の
補足説明

生徒相互評価
（Google フォーム）
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ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の取組 越ケ谷高等学校 教諭 大槻 幸脩 【外国語】研究テーマ

外国語学習の個別最適な学びを図るため、ＩＣＴの活用により個人の学びとクラス全体の学びを可視化し、お互いから学び
合う構造を生み出す。

３年「写真のデジタル化」 Googleドキュメント / Google スライド

・生徒の和訳問題への解答に対して、教師が十分な個別フィードバックをできていない。
・生徒同士での答えの確認はペア間にとどまっており、他の生徒との学び合いが起きていない。

・生徒はＩＣＴ（端末とGoogleドキュメント）を活用し、自分たちの答えを出すだけではなく、他生徒の答えも見ることで
自分の答えをよりよいものにすることができる。より正しい答えを作成しようとする主体性と思考力を養う。

目標

学年単元 使用機器等

現状
課題

目指す
力

主体性、協働性などを育成し、
よりよい答えを作り出そうと

する態度を育てる。

主体的学習

指示
ペアで答え合わせ
（個人端末）

答えを共有
(Google ドキュメント)

他の生徒の答えを見て、
自分の答えを修正

教師の個々の答えに対する
フィードバック

次の課題

グループの数が多いと、それぞれの答えに対してフィードバックをする時間が足りな
くなる可能性がある。グループワークの際に、「他の生徒の答えを見て、よりよい表
現があれば自分の答えを改善してみよう」と学び合いを指示することで、生徒は自分
の答えを再考し、より洗練した答えとなるため簡潔なフィードバックが可能になる。

流れ

注意点

研究内容

〇生徒は端末を利用して解答し、それをクラスで
共有することができた。

〇生徒は他の生徒の答えを授業中に逐一確認する
ことができるため、自分の答えをより深めるこ
とができた。

〇教師は生徒の答えをリアルタイムで見ることが
できるため、その場で適切なフィードバックを
することができた。

①個別最適な学びをより効率的に生
み出すための指示を工夫する必要
がある。例えば、すでに模範解答
に近い解答をもっている生徒には、
より簡潔な表現を求めるなど。

課題と
改善点

②答えを書くことだけを求めると、他の
生徒の解答を正しいか正しくないかだ
けの視点で見てしまう。「無生物主語
の訳し方に気を付けよう」などと和訳
のポイントを指示することで、生徒が
注意を向けるべき言語材料に注意を
払わせると学習効率が上がる。

協働的学習
（ペア）

協働的学習
（クラス）

成果

主体性、協働性などを育成し、
よりよい答えを作り出そうと

する態度を育てる。

協働的学習
（ペア）

高等学校外国語 -4-



ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 家庭

「家庭科の資質・能力の育成に向け、個別最適な学びと協働的な学びに関するＩＣＴ活用方法」研究テーマ

育成を目指す資質・能力

●ＩＣＴに頼りすぎると生徒の書く力が低下する恐れがある。生徒の言語表現力を育成するためにも、ＩＣＴの活用とプ
リントに手書きで記述させる場面を適切に使い分けていく必要がある。

●新しいことにチャレンジしていくには時間とスキルが必要である。より効果的な活用方法を見つけていくためにも、授
業や校務に活用できるアプリケーション等の情報や基本的な使い方を全教員が共有する必要がある。

課 題

研 究 概 要 研究の成果

家庭基礎「食生活・衣生活」

●自分の意見を表現し、他者のアイデアや
意見を知る。

●自ら調べ、解決する。

研 究 ②

家庭総合「保育・消費生活」

●自分の意見を表現し、他者の意見から学
び、思考を深める。

●知識を統合し、個々の学びを深めながら
協同的に学ぶ。

研 究 ①

家庭基礎「衣生活・食生活」

●主体性を持って授業に臨む。
●グループで意見をまとめ、言語表現力と

発表能力を身に付ける。

研 究 ③

〇 Google Jamboardを使用し、乳幼児期の安全への配
慮を考える。

〇子育て中の親の育児不安をなくす方法をGoogle スラ
イドにまとめ、発表する。

〇授業前課題をGoogle フォームを用いて作成し、回答
を活用して知識・技能の定着を図る。

〇意見を見える化し、瞬
時に共有できるので、
思考の流れを止めずに
取り組める。

〇意見を共有しやすい。

〇 Google Jamboardを使用し、献立をひと工夫する案
を提示する。

〇 Google スライドを用いて、パーム油についてまとめ、
発表する。

〇 Google Classroomに配信した被服実習の製作方法を
まとめた動画や資料を見て不明な点を自ら調べる。

〇 Google Classroomに配信した調理実習や被服製作実
習のポイントを抑えた動画を必要に応じて（授業前
や実習中）確認する。

〇学習内容と実生活を繋げるための質問をGoogle 
フォームを用いて作成し、集約した回答をグループ
活動やクラスでの共有に活用する。

〇意見の共有、提示がし
やすい。

〇必要な部分を自分のタ
イミングで学べる。

〇疑問の解消を各自の最
適時に行える。

〇意見が授業に反映され
る。

高等学校家庭 -1-



研
究
内
容

「家庭科の資質・能力の育成に向け、個別最適な学びと協働的な学びに関するＩＣＴ活用方法」
蓮田松韻高等学校 教諭 池垣 陽子〔家庭〕

研究テーマ

高等学校 第１学年

「家庭総合」保育・消費生活分野

学 年

科目/単元 ○限られた時間の中、これまで学習してきた事項と関連付け、思考を深めることが
難しい。教師主導の学びに陥りやすく、主体的な学びに繋げることが難しい。

現状と課題

●自分の考えや意見を適切に表現し、他者の意見から学び思考を深める力。
●知識を統合させ、個々の学びを深めながら協働的に学ぶ力。

育成を目指す資質・能力・Google Classroom
・Google Jamboard
・Google スライド
・Google フォーム

使用アプリ等

○個人及びグループの意見を
見える化するだけではなく、
瞬時に共有することができ
るため、思考の流れを止め
ることなく取り組ませるこ
とができる。

○意見を共有しやすく、個人
及びクラス全体での振り返
りが容易にできる。

成 果

●思考を深めさせるための本
質的な問いや課題の設定。

課 題

〔保育分野：子供の体や行動の特性を踏まえ、乳幼児期の安全への配慮を考える〕
教師 ・乳幼児がいる家庭の部屋のイラストをGoogle Jamboardに提示する。
生徒 ・事故につながる危険な場所や物はないかをグループで

考える。
・危険と思う場所を○で囲み、危ないと思う理由と危険
を避けるための対策を考え、付箋で貼り付ける。

〔保育分野：どうすれば子育て中の親の育児不安をなくすことができるか考え、提案する〕
教師 ・子育ての問題点について説明した後、グループで話し合わせる。
生徒 ・各自の意見を発表した後、グループで話し合った

意見をGoogle スライド１ページにまとめる。
不明な点は教科書を見直したり、ウェブ検索する
などして調べる。

・担当したスライドについて、クラスで発表する。

〔消費生活分野：Google フォームを活用して知識・技能の定着を図る〕
教師 ・授業前の課題として、消費者庁「社会への扉」のクイズの一部をGoogle フォー

ムに配信する。解答率を提示して解説するなど、授業で活用する。
生徒 ・各自のスマートフォンで回答する。採点結果が即時にフィードバッグされるため、

学習の振り返りに役立てる。
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・Google Classroom 
・Google スライド
・Google Jamboard

研
究
内
容

教師
〇短時間で多くの生徒の意見

を把握することができ、製
作途中の様子も確認しやす
い。

〇支援が必要な生徒に時間を
かけて指導できる。

生徒
〇多数の意見を知ることがで

き、自分の意見を提示しや
すい。

〇自分の必要な部分を必要な
タイミングで学べる。

「家庭科の資質・能力の育成に向け、個別最適な学びと協働的な学びに関するＩＣＴ活用方法」
浦和第一女子高等学校 教諭 青山 奈央〔家庭〕

研究テーマ

高等学校 第１学年

「家庭基礎」食生活・衣生活

学 年

科目/単元 ○答えが一つではない問いに対する意見の集約が難しい、もしくは時間がかかる。
○実習は、生徒の進捗状況が大きく異なり、指導が難しい。

現状と課題

使用アプリ等

●自分の調べたことや意見を適切に表現し、他者のアイデアや意見を知る。
●不明な点は自分で調べ、解決する力を身につける。

育成を目指す資質・能力

成 果

●文字を書く力など総合的な
学力への影響を考え、プリ
ントに手書きする場面と
ＩＣＴを活用する場面を適
切に使い分ける必要がある。

課 題

〔食生活分野：食物繊維を多く含む食品を調べて、献立をひと工夫する案を提示する〕
教師 ・ある１日の３食の献立例とその献立で摂取することができる。

食物繊維の量をGoogle Jamboardで示す。
生徒 ・食物繊維の不足を補える食品を各自で調べ、献立に適する料理

や献立の工夫を付箋で貼り付ける。

〔食生活分野：パーム油について調べ、スライドにまとめ発表する〕
教師 ・Google スライドを使用し、パーム油に関する「パーム油の原料」「パーム油の使

い道」といった、テーマのみ書いたページを作成する。
生徒 ・ペアで１ページ担当し、割り当てられたテーマについて調べ、

文字や写真、図などを用いて、まとめる。
・担当したスライドについてクラス全体の前で発表する。

〔衣生活分野：被服実習の不明点は、配信された動画やPDF資料を見て自分で解決する〕
教師 ・被服実習における製作方法に関して、プリントを配るほか、動画資料やPDF資料を

作成し、Google Classroomに投稿する。
生徒 ・不明な点は、自分で資料を見て調べる。
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高等学校 第1学年

「家庭基礎」食生活・衣生活

学 年

○実習は生徒個人の技術や理解の差が発生しやすく、個々の進度に合わせた指導が難しい。
○食分野のまとめ学習で、グループで意見をまとめることやグループの同士の意見をクラ

ス全員で共有することが難しい。

・Google Classroom ・Google スライド
・Google フォーム
・Google スプレッドシート

++++--

研
究
内
容

教師
○実習時に想定される質問を動

画で配信すると、生徒の対応
に時間をかけられる。

○授業と実生活を繋げるために、
生徒自身の意見を授業に反映
させられる。

生徒
○疑問の解消を各自が最適時に

行える。
○意見が授業に反映され、グル

ープやクラスの意見集約に活
用できる。

●生徒の理解度を測るために、
表現力を伴うプリント記述も
授業に取り入れる。

●ＩＣＴを活用した方がスムー
ズな授業展開に繋がる内容か、
適切に使い分けを行う。

「家庭科の資質・能力の育成に向け、個別最適な学びと協働的な学びに関するＩＣＴ活用方法」
浦和西高等学校 教諭 柴﨑 千佳子〔家庭〕

科目/単元

現状と課題

●授業や実習前に生徒が授業について確認を行い、主体性をもって実習に臨む。
●グループで意見をまとめ、言語表現力と発表能力を身につける。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

主体的に授業に臨めるような準備
（授業前に配信し事前に確認し授業）

主体的に授業に取り組む授業
（授業中確認に活用・話合いの結果入力）

・実習（調理・被服）のポイントを抑えた動画
配信や食分野のまとめ学習場面で学習内容と
実生活を繋げるための質問を配信し回答依頼
と集約

・実習時に必要に応じて動画を確認
・質問回答の集約活用、グループ活動の
まとめ入力、クラスでの共有に利用

研究テーマ

高等学校家庭 -4-



ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 情報

情報科における新たな授業展開と手法の研究 ～環境を最大限に生かす取組～研究テーマ

【研究概要】
コンピュータ教室

の特性を再考

【取組】
学校紹介動画の制作

【機能】
DaVinci Resolve

コラボレーション機能

【情報科としての発信】
教科横断の取組

【研究概要】
共同編集による授業展開

【取組】
SKYNENU Proの活用

【機能】
アンケート機能
小テスト機能

【研究概要】
スマートフォンの活用

【研究概要】
普通教室における

情報科の授業

【活用】
Chromebook

【取組】
Excelマクロの活用

【数学の内容】
２次方程式

【取組】
Google スライドでの

教科書まとめ作成

【地理・総探の内容】
マイプロジェクト

【国語の内容】
ピクトグラム

【取組】
プレゼン動画の制作

【取組】
Google スライドで
ピクトグラムを制作

【取組】
Google スプレッドシート

を用いたデータ分析

【成果】
学年団との成果共有

【活用】
ＢＹＯＤ回線

【活用】
Google ドライブ

【活用】
Google フォーム

【活用】
教材提示装置

【成果】
授業の即時性

【成果】
生徒間・クラス間での共有

【成果】
作業時間短縮
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高等学校 第１学年

情報Ⅰ「プログラム実習」
社会と情報「情報を伝える・受け取る」

学 年

デジタル機器の利用が当たり前の生活をしている生徒たちだが、その仕組みに関する知識
は浅い。コンピュータ等に関する基本的な知識を身に付け、それを効果的に活用する力を
養う必要がある。

学習活動ソフトウェアSKYNENU Pro

PC室で１人1台のPC、中間モニタ、教材提示装置、学習活動ソフトウェア
SKYMENU Proを活用した授業展開の実践をした。

アンケート機能を活用
生徒はそれぞれの端末で回答する。瞬時に回答が集計され、
即時、集計結果をクラスで共有し授業に活用できる。

小テスト機能を活用
CBTで行うことで問題の配布や回収、採点作業を瞬時に行うことができる。
生徒の理解度を簡単に把握することができる。

画面受信・画面送信の活用
生徒の作業画面（一人もしくは数人分）を生徒機に転送する。
他の生徒の活動状況を見せ合うことで問題を解くヒントにできる。

教材提示装置の活用
データ以外で用意した教材を中間モニタに表示しながら説明する。
生徒端末、中間モニタ、SKYMENU Pro、教材提示装置を同時に活用する
ことで、一度に多くの資料を提示することができる。

教科横断の取組
数学Ⅰ「２次方程式」に係る解を求める過程をExcelを用いて実施した。
どのような内容であっても上記４点の活用による授業展開を心掛けた。

研
究
内
容

学習活動ソフトウェアSKYMENU 
Pro 等を利用することで、生徒は
活動内容を共有でき、学習意欲を
高めた。また、生徒の考えや理解
度を瞬時に把握し授業に生かすこ
とで、スムーズに授業を展開でき
た。
情報社会に主体的に参画する態度
を養えたといえる。

現状、PC室でなければ中間モニ
タやSKYMENU Proの利用は不可能
である。小テスト等は、Google 
フォーム を用いての授業展開も
可能であるが、PC室の特性を十
分に活用した授業を目指した。
どこであっても、学習環境を活
かした授業を考える必要がある。

学習活動ソフトウェアSKYMENU Pro の機能を利用した授業展開 ふじみ野高等学校 教諭 北澤 綾香〔情報〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

情報を適切に扱い、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

育成を目指す資質・能力使用アプリ等

成 果

課 題
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高等学校 第１・３学年

情報Ⅰ「コミュニケーションと情報デザイン」
社会と情報「情報の活用と表現」

学 年

教科の特性上、もともと１人１台端末（パソコン）があるため、ＢＹＯＤ回線と個人端末
（スマートフォン）の活用はされていない。また、協働して作品制作した経験も少ない。

Google スライド、動画編集フリーソフトウェア
DaVinci Resolve （Blackmagic Design社）

PowerPointを用いたプレゼンテーション演習⇒Google スライドへ変更
・クラス全員がひとつのファイルで同時編集できる。
・他者の進捗状況を確認し、参考にすることができる。
・個人端末で授業時間外にも編集や確認ができる。
・個人端末で発表リハーサルを行うことができる。
・定期考査前、自宅で復習することができる。
・他クラスの同内容を共有することで比較ができる。

生徒の個人端末（スマートフォン）を用いた動画撮影
・１人１人が自由なアングルで動画撮影ができる。
・ＢＹＯＤ回線でファイルをアップロードし、通信費をかけずPC室へ動画ファイルを移行できる。

DaVinci Resolve のコラボレーション機能の活用による動画の協働編集
・役割を決め、同時編集をすることができる。
・１人では膨大な作業もチームで共同して行うことができる。

個人端末で撮影⇒ＢＹＯＤ回線で動画ファイルをGoogle ドライブへ⇒PC室でダウンロード⇒同時編集

⇒ ⇒ ⇒

教科横断の取組
動画制作のテーマを地理と連携し、地域活性化に寄与するプロジェクトとした。総探でも扱った。

研
究
内
容

協働編集により、生徒の学びを
深めることができた。時間と場
所にとらわれない生徒の主体的
な取組を垣間見ることができた。
生徒が自身のスマートフォンで
撮影した写真や動画を素材とし
て作品制作を行い、ＢＹＯＤ回
線を有効に活用することができ
た。ビデオカメラ等、高価な機
器を学校で準備せずとも、生徒
の個人端末を活用することでレ
ベルの高い作品を制作できた。

動画編集や動画完成後の書き出
しについては、パソコンの性能
が追い付かず処理に時間がかか
る場面があった。個人端末より
PC室のパソコンが性能が低いこ
とが今後の課題となる。

共同編集による各単元の新たな授業展開 所沢高等学校 教諭 宇賀神 大輔〔情報〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

情報技術を適切に活用し、チーム内での協働により、自身の役割を考えながら情報社会に
主体的に参画する態度を養う。

育成を目指す資質・能力使用アプリ等

成 果

課 題
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高等学校 第１学年

情報Ⅰ「コミュニケーションと情報デザイン」
社会と情報「情報の活用と表現」

学 年

令和４年度入学生より、生徒は個人所有の１人１台端末（Chromebook）、校内のＢＹＯＤ回線を
使用し、様々な授業で活用をしている。しかし、持ち帰りができるという反面、授業内で課題を
終わらせる習慣も少ないのが課題である。

１人１台端末 Chromebook
Google スライド、Google フォーム

Chromebookによる作業
① ＢＹＯＤ回線での通信作業
② Googleドライブに自動保存
③ 個人端末での家庭学習
④ Googleアプリケーションの積極的活用

Google スライドによる実習
① 図形やフリーハンドでのピクトグラム作成（担任の先生）
② １人１スライドでの作成
③ ファイルの共同編集による進捗確認およびアイデアの共有

Googleフォームによるデザイン投票
① リアルタイム投票による即時の結果発表
② 投票結果の視覚化

教科横断の取組
① 「現代の国語」でピクトグラムについての評論文を学習

→ ピクトグラムの概要と意味を復習
→ 情報デザインの学習
→ ピクトグラムの作成

② ピクトグラムの例としてSDGsを紹介
→ 地歴・公民科や家庭科との幅広い教科横断に発展

研
究
内
容

スライドにより、他者とのデザイ
ンを見比べ自身の作品に取り込む
ことができた生徒が多かった。ス
ライドは１人１枚のため他人の教
材を消すことなく、自動保存もで
きるため自分の作業ペースを確認
することもできたのがとても良い
点であった。
他教科で触れた内容に加えて、時
事問題や身近な情報バリアフリー
につなげることができたのも成果
であった。

発想力も問われる単元学習だった
が、共同編集ゆえに他人の作品と
同化してしまう生徒が多かった。
オリジナリティを持たせつつ他者
との比較もできるアプリケーショ

ンの方が望ましいと考える。

教科横断を意識した授業展開 ～情報の視覚化によるピクトグラムの作成～ 三郷高等学校 教諭 小林 秀輔〔情報〕研究テーマ

科目/単元

現状と課題

情報技術を活用し、情報を表現および可視化する能力を養う。教科横断によりそれぞれの単元内
容の知識を深める。

育成を目指す資質・能力使用アプリ等

成 果

課 題
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ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／BYOD環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 工業

「１人１台端末を利用した工業教育の充実に向けた研究」研究テーマ

研究の成果昨年度成果 ＩＣＴを活用した授業事例の研究・提案

課 題

・実習や課題研究における活用（指導）法の開発
・ＩＣＴの活用が効果的な場面に対応した指導法の充実

・研究成果の周知と普及に向けた取組

授業実践と成果

〇資料の提示
専門的な資料の提示が容易

になり、理解が深まる。

〇協働的な学び
生徒どうしによる学び合い

により、課題への理解が深ま
り、多様な見方を学ぶ。

〇学習内容の視覚化と共有
学習の過程において自他の

考えを比較することで、考察
が深まる。

〇授業内容の振り返り
生徒の理解やつまずきをリ

アルタイムに評価し改善する。

成 果

〇視覚資料の提示
スライドを用いて専門的な

視覚資料を提示する。

〇協働的な学び
オンライン上における共同

作業で、協力して課題の解決
策を探究する。

〇学習内容の視覚化と共有
オンライン上において学習

過程を視覚化し、リアルタイ
ムに共有する。

〇授業内容の振り返り
小テストの実施で学習成果

を瞬時に評価できる。

実 践

工業科の科目は座学系と実習系に大別されるが、本研究では
座学系科目について研究することとした。

研究概要 課題の設定・研究・実践案の検討

課 題 ①

課題把握・理解

学習のねらいや内容に応じた指導

・単元のねらいや目標の提示
・導入部分における課題の共有
・課題に関する視聴覚教材

課 題 ②

課題探究・学習

学習活動の支援及び活用

・個人の学習活動における活用
・グループの学習活動における活用
・課題内容の分析・考察における活用

課 題 ③

課題解決・表現

学習成果や思考内容の表現

・単元の学習内容をアウトプット、評価
・学習成果のまとめ及び発表資料
・グループ協議と振り返り
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高等学校 第３学年

土木構造設計
「鉄筋コンクリート構造」

学 年

●Google Classroom
●Google スライド
●Google フォーム

研
究
内
容

「１人１台端末を利用した工業教育の充実に向けた研究」 熊谷工業高等学校 教諭 田中 将介〔工業〕

科目/単元

現状と課題

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

・新しい単元に入る際の2年次に学習した内容の復習
・出てくる単語等、覚える内容が非常に多いので内容の簡略化

授業においてＩＣＴ機器を効果的に活用することで、生徒が授業の要点をまとめ、新たな
問いを発見し、主体的に解決する能力を育成する。

小テスト講義(一斉学習) 振り返り

・Google スライドを使って講
義を行う。
・説明した内容を映像を使っ
て理解を深める。

・講義で説明した内容を
Google フォームを使って小
テスト形式で行い解答させる。

・Google フォームでは正答率
がわかるため、生徒の苦手な
ポイントの把握がしやすい。
・生徒が解答してすぐに結果
をダウンロードできるので、
授業中に解説が行える。

〇ＩＣＴを活用することで、板
書の省略ができ、非常に膨大な
量でも解説しやすい。

〇様々な画像を取り入れること
により、生徒の記憶に残りやす
い授業にできる。

〇５０分の授業で講義→小テス
ト→解説と振り返りまで行えた。

●ＩＣＴの効果的な活用場面の
考案
●ＩＣＴを使用することが目的
とならないような活用法の充実
●動画などを取り入れるなどし、
さらなる教材の研究

・生徒の解答を見ながら解
説を行う。

・生徒ができるだけ授業内容を
まとめやすくできるよう、あら
かじめプリント等を用意してお
く。

研究テーマ

・生徒がまとめたプリントなど
を活用させ、個人で問題を解決
する力を育む。
・知識や思考など問いに応じて、
テストの出題形式が選択できる。
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高等学校 第１学年

工業情報数理

「情報化社会のモラルと管理」

学 年

情報社会では捉え方の違いなどでトラブルを起こしたり巻き込まれたりすることも
多い。便利なツールとして活用していくために必要なポイントを共有し、分析・考
察をして理解する必要がある。

● Google スライド
● Google Jamboard
● Mentimeter
● SKYMENU

研
究
内
容

○回答がリアルタイムで共有で
き、課題把握がしやすい。
○自他の考えを比較し共同編集
することで、多視点からの話合
いに展開することができる。
○発表では聴覚だけでなく、視
覚的にもわかりやすく、内容の
理解が深まる。
○思考の見える化が図れる。

●ＩＣＴを効果的に使用する場
面の考察
●ＩＣＴを使用することが目的
とならないような活用法の充実
●授業外の教育活動での活用法
の開発

「１人１台端末を利用した工業教育の充実に向けた研究」 春日部工業高等学校 教諭 谷島 聡〔工業〕

科目/単元

現状と課題

ＩＣＴ機器を活用し、情報社会において情報を正しく安全に利用するための知識や
考え方について理解を図り、主体的かつ協働して課題の把握や解決しようとする態
度を育成する。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

グループ研究（協働学習）

振り返り

個人研究導入（一斉学習）

単語でキーワード
をたくさん出す

発表（協働学習）

アンケート結果を
共有し、自他の考
えを比較する

★課題研究・学習
協議により分析・考察
を行う

★課題把握・理解
課題の共有、多様な考
え方を実感する

★課題解決・表現
アンケート方式で学習
内容を振り返る

★課題解決・表現
まとめた内容を全体共有
し、分析・考察を行う

研究テーマ
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高等学校 第１学年

生産技術「電流の熱作用と電力」

学 年

●Google Classroom
●Google Jamboard

研
究
内
容

「１人１台端末を利用した工業教育の充実に向けた研究」 浦和工業高等学校 教諭 吉岡 鉄馬〔工業〕

科目/単元

現状と課題

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

・各単元の内容を結び付けて考えることができている生徒が少ない。
・勉強の仕方がわからず、家庭で学習する習慣が身についていない生徒が多い。

ＩＣＴ機器を活用することで、学習のポイントを生徒間で共有し、単元のつなが
りを意識した学習の仕方を身に付ける。

〇共同学習の成果物を、生徒
全員が端末からいつでも確認
することができる。

〇班員や他班のフレームを確
認しながら作業ができるため、
生徒が情報のまとめ方を比較
しながら活動できる。

●効果的な活用場面の考案

●ICTを活用した学習活動の生
徒への浸透

●授業中のICT機器の不具合へ
の対応

共同学習準備 振り返り

・5つの単元について、各2班
ずつ（計10班）に分かれる。
・単元別で生徒に復習問題
（各3問）を配布する。

・問題に取り組みながら、班
で協力してGoogle Jamboard
で単元のまとめを作成する。
・すべての班が一つのGoogle 
Jamboard内で、フレームを
分けて書き込んでいく。

まとめ
各班が作成したフレーム
を全体で確認していく。

<ポイント>
・フォーマットは用意せ
ず、生徒が自由な形で学
習内容をまとめる。
・誰が見てもわかりやす
く、正確な情報をまとめ
るように意識を持たせる。

・全単元分の復習問題を全員
に配布し、作成したGoogle 
Jamboardを参考にしながら
解き進める。

各班が作成したフレームを全体で
確認していく。

定期考査前などで、作成
したGoogle Jamboardを
用いて自宅学習に活用可
能。

その後の活用

研究テーマ
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欠席時の授業を受けることができたり、繰り返し授
業を聞くことができたり、分からない部分に自ら気付
き、完全に理解することを目指す。

研
究
１

ＧＩＧＡスクール構想における１人１台／ＢＹＯＤ環境を活かしたＩＣＴの活用
～各教科のねらいに迫る効果的な活用～ 高等学校 商業

「ＩＣＴを活用しながら『個別最適な学び』と『協働的な学び』を同時に考える授業の研究 」研究テーマ

研究概要

学級閉鎖などで授業時間の確保が難しく、計画通り
に進まない。ＩＣＴ機器などで時間を効率よく活用し、
より効果的な授業改善を目指す。

実習参加生徒の振り返りを、次回の参加者にも引き
継ぐことを目指す。また、個々による振り返りも実施
し、次回の実習にフィードバックさせることを目指す。

プログラミング

個別最適な学び 協働的な学び

情報処理

◎「個別最適な学び」と「協働的な学び」の両立を実践
◎実習中心の商業科の授業でも、ＩＣＴを活用して授業時間
を補う方法を研究

理論に基づき仮説を立てて
いた事で、効果的な振り返り
ができた。

個人の振り返りの中で協
働的な視点での学びの様子
が見られた。

研
究
２

研
究
３

研究成果

Googleドキュメントを使い、
自宅で考え入力し、学校です
ぐに実行することができた。

〇知識定着のためのGoogleフォームを使った小テストや、生徒間の意見交換を促
すためのGoogleドキュメントを共有するなど、アウトプットの工夫が必要であ
った。

〇生徒のスマートフォン等から作業ができるよう工夫が必要であった。

課題

個別最適な学び 協働的な学び

時間の短縮と共有機能によ
るグループ学習ができた。

授業内だけではなく、動画を
利用して学習に自ら取り組む姿
勢が見られた。

個々の知識を基に意見交換
ができた。

知識技術の定着 主体的な学び

主体的な学び 対話的な学び

フィードバックの変化主体的な学び

総合実践「販売実習」
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高等学校 第１学年

プログラミング「関連用語」

学 年

YOU

研
究
内
容

「ＩＣＴを活用しながら『個別最適な学び』と『協働的な学び』を同時に考える授業の研究 」
狭山経済高等学校教諭 宮下 剛幸〔商業〕

科目/単元

現状と課題

時間や場所を選ばずに学習できる形をつくることで自ら学習機会を
つくる能力と知識の定着を図り、それぞれの知識を補い合うことでさ
らなる深化を促す。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

研究テーマ

YouTube

プログラミングやコンピュータに関する基礎知識をYouTubeの動画として
まとめることで、いつでもどこでも学習することができ、また苦手箇所を
繰り返し学習することができるため、個人に合わせた学習を可能とする。
併せて動画のパートごとに授業を通じてグループで課題に取り組むこと

でさらに理解を深めていく。

授業内では１度の解説しかできないため、生徒が完全
に理解しないまま学習を完結してしまう。

授業内だけではなく、
動画を利用して学習に自
ら取り組む姿勢やグルー
プで課題に取り組む姿が
見られた。

知識を定着させるため
にGoogleフォームの小テ
ストをしたり、生徒間の
意見交換を促すために
Googleドキュメントを共
有したり、アウトプット
の工夫が必要である。
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コロナの影響で授業確保が難しく、授業が例年通り進まない。いかに効率
よく授業が行えるかが課題である。

高等学校 第２学年
プログラミング
「ファイルの入出」

力」 」

学 年

Googleドキュメント

研
究
内
容

以前は、授業内でプログラ
ムを考え、実行していた。現
在はGoogleドキュメントを使
い、授業以外の場所でもプロ
グラム入力することが可能で、
授業ですぐに実行することが
できた。時間の短縮と共有機
能によるグループ学習ができ
た。

色別にどこを修正したの
か分かるように工夫してい
る。スマートフォンで入力
する生徒が多く、パソコン
に比べプログラム入力に時
間がかかる。

「ＩＣＴを活用しながら『個別最適な学び』と『協働的な学び』を同時に考える授業の研究 」
浦和商業高等学校教諭 梶原 朋子〔商業〕

科目/単元

現状と課題

学んだ基礎的な内容を課題のプログラムにどのように活かすことが
できるのか。また、リアルタイムに他者の考えや知識を共有すること
ができ、自ら考える能力と協働的な学びを実現することができる。

育成を目指す資質・能力

使用アプリ等

成 果

課 題

研究テーマ
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高等学校 第３学年
総合実践「販売実習」

学 年

実習参加生徒により、共同で１枚の日誌を作成する形式で振り返りを行ってきた。しかし、
実習参加者が毎回変わり、次回の参加者にうまく引き継がれないという課題があった。
また、個々による振り返りがされず、再び実習に参加した際に、前回の振り返りが十分に活

かされないという課題があった。

Google ドキュメント

実習前、「ＡＩＤＡＳ理論」の各段階を踏まえた効果的な接客方法について「仮説」を立てる。
実習前日に課題を返却し、自ら立てた「仮説」を確認させ、当日実施させる。
実習後、実践結果を踏まえ、生徒各自が成功・失敗の要因について振り返り、改善点について
考察する。

【実習前仮説ワークシート】 【実習後振り返りワークシート】

研
究
内
容

理論に基づき仮説を立てて
いたことで、効果的な振り返
りができた。また、「○○さ
んの××によりお客様が増え
た」等の記述もあり、個人の
振り返りの中で協働的な視点
での学びの様子が見られた。

振り返り用紙を紙で配付し
たことで、記入に場所と時間
が必要となってしまったため、
提出までに時間かかった。そ
のため、生徒のスマートフォ
ン等から作業ができるよう工
夫が必要であった。

「ＩＣＴを活用しながら『個別最適な学び』と『協働的な学び』を同時に考える授業の研究 」
皆野高等学校教諭 千島 拓実〔商業〕

科目/単元

現状と課題

自ら立てた仮説に基づいた計画を立て、実習にて実践、振り返り、修正する一連の活動を通
じ、販売における課題発見、対応策の考案、評価・改善を行う能力および姿勢を育成する。

育成を目指す資質・能力
使用アプリ等

成 果

課 題

研究テーマ
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